
B
〈236>Bastardusnonpotesthabereheredemnisidecorpore

suoprocreatum。[Bastardusn6npotesthabereheredemnisipr6

creatumdecorporesu6.](Tray.Lat.Max,51)「 婚 外 子 は 、 自 身 の 身

体 に 依 っ て 得 ら れ た[人]以 外[の 人 を]相 続 人 と し て 持 つ こ と は 出 来 な

い 。」<bastardus>… 「婚 外 子 」、 〈procreatum>… 〈procreo>[え る]の 園

囹 〈procreatus>の 国 囲[到(囮)、 〈corpore>… 〈corpus>[身 体]の 團 圏 。

〈237>Bastardusnulliusestfilius,autfiliuspopuli.[Bastard

usestflliusnUlllus,autflliuspopull.]「 婚 外 子 は 、誰 の 子 で も な い 。

あ る い は 、 そ れ は い わ ば 国 民 の 子 で あ る 。」 〈bastardus>… 「婚 外 子 」、<fi

lius>… 「子 」、 〈populi>… 〈populus>[国 民]の 團[國 。

〈238>Beatipossidentes.[PossidentesbeatL](Euripdes,Danae

ニFragm .328;Horatius,Carmina,4,9,45)「 占 有 し て い る[人]は 、[訴

訟 に 於 い て]幸 せ[で あ る(こ と よ)]。 」 〈possidentes>… 〈possideo>[占

有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 國 囲 国(匿 囮)、 〈beati>… 〈beatus>[幸 せ

な]の 國 囲 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 こ の よ う な ケ ー ス は 格 言 命 題 に

多 く 見 ら れ る 。 他 方 に お い て 、 〈beati>と い う 形 容 詞 を 名 詞 〈possidentes>

に か け て 、 「幸 せ な 占 有 者 た ち 」 と い う ぐ あ い に 、 い わ ば 一 語 と し て 読 む 、

と い う 方 法 も あ る 。 〈1220>・ 〈1267>・ 〈1268>・ 〈1816>・ 〈2639>

〈239>Bellopartaceduntreipublicae.[Partabell6ceduntreI

pUblicae.](2Russ.&M.56;1Kent.Com.101)「 戦 争 に 於 い て 獲 得 さ

れ た[も の]は 、 国 家 に 帰 属 す る 。」 〈parta>… 〈pario>[手 に 入 れ る]の 匠1

囹 〈P・ ・tu・ 〉の 圏 囲 国(囮)、 〈b・ll・ 〉… 〈b・llum>[戦 争]の 團 團 、 〈ced

unt>… 〈cedo>[ゆ ず る]の 囲 国 國 。

〈24・0>Benejudicat,quidistinguit.[Quidistinguit,judicatbe

ne.][区 分 す る[人 は]良 く 裁 く 。]〈distinguit>… 〈distinguo>[区 分 す

る]の 囲 国 團 。

〈241>Benedictaestexpositio⊂1uandoresredimituradestru

ctione.[Expositi6estbenedlcta,quand6resredimituradestrUct

i6ne.](4Co.Rep.26b)「 物 事 が 破 壊 か ら 救 い だ さ れ る と き は 、 説 明 は 幸

い で あ る 。」 〈expositio>… 「説 明 」、 〈benedicta>… 〈bendictus>[幸 い な]

の 團 國 国 、 〈redimitur>… 〈redimo>[救 う]の 図 囲 国 團 、 〈destructione>

… 〈destructio>[破 壊]の 團 圏
。

〈242>Beneficianonobtruduntur.[Benefician6nobtrUduntur.]

(σZp.D.37,1,3,3)「 恩 恵 は 押 し つ け ら れ な い 。」 〈beneficia>… 〈beneficiu

B-95



m>[利 益]の 國 国 、 〈obtruduntur>… 〈obtrudo>[つ き だ す]の 図 囲 国

匠1劉。 〈243>・ 〈1412>

〈243>Beneficiuminvitonondatur.[Beneficiumn6ndaturi

nvit6.](Pα ㍑Z.D.50,17,69)「 恩 恵 は 、[そ れ を]望 ま な い[人]に は 与

え ら れ な い 。」 〈beneficium>… 「禾1」益 」、 〈invito>… 〈invitus>[望 ま な い]

の 團 囲 團(國).※ 「望 む ・望 ま な い 」 → 「索 引 」.〈242>・ 〈1412>

〈244>Beneficiumlegisamittit,⊂1uilegemsubvertereinten

dit.[Qulintenditsubverterelegem,amittitbeneficiumlegis.]

「法 律(法)を 覆 え す こ と を 意 図 す る[人 は]、 法 律(法)の 利 益 を 失 な

う 。」 〈intendit>… 〈intendo>[意 図 す る]の 囲 国 團 、 〈subvertere>… 〈s

ubverto>[覆 す]の 囲 圏 、〈beneficium>… 〈beneficium>[利 益]の 團 囲 、

<amittit>… 〈amitto>[失 な う]の 囲 国 團 。 ※ 〈intendo>は 補 足 不 定 法 〈s

ubvertere>を ひ く 。「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」→ 「索

引 」。 〈2713>

〈245>Beneficiumlegisnondebetessecaptiosum.[Benefici

umlegisn6ndebetessecapti6sum.](Pαp,D.46,5,8pr.)「 法 律(法)

の 恩 恵 は 、 損 害 を 与 え る も の で あ っ て は な ら な い 。」 〈beneficium>… 「恩

恵 」、 〈captiosum>… 〈captiosus>[損 害 を 与 え る]の 團 圃 国 。

〈246>Beneficiumnondaturnisipropterofficium。[Benefici

umn6ndatur,nisipropterofficium,](Hob.148)「 恩 恵 は 、 職 務 の

た め 以 外 に は 、 付 与 さ れ な い 。」 〈beneficium>… 「恩、恵 」。

〈246わfs>Beneficiumprincipispersonamnonegreditur.[Ben

eficiumprincipisn6negrediturpers6nam.]「 元 首 の 特 典 付 与 は[そ

れ を 与 え ら れ た]人 を 超 え な い 。」 〈beneficium>… 「特 典 」、 〈principis>

… 〈princeps>[元 首]の 團 國 、 〈egreditur>… 囲 〈egredior>[こ す]の 囲

国 團(図)。

〈246fer>Beneficiumprincipisplenissimeinterpretaridebe

mus.[Debemusinterpretaribeneficiumprincipisplenissime.]「 私

た ち は 元 首 の 特 典 付 与 を 極 め て 広 く 解 釈 す る べ き で あ る 。」 〈interpretar

i>…[ヨ 〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 匠](図)、 〈beneficium>… 〈bene

ficium>[特 典]の 團 因]、 〈principis>…<princeps>[元 首]の 国[圃 。

〈24・7>Benignaefaciendaesuntinterpretationeschartarum,

utresmagisvaleat吼uampereat.[Interpretati6nesbenignae

chartarumsuntfaciendae,utresvaleatmagis,quampereat,]

(Co.Litt,36a;Wallisv.Wallis,4Mass.135,3Am.Dec.210;Hages

v.Kershow,1Sandf.Ch.(N.Y.)258,268)「 捺 印 証 書 に つ い て は 、 物 事

が 無 効 と な る よ り も む し ろ 有 効 と な る よ う に 、 緩 や か な 解 釈 が な さ れ る
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べ き で あ る 。」 〈benignae>… 〈benignus>[ゆ る や か な]の 圏 國 国 、 〈char

tarum>… 〈charta>[捺 印 証 書]の 圏 圓 、 〈faciendae>… 〈facio>[つ く る]

の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 國 因 国 、<pereat>… 〈p

ereo>[滅 び る]の 國 囲 国 團 。 ※ 「有 効 と 無 効 」 → 「索 引 」

〈248>Benignaefaciendaesuntinterpretationesetverbainte

ntionidebentinservire.[Interpretati6nesbenlgnaesuntfaciend

ae,etverbadebentInservlreintenti6nl.](Broom,Max.378;Co,Lit

t.36b;4Co.Rep.156)「 緩 や か な 解 釈 が な さ れ る べ き で あ り 、 そ し て 、

文 言 は 意 図 に 従 う べ き で あ る 。」 〈benignae>… 〈benignus>[ゆ る や か な]

の 圏 國 国 、 〈faciendae>… 〈facio>[つ く る]の 國 圃 〈faciendus>[な さ れ

る べ き[で あ る]]の 圏 國 国 、〈inservire>… 〈inservo>[し た が う]の 囲 困 、

<intentioni>…<intentio>[意 図]の 團 團 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「文 言 と 意 図 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(意 思)」 → 「索 引 」。

〈24・9>Benigniorsententiainverbisgeneralibusseudubiise

stpraeferenda。[Sententiabenigniorestpraeferendainverbisge

neralibusseudubils.](Mαrcε.D.50,17,192,1;4Co.Rep.15b)「 一 般

的 な[内 容 の]、 あ る い は 疑 問 が 残 る 文 言 に 於 い て は 、 比 較 的 緩 や か な 判 断

が 優 先 さ れ る べ き で あ る 。」 〈benignior>… 〈benignus>[ゆ る や か な]の 囲

〈benignior>の 團 國 国 、〈praeferenda>… 〈praefero>[優 先 さ せ る]の 國 囮

〈praeferendus>[優 先 さ せ ら れ る べ き[で あ る]]の 團 園 国 。※ 國 囮 → 〈1>、

〈Indubio・dubiis>論 → 「索 引 」

〈250>Benigniuslegesinterpretandaesunt,quovoluntasear

umconservetur.[Legessuntinterpretandaebenignius,qu6volu

ntasearumconservetur.](CθZ.D.1,348)「 法 律(法)は 、 そ の 意 図 が

保 た れ る よ う に 、 比 較 的 緩 や か に 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。」 〈interpretand

ae>… 匿]〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮 〈interpretandus>[解 釈 さ れ る

べ き[で あ る]]の 國 國 国 、 〈benignius>… 〈benigne>[ゆ る や か に]の 囲

(絶 対 的 比 較 級)、 〈conservetur>… 〈conservo>[保 つ]の 圏 図 囲 国 團 。 ※

特 異 な 趣 き を も つ デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 の 動 形 容 詞 は 、 ふ つ う の 動 詞 の

動 形 容 詞 と 同 じ 形 で 、 し か も 、 そ の 場 合 と 同 じ よ う に 、 受 動 的 な 意 味 と な

る(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §588。 「解 釈 す る べ き[で あ る]」 で は な く て 、 「解 釈

さ れ る べ き(で あ る)」 と な る 。 國 圃 → 〈1>。 接 続 詞 風 の 〈quo>は 、 関 係 代

名 詞 の 一 変 化 形 で も あ る の で(〈statusquo>[そ こ に ～ が ～ す る 状 況:ス

テ イ タ ス ・ ク ォ ー]の 〈quo>)、 注 意 が 必 要 で あ る 。 〈benignius>[副 詞]

は 形 容 詞 の 中 性 対 格 お よ び そ の 主 格 の 形 で も あ る が 、 こ こ で は 、 〈leges>

が 女 性 名 詞 な の で 、 そ の 可 能 性 は な い 。 「絶 対 的 比 較 級 ・絶 対 的 最 上 級 」 →

〈105>。 〈317>

B-97



〈251>Bisdat吼uicitodat.[Quldatcit6,datbis.]「 速 や か に

与 え る[人 は 、]二 度 与 え る 。」

〈252>Bisdeeademrenesitactio.[Neacti6sitbisdere

eadem.](Gai.1,4,107)「 同 一 物 に 関 し て は 、 訴 訟 が 二 度 な い よ う 。」 ※

英 語 の 〈be>に も 相 当 す る 〈sit>[で あ れ]と い う 接 続 法(囲 国 團)は 、

格 言 に は と き ど き 登 場 す る 。 こ れ は 、 仏 語 の 〈soit>や 独 語 の 〈sei>の 場 合

と 似 た よ う な 用 い ら れ か た を す る 。 こ の 格 言 は 、 い わ ゆ る 「一 事 不 再 理

の 原 則 」 を 示 す も の で あ る 。 ロ ー マ の 最 古 の 民 事 訴 訟 で あ る 法 律 訴 訟 に

お い て も こ の よ う な 考 え か た が あ っ た 。 つ ぎ に 現 わ れ て き た 方 式 書 訴 訟

で も 、 同 様 の 取 扱 い が な さ れ 、 こ れ に つ い て 、 法 学 者 が 以 下 の よ う に 理

論 づ け て い る 。 す な わ ち 、 訴 訟 の 種 類 が 、 対 人 訴 権 で あ り 、 市 民 法 に も

と つ い て い て 、 し か も 法 定 訴 訟 で あ る 場 合 に か ぎ っ て 、 市 民 法 上 の 訴 権

(請 求 権)は 、 第 一 段 階 で あ る 法 廷 手 続 で 行 な わ れ る 争 点 決 定 に よ っ て 自

動 的 に 消 耗 し て し ま い 、 そ の 結 果 、 そ れ 以 後 再 訴 が 当 然 不 可 能 と な る 、

と い う の で あ る(英 米 法 で も 、〈3598>〈Transitinremjudicatam.〉[そ

れ(契 約)は 、 既 判 物 へ と 移 行 す る 。]と い う 表 現 で 、 一 事 不 再 理 の 法 理

を 表 明 す る よ う な 格 言 が 見 え る)。 し か し 、 そ れ 以 外 の 場 合(対 物 訴 訟 、

名 誉 法 上 の 訴 訟 、 命 令 権 に 含 ま れ る 訴 訟 な ど)に は 、 そ の 訴 権 そ れ 自 体

が 消 滅 す る 、 と い う 扱 い に は な っ て こ ず 、 た だ 、 法 務 官 が 「既 判 物 あ る

い は 訴 訟 係 属 の 抗 弁(exceptioreijudicataeinvejudiciumdeducta

e)」 を 承 認 す る こ と に よ っ て 、 事 実(ホ ン ネ)上 さ き の 場 合 と 同 じ 効 果

が 導 き 出 さ れ る 、 と い う 構 成 の し か た が と ら れ た 。 と こ ろ が 、 三 つ 目 で

最 終 の 特 別 審 理 手 続 の 段 階 に 入 る と 、 争 点 決 定 と い う も の の 意 義 が う す

れ 、 従 来 は そ れ に 付 着 し て い た 、 再 訴 を 阻 止 す る 排 他 的 効 果 は 、 判 決 そ

れ 自 体 に 付 着 す る よ う に 変 わ っ て い っ た 。 と こ ろ で 、 こ の 「同 一 物(re

seadem)と は な に か 」 と い う 点 で 、1コ ー マ の 法 学 者 も 定 義 に 苦 労 し た

ら し く 、 い ろ い ろ な 見 解 が 伝 え ら れ て い る 。

つ い で に 、 こ の 一 事 不 再 理 の 原 則 と は 本 質 的 に は ま っ た く 無 関 係 で あ

る が 、 こ こ で 、 上 訴 の 問 題 に 触 れ て お き た い 。 共 和 政 時 代(前 六 ～ 前 一

世 紀)の 裁 判 に お い て は 、 民 ・刑 事 の 両 分 野 に お い て 、 有 効 に 下 さ れ た

判 決 に 対 し て 不 服 を 申 立 て る 、 と い う 意 味 で の 救 済 手 段 は な く 、 個 々 の

特 殊 な 場 合 に 、 主 と し て 法 務 官 の 行 政 的 と も 言 え る 介 入 に よ っ て 、 事 実

上 救 済 が 与 え ら れ て い た だ け で あ っ た 。 そ の よ う な 慣 行 が 生 じ た 理 由 は

い ろ い ろ 考 え ら れ る が 、 と く に 重 要 な も の と し て 、 民 事 訴 訟 に お い て も

刑 事 訴 訟(常 設 査 問 所 で の 裁 判)に お い て も 、 判 決 を 下 す の が 、 官 吏 で

は な く 、 あ る 程 度 当 事 者 の 意 向 を 反 映 し な が ら 選 任 さ れ た 私 人(元 老 院

議 員 の 階 層 や 騎 士 階 層 の よ う な 上 流 の 人 士)で あ っ た 、 と い う 点 が あ げ
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ら れ よ う 。 裁 き 手 を 選 ぶ さ い の 、 い わ ば 一 種 の 「自 己 責 任 」 が 問 わ れ て 、

自 身 に と っ て 不 利 な 判 決 で あ っ て も 、 そ れ を そ の ま ま う け い れ る こ と を よ

ぎ な く さ れ た 、 と い う よ う に も 理 解 で き る 。 と こ ろ が 、 元 首 政 時 代 に は い

っ て 、 特 別 審 理 手 続 が 発 達 し て く る と 、 下 級 官 吏 に よ っ て 下 さ れ た 判 決 を

不 服 と す る 人 が 上 級 官 吏 に 再 審 理 を 求 め る 制 度 が し だ い に 形 成 さ れ 、 民 ・

刑 事 事 件 を 統 一 的 に 扱 う 上 訴 制 が 一 世 紀 末 に 完 成 さ れ た 。 こ の 組 織 的 な 上

訴 制 は 、ロ ー マ が 現 代 に 遺 し た 重 要 な 法 技 術 の 一 っ で あ る 。〈253>・ 〈255>・

<256>。<1919>・ 〈1920>。 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈253>Bisidemexigibonafidesnonpatitur.[Fidesbonan6n

patituridemexigibis.](Gα ∫.D.50,17,57;9Co.Rep.53a)「 誠 意 は 、

同 一 の[こ と]が 再 度 請 求 さ れ る こ と を 許 さ な い 。」 〈patitur>… 圖 〈patio

r>[許 す]の 囲 国 團(図)、 〈exigi>… 〈exigo>[請 求 す る]の 図 囲 圏 。 ※

対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の<idem>(主 格 形 と 同 形)は 、 主 語 と

し て 、 〈exigi>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 「信 義 誠 実 ・誠 意 ・善 意 」 → 「索 引 」。

〈254わ ∫s>・ 〈255>・ 〈256>・ 〈257>・ 〈257わfs>・ 〈260わ ∫s>・ 〈262>・ 〈263>・

〈265>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1991>・ 〈1992>・ 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈254>Bonafidesexigitutquodconvenit,fiat.[Fidesbonae

xigit,ut,quodconvenit,fiat.](Jα び.D.19,2,21)「 信 義 誠 実 は 、 合 意

さ れ た[こ と が]な さ れ る こ と を 求 め る 。」 〈exigit>… 〈exigo>[求 め る]

の 國 国 團 、 〈COnVenit>… 〈COnVeniO>[合 致 す る]の 園 国 團 。 ※ 長 音 の な

い 〈e>を も つ 〈convenit>の 方 な ら 、完 了 の 形 で は な く て 、 現 在 の 形 で あ る 。

ラ テ ン 語 で は 現 在 と 完 了 が 三 人 称 単 数 の と こ ろ で 同 形 と な る ケ ー ス が 、 ま

れ に あ る 。 〈solvit>も そ う で あ る 。 〈ut>と 〈quod>の う ち 、 前 者 は 、 接 続 詞

で あ る が 、 後 者 に は 、 接 続 詞 の 場 合 と 関 係 代 名 詞 の 場 合 と が あ る 。 本 例 で

は 、 後 者 の 関 係 代 名 詞 の ケ ー ス が 見 え て い る 。 〈102>を 参 照 。 〈bonafide

s>[良 い 信 義 一 信 義 誠 実]な い し は 〈fides>[信 義]と い う も の は 、 古 く か

ら ロ ー マ 人 が も っ と も 大 切 に し て い た 徳 目 で あ り 、 法 の 世 界 で も 、 判 断 の

基 準 ・行 動 の 指 針 と し て 用 い ら れ て い る 。 問 題 は 「誰 が 、 あ る こ と が 信 義

誠 実 に か な っ て い る か ど う か の 点 に つ い て 判 断 す る の か?」 と い う こ と で

あ る が 、 結 局 の と こ ろ 、 法 の 世 界 の こ と に か ぎ っ て 言 え ば 、 法 学 者 が そ の

任 に あ た る こ と に な っ て い る 。 も ち ろ ん 、 法 学 者 の あ い だ で 考 え か た の 相

違 は さ ま ざ ま な 局 面 に お い て か な り 鋭 く 現 わ れ て き た は ず で あ る が 、 そ こ

は い か に も ロ ー マ 流 に 、 権 威 の 高 い 法 学 者 の 見 解 が 支 配 的 と な る 、 と い っ

た か た ち に な っ て く る 。 そ の あ た り は 、 現 代 の 有 力 説 や 支 配 説 や 通 説 の あ

り か た と 似 た よ う な も の で あ ろ う 。 と こ ろ で 、 古 代 ロ ー マ 法 が 、 現 代 ま で

も つ づ く 二 〇 〇 〇 年 も の 長 い 時 代 に 対 し て 大 き な 影 響 を お よ ぼ し た 事 柄 の

一 つ と 考 え て よ い も の に
、 「誠 意 」 と い う 発 想 が あ る 。 こ れ は 、 元 祖 の ラ テ
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ン 語 で は 、「ボ ナ ・フ ィ デ ー ス(bonafides)=良 い 信 義 」 と 表 現 さ れ た 。

英 語 や 仏 語 で は 、同 様 の ス タ イ ル の 言 い ま わ し と し て 、〈goodfaith>と 〈b

onnefoi>と が そ れ ぞ れ 用 い ら れ 、独 語 で は 、〈TreuundGlauben>の 形

が 用 い ら れ て い る 。 た し か に 、 こ う い っ た 観 念 は 、 あ る 意 味 で は 法 の 世

界 に 特 有 の も の で あ る け れ ど も 、平 た く 言 え ば 、「義 理 人 情 」と か 「仁 義 」

と か に も あ い 通 ず る と こ ろ も あ る の で 、 そ の 意 味 す る と こ ろ は 、 健 全 な

社 会 人 の 常 識 で 判 断 し て 頂 い て も 、 理 解 が 大 き く 狂 う よ う な こ と は な い

だ ろ う 。 そ こ で 、 現 代 に つ い て 考 え る と 、 ロ ー マ 法 の 「誠 意 一 信 義 」 と

い う も の に つ な が っ て く る の は 、 「信 義 誠 実 」 と い う 考 え か た で あ る 。 こ

れ は ロ ー マ 法 上 の 「誠 意 」 と は か な ら ず し も ぴ っ た り と 重 な り あ う わ け

で は な い け れ ど も 、 根 は 同 じ よ う な も の と 見 て さ し つ か え な か ろ う 。 現

行 の 日 本 の 法 体 系 は 、 「英 米 法 」 系 の 国 々 の 場 合 と は 異 な っ て 、 法 規(成

文 法)を 法 シ ス テ ム の 中 核 に す え て い る 関 係 で 、 信 義 誠 実 と い う 、 い く

ら か 不 確 定 な 中 味 を も つ 物 の 考 え か た が 、 ス ト レ ー ト に 法 規 相 当 の 役 割

を 演 じ た り 、 法 と 並 列 的 に な ら ん で 意 味 を も っ 、 と い う よ う な わ け に は

い か な い 。 し た が っ て 、 こ れ は 、 ど ち ら か と 言 え ば 、 法 規 の 上 方 か あ る

い は 側 方 、 と き に は 後 方 に 位 置 し て 、 法 規 に に ら み を き か せ る 役 割 を 分

担 す る こ と に な っ て い る 、 と 表 現 し て よ い か も し れ な い 。 と こ ろ で 、 民

法 第 一 条 第 二 項 に は 「権 利 ノ 行 使 及 ヒ 義 務 ノ 履 行 ハ 信 義 二 従 ヒ 誠 実 二 之

ヲ 為 ス コ ト ヲ 要 ス 」 と あ る 。 こ れ は 私 法 全 体 に 妥 当 す る 一 般 的 な 指 導 原

理 と し て 昭 和 二 二 年 に 明 文 化 さ れ た も の で あ る 。 も っ と も 、 裁 判 例 や 学

説 の な か で は こ う い う 考 え か た は 以 前 か ら 確 立 し て い た の で 、 そ の 明 文

化 は そ れ ほ ど 画 期 的 な 出 来 事 と い う わ け で も な い 。 と こ ろ で 、 ロ ー マ に

は 、 本 題 の 格 言 の ほ か に 、 誠 意 と か 信 義 誠 実 と か に つ い て 述 べ た 格 言 命

題 が い く つ か 存 在 す る の で あ る が 、 な ぜ 、 ロ ー マ 私 法 で 、 誠 意 と か 信 義

誠 実 と か に か ら め て さ ま ざ ま な 問 題 が と り あ つ か わ れ る こ と に な っ た の

で あ ろ う か 。 そ れ に は 外 的 な 要 因 と 内 的 な 要 因 の 二 つ が あ る よ う に 思 わ

れ る 。 ま ず 、 外 的 な 要 因 に つ い て 見 て み よ う 。 ロ ー マ 市 民 権 を 保 有 す る

者 の あ い だ の 法 関 係 に つ い て は 、 タ テ マ エ か ら す る と 、 そ れ ら の 者 が ど

こ に い よ う と も 、 ロ ー マ 法 が 適 用 さ れ る 。 し か し 、 非 市 民(つ ま り 、 外

人)が ロ ー マ 人 を め ぐ る 法 関 係 の な か に 割 り こ ん で く る と 、 事 態 は や っ

か い に な る 。 当 時 な り の 国 際 的 取 引 が 商 人 と し て の 外 人 に よ っ て 一 部 に

な わ れ て い た 関 係 で 、 彼 ら が 売 り 手 も し く は 買 い 手 と し て ロ ー マ の 物 流

の 一 翼 を 分 担 す る 状 況 が あ る 以 上 、 そ こ に は か な ら ず 外 人 が ら み の 法 的

な ト ラ ブ ル が 生 じ て く る 。 こ う い う と き 、 思 い き っ て 、 属 人 主 義 的 な ロ

ー マ 私 法 の 枠 を と り は ら っ て 、 そ れ を 彼 ら に 適 用(準 用)す る 方 策 も あ

る し 、 ま た 、 ロ ー マ 人 も 外 人 も 共 通 に 同 レ ヴ ェ ル で し た が う よ う な 法 規
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を つ く り だ し て 、 両 者 が 対 等 に 法 の 適 用 を う け る 、 と い う 方 策 も あ ろ う 。

他 方 、 極 端 な か た ち で 、 外 人 に は 一 切 法 的 保 護 を 与 え ず 、 実 力 の 世 界(い

わ ば ホ ン ネ の ゾ ー ン)で 決 着 を つ け る(つ ま り 、 ふ つ う は 強 い 立 場 に あ る

ロ ー マ 人 が 、 外 人 の 犠 牲 に お い て ご り 押 し を す る)の を 容 認 す る の も 、 あ

な が ち 不 可 能 で は な い の で あ る が 、 い ず れ も 、 現 実 の 問 題 と し て は 、 う ま

く な い 。ロ ー マ 私 法 は 、初 期 の こ ろ に は か な り 閉 鎖 的 な 性 格 を も っ て お り 、

外 人 に は そ の 周 辺 部 に ア ク セ ス す る こ と も 容 易 で は な か っ た し 、 そ う い う

共 通 の 法 規 を つ く る 、 と い っ て も 、 ま ず は で き な い 相 談 で あ っ た(現 代 に

お い て も 、 取 引 法 の 分 野 で 国 際 的 な 条 約 を 作 成 す る の は そ れ ほ ど か ん た ん

で は な い)。 し か し 、 取 引 と い う も の が 、 平 和 的 ・恒 常 的 ・合 理 的 に 行 な わ

れ て は じ め て ほ ん と う に 実 を 結 ぶ も の で あ る こ と は 、 誰 の 目 に も 明 ら か で

あ っ た か ら 、 な ん ら か の 取 引 規 範(ル ー ル ・ 準 則)が 各 方 面 か ら 探 し 求 め

ら れ る こ と に な っ た 。つ ま り 、取 引 が ス ム ー ズ に は こ ば れ る よ う に 、ま た 、

ト ラ ブ ル が 生 じ た り し な い よ う に 、さ ら に 、い っ た ん ト ラ ブ ル が 生 じ て も 、

そ れ が う ま く 解 決 さ れ る よ う に 、 と の 期 待 を こ め て で あ る 。 結 論 か ら 言 う

と 、 そ い う い う と き に 役 に た ち 、 頼 り に で き る 規 範 が 信 義 一 誠 意 だ っ た の

で あ る 。 い く ら 民 族 が ち が う と い っ て も 、 神 一 絶 対 者 と い う 観 念 は 共 通 に

抱 か れ る こ と が 多 か っ た の で 、 そ の 神 の 前 で し た 約 束 は 絶 対 的 に 守 る べ き

だ 、 と い う 共 通 感 覚 が そ の 信 義=誠 実 の 中 核 を 形 成 し て い た 、 と 見 る こ と

が で き る 。 世 俗 的 な 意 味 で の 法 が 生 ま れ て き た の も 、 も と は そ れ が 神 と の

か か わ り に ま で さ か の ぼ る こ と が 想 像 で き る 以 上 、 信 義 一 誠 意 と 法 と は 姉

妹 関 係 に あ っ た と も 言 え る 。 さ ら に 、 ロ ー マ 法 に つ い て も ご く 古 い 時 代 の

こ と を 考 え る と 、信 義 を 守 る こ と の 意 味 は 私 た ち の 想 像 以 上 に 重 か っ た(現

代 に お い て も 、 信 義 が も う 少 し シ ャ ー プ に さ れ た か た ち で な り た っ て い る

「仁 義 」 と い っ た も の が 、 あ る 特 定 の 人 間 集 団 を 律 す る ケ ー ス は 、 洋 の 東 西

を 問 わ ず 現 存 し て い る)。 ロ ー マ 最 古 の 法 律 ・法 典 で あ る 一 二 表 法 の な か に

は 、 「も し 保 護 者(い わ ゆ る パ ト ロ ン)が 被 保 護 者 を 欺 い た 場 合 に は 、 前 者

は 神 に 捧 げ ら れ た 人 と な る よ う 。」 と 規 定 さ れ て い た こ と が わ か っ て い る 。

こ れ は 、 他 人 一 上 は 、 外 人 で は あ る が 有 力 な 人(自 由 人)か ら 、 下 は 、 奴

隷 あ が り の 、 ほ ん と う の 下 層 の 人 ま で 一 を 保 護 し 、 バ ッ ク ・ア ッ プ し て や

る こ と を 神 の 前 で 神 の 法 に し た が っ て 約 束 し た 人 が 、 彼 ら に 対 し て 信 義 に

反 す る 行 動 を と っ た よ う な 場 合 に は 、彼 が 神 の 復 讐 に さ ら さ れ る つ ま り 、

な ん ら か の か た ち で 殺 さ れ る 一 可 能 性 を 示 唆 し た も の で あ っ た 。も ち ろ ん 、

こ れ は 現 実 性 を お び た 法 規 で あ っ た と は 思 わ れ な い が 、 古 来 の 慣 習 を 成 文

化 す る 、 と い う 要 素 を 多 く も つ 一 二 表 法 だ け に 、 そ の よ う に 信 義 を 扱 う や

り か た の ル ー ツ は 遠 く さ か の ぼ っ て 求 め ら れ る わ け で あ る 。 と こ ろ で 、 ロ

ー マ 私 法 と 外 人 と の か か わ り は 実 質 的 に 大 き な 意 味 を も つ よ う に な っ た 、

B-101



い わ ゆ る 「万 民 法 」 の 成 立 が そ の あ か し で あ る 。 こ れ は 、 一 通 常 理 解 さ

れ て い る と こ ろ に よ れ ば 一 ロ ー マ が 国 家 と し て 発 展 ・拡 大 し て き た 時 期

に 実 務 の 世 界 で 自 然 に 生 ま れ て き た 規 範 で あ り 、主 と し て 取 引 の 分 野 で 、

ロ ー マ 人 に も 外 人 に も 平 等 ・共 通 に 事 実 上 適 用 さ れ る こ と に な っ て い た

ル ー ル で あ っ た 。 今 日 ま で 、 ロ ー マ 法 が 、 時 と 場 所 と を 超 越 し て う け つ

が れ る ほ ど の 力 量 を 備 え る に い た っ た 要 因 の 一 つ と し て 、 ロ ー マ が 国 力

の 充 実 を は た し た 比 較 的 初 期 の 時 代 に 、 ロ ー マ 法 が 、 地 中 海 世 界 の 各 地

の 出 身 の 外 人 と の 法 交 渉 を 通 じ て 、 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル に 、 し か も 、 た

え ず モ ダ ン に な っ て い く こ と が で き た 点 を あ げ て も よ い で あ ろ う 。 こ こ

で と り あ げ た 信 義=誠 意 の 発 想 も 、 こ の こ と と 大 い に 関 係 が あ る 。 他 方

で 、 内 的 な 要 因 に つ い て 見 て み る と 、 信 義 一 誠 意 は 、 ロ ー マ 市 民 相 互 間

の 法 関 係 と い う も の を 質 的 に 向 上 さ せ 、 量 的 に 拡 大 す る の に 役 立 っ た 。

彼 ら 市 民 の あ い だ で 新 し い 法 ル ー ル を 設 定 し た い の な ら 、正 規 の 私 法(市

民 法)を 制 定 し た り 改 変 し た り す る 方 法 で 、 現 実 の 要 請 に 対 処 す る こ と

が で き た は ず で あ る が 、 一 な ぜ か よ く わ か ら な い け れ ど も 一 彼 ら ロ ー

マ 人 は 、 法 規 の 手 を か り て い わ ば ハ ー ド に(タ テ マ エ 上)対 応 す る こ と

を 好 ま ず 、 も う 少 し や わ ら か な(ソ フ ト な)ホ ン ネ に し た が う 方 法 を と

っ た 。 そ の 一 例 が 、 信 義=誠 意 な る も の を 法 シ ス テ ム の な か に う ま く は

め こ ん で 、 そ れ を 活 用 し て い っ た ケ ー ス で あ る 。 こ れ は 、 ロ ー マ 人 が 外

人(取 引 関 係 者)と の つ き あ い の な か で 学 ん だ や り か た と 言 え る が 、 ロ

ー マ 人 固 有 の 手 法 を 展 開 さ せ た だ け だ 、 と 考 え て み る 余 地 も 十 分 に あ ろ

う 。 つ ぎ に 、 こ の あ た り の と こ ろ を 、 誠 意 と い う も の が も っ と も 威 力 を

発 揮 す る 制 度 と し て の 誠 意 訴 訟 の 例 を と り あ げ て 、 考 え て み よ う 。 ロ ー

マ と 現 代 と で は 民 事 裁 判 の 構 造 は ま る で ち が う の で 、 理 解 し て 頂 く に は

た い そ う な 説 明 も 必 要 な の で あ る が 、 そ れ に つ い て は[1]部 門 第 五 章 一

p.54ff.を 参 照 し て 頂 き た い 。 裁 判 に あ た っ て 、 「信 義 誠 実 に も と つ い て

与 え な す こ と が 必 要 な も の は す べ て 」 と い う 文 言 が 、 裁 判 を 指 揮 す る 法

務 官 か ら 提 示 さ れ 、 こ れ が 判 断 の 指 針 と し て 設 定 さ れ る と き に は 、 裁 判

の 任 務 を ひ き う け る 審 判 人(一 私 人)は 、 た と え ば 契 約 当 事 者 が 外 部 に

表 示 し た 意 思 は も ち ろ ん の こ と 、 契 約 当 時 の 状 況 や 、 取 引 の 慣 習 や 、 詐

欺 ・強 迫 の 有 無 な ど 、 信 義 誠 実 の 原 則 に 照 ら し て 参 照 す る 必 要 が あ る と

思 わ れ る 一 切 の 事 情 を 総 合 的 に 判 断 し た う え で 、 最 終 的 決 定(判 決)を

下 す の で あ る 。 こ れ は 、 現 代 で な ら 、 い わ ば あ た り ま え の こ と を 述 べ た

も の の よ う に 思 わ れ る か も し れ な い が 、 古 い ロ ー マ の 体 質 か ら す れ ば 、

こ う い う こ と は 、 明 ら か な 例 外 で あ っ た 。 ロ ー マ 法 の 訴 訟 の 原 型 と 考 え

ら れ る も の に お い て は 、 型 に は ま っ た か た ち で 当 事 者 の 意 思 を 厳 格 に 解

釈 し て 答 を ひ き だ す こ と で 足 り る(不 都 合 が い く ら 生 じ て も 無 視 し て 、
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で あ る)、 と さ れ て い た か ら で あ る 。 進 化 の 過 程 か ら す る と 、 厳 正 ス タ イ ル

か ら ゆ る や か ス タ イ ル へ の 移 行 が 見 ら れ る と い う よ う に 、 ご く 自 然 の な り

ゆ き が こ こ に あ る 、 と だ い た い の と こ ろ は 言 え る で あ ろ う 。 「信 義 誠 実(誠

意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」

〈254わ1s>Bonafidesnillilaliudestquamjustaopinio吼uaesi

tidominii.[Fidesbonaestnihilaliud,quamoplni6jUstadomin

ilquaesltl.]「 善 意 は 、 物 を 取 得 し た 、 と い う こ と に つ い て の 正 し い 見 解

に ほ か な ら な い 。」<opinio>… 「見 解 」、 〈quaesiti>… 〈quaero>[求 め る]

の 匪]囹 〈quaesitus>の 團 圃 圏 。 ※ 〈dominiiquaesiti>の 直 訳 は 「取 得 さ れ

た 物 の 」 で あ る が 、 こ こ は 動 詞 的 に 訳 し て い く 必 要 が あ る 。 「分 詞 の 訳 し か

た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>・ 〈25

7>・ 〈257わfs>。 〈260わfs>・ 〈262>・ 〈263>・<265>・ 〈991>・ 〈1993>。 〈2

167>・<3331>

〈255>Bonafidesnonpatitur,utbisidemexigatur.[Fidesbo

nan6npatiturutidemexigaturbis.](Gα1.D.5047,57;Broom,Ma

x.217,338)「 誠 意 は 、 同 一 の[こ と]が 再 度 請 求 さ れ る よ う な こ と を 許 さ

な い 。」 〈patitur>… 圖 〈patior>[許 す]の 囲 国 團(図)、 〈exigatur>… 〈e

xigO>[請 求 す る]の 圏 図 囲 国 圓 、 〈ut>… 「こ と 」。 ※ 〈ut>の よ う な 重 い

意 味 の 接 続 詞 は 、 法 律 ラ テ ン 語 格 言 ク ラ ス の 短 い 文 章 命 題 に は あ ま り 登 場

し て こ な い 。 英 語 の 〈that>、 独 語 の 〈daβ 〉、 仏 語 の 〈que>に か な り 対 応 す る

ラ テ ン 語 の 〈ut>構 文 の 読 み か た に つ い て は 、 拙 著 『法 学 ラ テ ン 語 綱 要 』19

0頁 以 下 お よ び 、[0]部 門VI-p.67f.を 見 て 頂 き た い 。 「信 義 誠 実(誠 意 ・

善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>一 〈256>・ 〈1920>・ 〈1992>・ 〈1993>・ 〈2167>・

〈3331>

〈256>Bollafidesnonpatitur,utsemelexactumiterumexig

atur。[Fidesbonan6npatitur,utexactumsemelexigaturiterum.]

(Lib.Sex.5,13,83)「 誠 意 は 、 い っ た ん 請 求 さ れ た[も の]が 再 度 請 求 さ

れ る よ う な こ と を 許 さ な い 。」〈patitur>… 圖 〈patior>[許 す]の 囲 国 團(図)、

〈exactum>… 〈exigo>[請 求 す る]の 園 囹 〈exactus>の 團 田 国(囮)、 〈e

XigatUr>… 〈eXigO>[請 求 す る]の 圏 図 囲 国 團 。 ※ 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善

意)」 → 「索 引 」。 〈253>一<255>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1992>・ 〈1993>・ 〈2

167>・ 〈3331>

〈257>Bonafidespraesumitur.[FidesbonapraesUmitur.]「 善 意

は 推 定 さ れ る 。」 ※ 〈bonafides>に は 、 「信 義 誠 実 」 と い う 意 味 と 、 こ こ に

あ る よ う に 、 「善 意(知 ら な い こ と)」 の 意 味 と が あ る 。 「信 義 誠 実(誠 意 ・

善 意)」 → 「索 引 」。<253>・ 〈254翫s>・ 〈257わfs>・ 〈262尻s>・ 〈263>・ 〈2

65>。 〈1919>・ 〈1920>。 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>
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〈257わ1s>Bonafidesquaeincontractibusexigitur,aequitat

emsummamdesiderat.[Fidesbona,quaeexigiturincontracti

bus,deslderataequitatemsummam.]「 契 約 に 於 い て 要 求 さ れ る 誠 意

は 、 最 高 の 衡 平 さ を 求 め る 。」 〈exigitur>… 〈exigo>[要 求 す る]の 図 囲[ヨ

團 、 〈desiderat>… 〈desidero>[熱 望 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「信 義 誠 実(誠

意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>・ 〈254翫s>・ 〈257>・ 〈260翫s>・ 〈260fθ

r>・ 〈261>・ 〈262>・ 〈263>・ 〈265>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1953>・ 〈216

7>・ 〈3331>

〈258>Bonafidestantundempraestatpossidentiquantumv

eritas,quotienslexnonestimpedimento.[Fidesbonapraes

tattantundem,quantumveritas,possidentl,quotienslexn6ne

stimpedlment6.](Pα αZ.D.5047,136)「 信 義 誠 実 は 、 法 律(法)が 妨

げ と な っ て い な い た び ご と に 、真 実 が[提 供 す る]だ け の も の を 占 有[者]

に 提 供 す る 。」 〈praestat>… 〈praesto>[提 供 す る]の 囲 国 團 、 〈veritas>

… 「真 実 」
、 〈possidenti>… 〈possideo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>

の 團 囲 團(圃)、 〈imp・dim・nt・ 〉… 〈imp・dim・ntum>の 團 團.※ 〈t・n

tumdem～,quantum>は 相 関 語 で あ る 。 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 →

「索 引 」

〈258翫s>Bonaintellegunturcujuscumquequaedeductoaer

ealienosupersunt.[Bona,quaesupersuntaerealien6deduct6,

intelligunturcUjuscumque,]「 債 務 が 控 除 さ れ た 後 に 残 存 す る 資 産 が

各 人 の[も の で あ る]、 と 理 解 さ れ る 。」 〈supersunt>… 〈supersum>[残

っ て い る]の 囲 国 閣 、 〈aere>… 〈aes>[金 銭]の 團 圏 、 〈deducto>… 〈d

educo>[遠 ざ け る]の 匠1囹 〈deductus>の 團 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が

見 え る 。 〈aerealienodeducto>は 、 「名 詞(aere(alieno))フ ラ゚ ス 完 了

分 詞(deducto)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ の の ち に 」 で あ る 。 囮 匿]→<22>。

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈bona>は 、 〈intelliguntur>と 省 略 さ

れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈259>Bonanonsuntnisideductoaerealieno.[Bonan6ns

unt,nisiaerealien6dedUct6.](Pα ㍑Z.D,5046,39,1)「 資 産 は 、 債

務 が 控 除 さ れ た 後 で な け れ ば 、 存 在 し な い 。」 〈aere>… 〈aes>[金 額]の 團

圏 、 〈deducto>… 〈deducto>[ひ く]の 囲 囹 〈deductus>の 團 圃 圏 。 ※ 絶

対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 格 言 は 簡 潔 な 表 現 に な っ て い る こ と が ふ つ う

な の で 、 こ の よ う に 深 い 意 味 を は ら ん だ 絶 対 的 奪 格 が こ れ だ け の 語 数 の

な か に 組 み こ ま れ る の は 珍 し い ケ ー ス で あ る 。 「名 詞(aere)(プ ラ ス 形

容 詞)プ ラ ス 完 了 分 詞(deducto)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ と き 」 で あ る 。

こ の と き 、 名 詞 を 主 語 に 、 完 了 分 詞 を 本 動 詞 に 見 た て て 、 一 つ の 文 章 と
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し て 表 わ し 、 そ れ に 接 続 詞 を 適 宣 加 え て み れ ば 、 絶 対 的 奪 格 の 料 理 は そ れ

ほ ど 苦 労 な し に で き る の で あ る が 、 し か し 、 実 際 の と こ ろ 、 こ れ ら 三 語 が

絶 対 的 奪 格 を 構 成 す る も の か 、 あ る い は た ん な る 奪 格 の ト リ オ な の か(こ

の と き 、 「控 除 さ れ た 債 務 に よ っ て 」 な ど の 意 味 に な る)、 を 識 別 し て い く

の は そ れ ほ ど か ん た ん で は な い か も し れ な い 。 な お 、 〈nisi>は 接 続 詞 で あ

る が 、 そ の 「条 件 」 的 な ニ ュ ア ン ス は 、 否 定 辞 つ き の 絶 対 的 奪 格 本 体 に よ

っ て も 、 か も し だ す こ と は で き る 。 圏 圏 → 〈22>

〈259わfs>Bonapupillarianonlicettutori1⊃usinpropriosusus

convertere.[N6nlicettUt6ribusconverterebonapUpillariainU

sUspropri6s.]「 後 見 人 に は 、 未 成 熟 者(被 後 見 人)の 財 産 を 自 身 の 利 用

へ と 転 用 す る こ と は 許 さ れ な い 。」〈tutoribus>… 〈tutor>[後 見 人]の 圏 團 、

<convertere>…<converto>[転 用 す る]の 囲 困 、 〈pupillaria>… 〈pupilla

rius>[未 成 熟 者]の 團 圃 因]。

〈260>Bonasedimpossibilianoncogitlex.[Lexn6nc6gitbo

nasedimpossibilia.]「 法 律(法)は 、 良 い が 、 し か し 、 不 可 能 な[こ

と]は 、 強 い な い 。」 〈cogit>… 〈cogO>[強 い る]の 囲 国 團 。

〈260わfs>Bonaefideiemptor,quodadfructusattinet,10cod

ominipaeneest.[Emptorfideibonaeestloc6dominipaene,quo

dattinetadfrUctUs.]「 善 意 の 買 主 は 、 果 実 に 関 す る 限 り 、 ほ と ん ど 所

有 権 者 の 位 置 に 在 る 。」 〈attinet>… 〈attineo>[関 係 す る]の 國 国 團 、 〈fr

uctus>… 〈fructus>[果 実]の 國 因]。 ※ 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 → 「索

引 」。 〈253>。 〈254わfs>・ 〈255>・ 〈257>・ 〈257わfs>。<260オ εr>。<261>・

〈262>・ 〈263>・ 〈1919>。 〈1920>・ 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈260オer>Bonaefideinoncongruitdeapicibusjurisdisputar

e.[DisputaredeapicibusjUrisn6ncongruitfidelbonae,]「 法 の 極

致 に 関 し て 論 議 す る こ と は 、 信 義 誠 実 に ふ さ わ し く な い 。」 〈disputare>…

〈disputo>[論 議 す る]の 囲 圏 、 〈apicibus>… 〈apex>[極 致]の 圏 圏 、 〈c

ongruit>… 〈congruo>[つ り あ う]の 囲 国 團 。 ※ 「信 義 誠 実(誠 意 ・善 意)」

→ 「索 引 」。 〈253>・ 〈254厨s>・ 〈257>・ 〈257翫s>・ 〈260翫s>・ 〈261>・ 〈2

62>・ 〈263>・ 〈265>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈261>Bonaefideipossessorfructusconsumptossuosfacit.

[PossessorfideibonaefacitfrUctUsc6nsumpt6ssu6s.](1.J.2,1,3

5;々 °r.D.41,1,40;Tray.Lat.Max.37)「 善 意 の 占 有 者 は 、 消 費 さ れ[て

し ま っ]た 果 実 を 自 身 の[も の]と す る 。」 〈fructus>… 〈fructus>[果 実]

の[園[劉 、 〈consumptos>… 〈consumo>[消 費 す る]の 匠1囹 〈consumptus>

の[國 囲 因]。 ※ 〈fructusconsumptossuos>を 一 く く り に し て し ま う と 、

め ん ど う な こ と に な る 。 こ こ で は 、 〈SUOS>を そ の 前 の 二 語 の グ ル ー プ か ら
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は 切 り は な し て や ら な け れ ば な ら な い 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」、

「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>・ 〈254翫s>・ 〈255>・ 〈25

7>。 〈257わfs>。 〈260わfs>・ 〈260オ εr>。 〈262>。 〈263>。 〈265>。 〈1919>・

〈1920>・ 〈1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈262>Bonaefideipossessorfructussuosfacit。[Possessorf

idelbonaefacitfrUctUssu6s,](JuZ,D.22,1,25,1)「 善 意 の 占 有 者 は

果 実 を 自 身 の[も の]と す る 。」 〈fructus>… 〈fructus>の 國 因]。 ※ 〈fruc

tussuos>は 一 つ の グ ル ー プ と 読 ま れ や す い が 、 こ こ は 切 り は な し て 読

ま な け れ ば な ら な い 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」、 「信 義 誠 実(誠 意 ・

善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>・ 〈254翫s>・ 〈255>・ 〈257>・ 〈257翫s>・ 〈26

0わfs>・ 〈260オ εr>・ 〈261>・ 〈263>・ 〈265>・ 〈1919>・ 〈1920>・ 〈1993>・

<2167>・ 〈3331>

〈263>Bonaefideipossessorinidtantum,quodadseperv

enerit,tenetur.[Possessorfideibonaeteneturinid,quodper

veneritadse,tantum.](2Co.Inst.285)「 善 意 の 占 有 者 は 、 自 身 の

許 に 到 来 し た も の だ け に 対 し て 、 責 を 負 う 。」 〈pervenerit>… 〈pervenio>

[到 来 す る]の 圏 園 国 團 。 ※ 〈pervenerit>に は 、 直 説 法 未 来 完 了 三 人 称

単 数 の 形 も あ る 。 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」。 〈254厨s>・ 〈25

7>・ 〈257わfs>・ 〈260わfs>・ 〈260オer>・ 〈261>・ 〈262>・ 〈1919>・ 〈1920>・

1993>・ 〈2167>・ 〈3331>

〈264>Bonaelegesmalisexmoribusprocreantur.[Legesbon

aepr6creanturexm6ribusmalls.](Macr.Sat.2,13)「 良 い 法 律(法)

は 悪 い 慣 習 か ら 生 み だ さ れ る 。」〈procreantur>… 〈procreo>[生 み だ す]

の 図 囲 国 圏 、 〈moribus>… 〈mos>[慣 習]の 圏 圏 。 ※ 「法 律(法)と 慣

習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈265>Bonamfidemagnoscerelicet.[Licetagn6scerefidemb

onam.](σZp.D.26,7,9,6)「 信 義 誠 実 を 有 効 と 認 め る こ と は 、許 さ れ る 。」

〈agnoscere>… 〈agnosco>[有 効 と 認 め る]の 囲 国 。 ※ 非 人 称 動 詞 お よ

び 非 人 称 的 表 現 を 組 み こ ん だ 命 題 は 、 法 律 ラ テ ン 語 の 文 章 命 題 で 多 く 登

場 す る 。 こ こ の 〈licet>が 非 人 称 動 詞 で あ る こ と は 、 辞 書 に 〈v.impers.〉

と 示 さ れ て い る と こ ろ か ら 判 明 す る 。 と こ ろ で 、 法 律 ラ テ ン 語 の 術 語 と

し て 現 代 で も 用 い ら れ て い る も の に 、 〈Nonliquet.〉[N.L.:そ れ は 明

ら か で は な い ・ 不 明 白 ・ 証 拠 不 十 分]と 、 〈Nonconstat.〉[そ れ は た

し か で は な い ・ 無 確 証]と が あ る 。 〈non>は 、 否 定 の 副 詞 で 、 「な い 」 を

示 し 、 〈liquet>は 、 〈liqueo>[明 瞭 で あ る]の 囲 国 團 で 、 〈constat>は 〈c

onsto>[確 立 し て い る]の 囲 国 團 で あ る 。 つ ぎ に 、 法 律 ラ テ ン 語 に 登 場

す る こ と も あ る 表 現 と し て 、 そ の ほ か の 非 人 称 動 詞 を あ げ て お こ う 。 〈li
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bet>[気 に 入 る](「 ア ド ・ リ ブ 」 の 「リ ブ 」)、 〈decet>[ふ さ わ し い]、 〈d

edecet>[ふ さ わ し く な い]、 〈placet>[気 に い る ・(そ う い う)意 見 で あ る]

(「 プ ラ シ ー ボ(擬 薬)〈placebo>(私 は[あ な た に]気 に い ら れ る で し

ょ う 。)」 の 「プ ラ ケ ー ボ ー 」 の 部 分 と 関 係 が あ る)、 〈oportet>[べ き

で あ る ・要 す る]、 〈apparet>[明 ら か で あ る]、 〈refert>[利 害 関 係 が あ る ・

重 要 で あ る]、 〈interest>[利 害 関 係 が あ る ・ 重 要 で あ る]。 な お 、 非 人 称

的 表 現 を み ち び く 構 文 に 、 〈necesseest>[必 要 で あ る]、 〈opusest>[必

要 で あ る]、<tempusest>[(～ す る べ き)と き で あ る]、 〈certumest>[た

し か で あ る]、 〈rumor(fama)est>[(～ と い う)噂 で あ る]、 〈mos(moris)

est>[習 慣 で あ る]、 〈opinioest>[～ と 思 わ れ て い る]な ど が あ る 。 非

人 称 用 法 は 近 代 欧 米 語 に も よ く 登 場 す る の で す で に お な じ み の も の で あ る

が 、 ラ テ ン 語 で は 、 と く に 対 格 不 定 法(〈35>を 参 照)と 組 み あ わ さ っ て い

る 、 こ の 手 の 構 文 が 、 二 重 の 意 味 で 難 解 で あ る 。 本 編 に は 、 〈oportet>[必

要 で あ る]、 〈interest>[利 害 関 係 が あ る]、 〈certumest>[た し か で あ る]

な ど の 用 例 が あ る 。[0]部 門 一p.68f.に 非 人 称 構 文 の 一 覧 が あ る 。 「非 人

称 用 法 」 → 「索 引 」、 「信 義 誠 実(誠 意 ・ 善 意)」 → 「索 引 」。 〈253>・ 〈254

わfs>・<257わfs>。 〈260わfs>。 〈262>。 〈263>。<1919>・ 〈1920>・<1993>。

〈266>Bonijudicisestampliarejurisdictionem.[AmpliarejUr

isdicti6nemestjUdicisboni.](1Burr,304;Ch.Prec.324;Broom,

Max.79.79f.)「 裁 判 管 轄 を 拡 充 す る こ と は 、 有 能 な 裁 判 官 の[仕 事]で あ

る 。」 〈ampliare>… 〈amplio>[拡 充 す る]の 囲 匠]。 ※ 〈judicisboni>は 、

全 体 と し て 属 格 の ペ ア で 、 問 題 の 属 格 の と こ ろ は 、 「～ の[仕 事 ・任 務 ・職

分]で あ る 」 と い う 、少 し こ み い っ た ニ ュ ア ン ス に な る 。「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈267>Bonijudicisestcallsaslitiumdirimere.[Dlrimerecaus

asIltiumestjUdicisbonl.](2Co.Inst.306)「 争 訟 の 原 因 を 除 去 す る

こ と は 、 有 能 な 裁 判 官 の[仕 事]で あ る 。」 〈dirimere>… 〈dirimo>[分 解

す る]の 囲 團 。 ※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 属 格 の 用 法 が 見 え る 。 「属 格

の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>

〈268>Bonijudicisestjudiciumsinedilationemandareexec

utioni.[MandarejUdiciumexecUti6nlsinedllati6neestjUdicisb

oni.](Co.Litt.28b)「 半ll決 を 遅 滞 な く 執 行 に 委 ね る こ と は 、 有 能 な 裁 判 官

の[仕 事]で あ る 。」 〈mandare>… 〈mando>[命 ず る]の 囲 困 、 〈executi

oni>… 〈executio>[執 行]の 團 團 、〈dilatione>… 〈dilatio>[遅 滞]の 團 團 。

※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 属 格 の 用 法 が 見 え る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈6

8>・<84>・ 「索 引 」。 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。 「タ テ マ エ(判

決)と ホ ン ネ(執 行)」 → 「索 引 」

B-107



〈269>Bonijudicisestlitesdirimere,nelisexliteoriatur.

[DlrimereIltesestjUdicisbonl,neIlsoriaturexIlte.](4Co.R

ep.15b;5Co.Rep.31a,73a)「 争 訟 か ら 争 訟 が 生 じ な い よ う に 、 争 訟 を

[最 終 的 に]解 決 す る こ と は 、 有 能 な 裁 判 官 の[仕 事]で あ る 。」 〈dirim

ere>… 〈dirimo>[解 決 す る]の 囲 困 、 〈oriatur>… 圖 〈orior>[生 ず る]

の 圏 囲 国 團(図)。 ※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 属 格 の 用 法 が 見 え る 。

「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る

→ 〈171>。

〈270>Bonisnocet,quimalisparcit.[Quiparcitmalis,noce

tbonis.](Pseudo-Seneca,DeMoribus,114;Pythagoras,Anth.4,

5,112)「 悪[人]を 庇 う[人 は]、 善[人]を 害 す る 。」 〈parcit>… 〈par

CO>[大 切 に す る]の 囲 国 團 、 〈nOCet>… 〈nOCeO>[害 す る]の 囲 国 團 。

※ 「害 す る 」 と 訳 し た が 、 「害 に な る 」 と し て お け ば 、 こ の 動 詞 が 与 格 を

支 配 す る と こ ろ を 日 本 語 に 反 映 さ せ る こ と が で き る 。「善 人 と 悪 人 」→ 「索

引 」。 〈1359>・ 〈1842>

〈271>Bonitascreditorisnondebeteiessecaptiosa.[Boni

tascredit6risn6ndebetessecapti6sael.](Poη ψ.D.30,8,1;D.3

0,8,3)「 債 権 者 の 良 さ は 、 彼 に 損 害 を 与 え る も の で あ っ て は な ら な い 。」

〈bonitas>… 「良 さ 」、 〈captiosa>… 〈captiosus>[損 害 を 与 え る]の 團 國

国 。

〈272>Bonumdefendentisexintegracausa,malumexquoli

betdefectu.[Bonumdefendentisexcausaintegra,malumexd

efectUqu61ibet.](11Co.Rep.68a)「 防 御 す る[人]の 良 い[結 果]

は 、 完 全 な 状 況 か ら[生 じ]、[一 方 で 、]悪 い[結 果]は 、 な ん ら か の 欠

陥 か ら[生 ず る]。 」 〈defendentis>… 〈defendo>[防 ぐ]の 囲 囹 〈defend

ens>の 團 囲 圓(匿 唾])、 〈integra>…<integer>[完 全 な]の 團 医1團 、 〈d

efectu>… 〈defectus>[欠 陥]の 團 匡1。 ※ 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」

〈273>Bonumnecessariumextraterminosnecessitatisnon

estbonum.[Bonumnecessariumn6nestbonumextratermin6s

necessitatis.](Hob.144)「 緊 要 状 態 に お い て 良 い[こ と]は 、 緊 要 の

限 度 の 外 で は 、 良 い こ と で は な い 。」 〈necessarium>… 〈necessarius>[緊

要 の]の 團 圃 国 、 〈terminOS>… 〈terminUS>[制 限]の 閣 圃 、 〈neCeSSi

tatiS>… 〈neCeSSitaS>[緊 要]の 團 圏 。

〈273翫s>Bonllsanimusillmalare,dimidillmestmali.[Ani

musbonusinremalaestdlmidiummall.]「 悪 い 事 柄 に 於 け る 良 い

心 情 は 、 悪 い[こ と]の 半 分 で あ る 。」 〈animus>… 「心 」、 〈dimidium>

… 「半 分 」
。 ※ 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」
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〈274>Bonusatquefidusjudexhonestumpraetulitutili.[JUd

exbonusatqueflduspraetulithonestumUtill.](Hor.Carm.4,9,40)

「有 能 で 誠 実 な 裁 判 官 は 、 立 派 な[も の]を 有 用 な[も の]に 優 先 さ せ た 。」

〈fidus>… 「誠 実 な 」、 〈praetulit>… 〈praefero>[優 先 さ せ る]の 囲 国 團 、

〈honestum>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 口]因](囮)。

〈275>Bonusjudexdamnatimprobanda,110nodit.[JUdexbon

usdamnatimprobanda,n6n6dit.](Sen.DeIr.1,16,7)「 有 能 な 裁 判

官 は 、 正 し い も の と 認 め ら れ る べ き で な い[こ と]を 断 罪 す る が 、[し か し]

[そ れ を]憎 み は し な い 。」 〈damnat>… 〈damno>[有 罪 の 判 決 を 下 す]の 囲

国 團 、 〈improbanda>… 〈improbo>[否 認 す る]の 國 囮 〈improbandus>

[否 認 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 田 因](囮)、 〈odit>… 〈odi>[憎 む]の

園 国 團 。 ※ 國 囮 →<1>。 〈odi>は 、 〈coepi>[は じ め る]、 〈memini>[覚 え

て い る]、 〈novi>[知 っ て い る]な ど の 、 法 律 ラ テ ン 語 命 題 で は 重 要 な 言

葉 と と も に 、 完 了 形 で し か 現 わ れ な い 特 別 の 動 詞 の グ ル ー プ に 属 す る 。 『新

ラ テ ン 文 法 』 §265を 参 照 。 「辞 書 」 の 説 明 の と こ ろ で 、 見 出 し 語 の つ ぎ に

く る の は 、 ふ つ う の 動 詞 の 場 合 、 現 在 不 定 法 で あ る が 、 〈odi>の さ い に は 、

<odisse>と い う 完 了 不 定 法 が き て い る 。 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(断 罪)と ホ ン ネ(憎 悪)」 → 「索 引 」。

〈276>Bonusjudexsecundumaequumetbonumjudicat,eta

equitatemstrictojuripraefert.[JUdexbonusjUdicatsecundum

aequumetbonum,etpraefertaequitatemjUristrict6.](Co,Litt.2

4b;Term,344)「 有 能 な 裁 判 官 は 、 善 と 衡 平 に 従 っ て 裁 き 、 そ し て 、 衡 平

を 厳 格 な 法 に 優 先 さ せ る 。」 〈praefert>… 〈praefero>[優 先 さ せ る]の 囲 国

團 、 〈stricto>… 〈strictus>[厳 格 な]の 團 園 團 。

〈276わfs>Bonusjudexvarieexpersoniscausis噌ueconstituet・

[JUdexbonusc6nstituetvarieexpers6nls(que)causls.]「 有 能 な

裁 判 官 は 、 人 お よ び 状 況[の 違 い]に 基 づ い て 、 さ ま ざ ま に 定 め る で あ ろ

う 。」 〈COnStitUet>… 〈COnStitUO>[定 め る]の 困 国 團 。 ※ 「法 律(法)と

衡 平 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(衡 平)」 → 「索 引 」。

〈277>Brevejudicialedebetse噌uisuumorigillale;etaccesso

riumsuumprincipale.[BrevejUdicialedebetsequlorlginalesuu

m;etaccess6riumprincipalesuum.](Jenk.Cent.292)「 裁 判 上 の 令

状 は 、 そ の 原[本](訴 訟 開 始 令 状)に 従 う べ き で あ り 、 そ し て 、 付 随 的 な

[も の]は 、 そ の 主 た る[も の]に[従 う べ き で あ る]。 」 〈breve>… 「令 状 」、

〈Originale>… 〈OriginaliS>[も と の]の 團 團 圃(囮)、 〈aCCeSSOriUm>

… 〈accessorius>[付 随 白勺 な]の 團 圃 国(匿 囮) 、 〈princiPale>'° °〈PrinciP

alis>[主 た る]の 團 圃 因](囮)。 ※ 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(主)
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と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈278>Brevejlldicialenoncaditprodefectuformae.[Breve

jUdicialen6ncaditP「6defectUf6rmae・](Jenk.Cent.43)「 裁 判 上

の 令 状 は 、形 式 の 欠 陥 の た め に 失 効 す る こ と は な い 。」〈breve>… 「令 状 」、

〈cadit>… 〈cado>[お ち る]の 囲 国 團 、 〈defectu>… 〈defectus>[欠1伺

の 團 團 。
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〈279>Caloriracundiaenonexcusatadelicto.[Caloriracundi

aen6nexcUsatadelict6.]「 短 気 の 熱 情 は 、 不 法 行 為 の 言 訳 と は 成 ら な

い 。」 〈calor>… 「熱 情 」、 〈iracundiae>… 〈iracundia>[短 気]の 團 圓 、 〈e

xcusat>… 〈excuso>[弁 角奉す る]の 囲 国 團 。

〈279わfs>Captatoriaescripturaenequeinhereditatibusneque

inlegatisvalent.[ScriptUraecaptat6riaevalentnequeinhered

itatibusnequeinlegatis.]「 財 産 上 の 不 利 益 を も た ら す よ う な 書 面 は 、

相 続 に 於 い て も 、 遺 贈 に 於 い て も 、 有 効 で は な い 。」 〈scripturae>… 〈scri

ptura>[文 書]の[國 国 、 〈captatoriae>… 〈captatorius>[財 産 上 の 不 利 益

を も た ら す]の 國[冤 国 、 〈legatis>… 〈legatum>[遺 贈]の[園 匡1。 ※ 〈neq

ue～neque>は 相 関 語 で あ る 。

〈279オer>Caputatquefundamentumintelligiturtotiustestam

entiheredisinstitutio.[InstitUti6heredisintellegiturcaputatq

uefundamentumtestamentlt6tlus.]「 相 続 人 の 指 定 は 遺 言 全 体 の 頭[で

あ り]、 基 礎[で あ る]、 と 理 解 さ れ る 。」 〈institutio>… 「指 定 」、 〈caput>

… 「首 」、 〈fundamentum>… 「基 礎 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈institutio>は 、 〈intelligitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。

国 圏 → 〈98>

〈280>Carceradhominescustodiendosnonadpuniendosdar

idebet.[CarcerdebetdariadhominescUst6diend6s,n6nadpU

niend6s.](Co.Litt.260a)「 牢 獄 は 、 人 を 罰 す る た め に で は な く 、[人 を]

保 護 す る た め に 、 与 え ら れ る べ き で あ る 。」 〈carcer>… 「牢 獄 」、 〈custodi

endos>…<custodio>[保 護 す る]の 國 囮<custodiendus>[保 護 さ れ る べ

き[で あ る]]の[國 囲 因]、 〈puniendos>… 〈punio>[罰 す る]の 國 囮 〈pun

iendus>[罰 せ ら れ る べ き[で あ る]]の[國 囲 因]。 ※ 二 つ の 動 形 容 詞 は 動

名 詞 の よ う に 訳 し て い く 必 要 が あ る 。 こ れ に つ い て は 、 〈153>・ 〈1540>を

参 照 。 國 匪ヨ→ 〈1>

〈281>Cartanonestnisivestimentumdonationis.[Cartan6n

estnisivestimentumd6nati6nis.](Plowd.160)「 捺 印 証 書 は 、 贈 与 の

外 衣 以 外 の[も の]で は な い 。」 〈carta>… 「捺 印 証 書 」、 〈vestimentum>

… 「衣 服 」、 〈donationis>… 〈donatio>[贈 与]の 團 圓 。

〈282>Casumsentitdomillus.[Dominussentitcasum.]「 所 有 権

者 が 事 変 の 責 を 負 う 。」 〈sentit>… 〈sentio>[感 ず る]の 囲 国 團 。 ※ 単 数

形 の 〈casum>の 位 置 に 複 数 形 の 〈casus>が 入 っ て く る 命 題 も あ る(Gαf.D.
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13,6,18、 ρr.)。 〈283>・ 〈284>・ 〈559>・ 〈2803>・ 〈3229>

〈283>Casumsentitisquemtangit.[Is,quemtangit,sentitc

asum.]「[事 変 に]遭 う 人 が 事 変[の 責]を 負 う 。」 〈tangit>… 〈tango>[ふ

れ る]の 囲 国 團 、 〈sentit>… 〈sentio>[感 ず る]の 囲 国 團 。 〈282>・ 〈28

4>・ 〈559>・ 〈2803>

〈284>Casusanullopraestantur.[CasuspraestanturanUll6.]

(σZp.D,50,17,23;Gαf,D.13,648pr.)「 事 変 の 責 は 誰 に 依 っ て も 負 わ れ な

い 。」<praestantur>…<praesto>[責 を 負 う]の 図 囲 国 圏 。 ※ 〈casus>[事

変]と ほ ぼ 同 じ 系 統 の 意 味 を も つ も の に 、 〈115>の 〈casusfortuitus>[偶

然 の 事 変]、 〈casusmajor>[比 較 的 大 き な 事 変]、 〈vismajor>[比 較 的

大 き な カ ー 不 可 抗 力]な ど が あ る → 〈105>。 「事 変 」 → 「索 引 」。 〈282>・ 〈2

83>。 〈559>。 〈2803>

〈285>Casusfortuitusamoraexcusat.[CasusfortultusexcUs

atamora.](σZp.D.16,3,1,35:D.40,5,26,5)「 偶 然 の 事 変 は 遅 滞 の 口

実 と 成 る 。」 〈fortuitus>… 「偶 然 の 」、 〈excusat>… 〈excuso>[口 実 と す る]

の 國 国 團 、 〈m・ra>… 〈m・ra>[遅 滞]の 團 團 。

〈286>Casusfortuitusinnullocontractupraestatur.[Casusf

ortuituspraestaturincontractUnUll6.](σZp.D.16,3,1,35;Tray.L

at.Max.67)「 偶 然 の 事 変 の 責 は 、 い か な る 契 約 に 於 い て も 負 わ れ な い 。」 〈f

ortuitus>… 「偶 然 の 」、〈praestatur>… 〈praesto>[責 を 負 う]の 図 囲 国 團 。

〈287>Casusfortuitusnonestsperandus;etnemoteneturdi

vinare.[Casusfortultusn6nestsperandus;etnem6teneturdlv

inare.](4Co.Rep.66b;Hard.82,Arg)「 偶 然 の 事 変 は 予 期 さ れ る こ と は

出 来 な い 。 そ し て 、 誰 も 、[そ れ を]予 見 す る 責 を 負 わ な い 。」 〈fortuitus>

… 「偶 然 の 」、 〈sperandus>… 〈spero>[期 待 す る]の 見 出 し 語 國 圏[期 待

さ れ る べ き[で あ る]]、 〈divinare>… 〈divino>[予 言 す る]の 囲 困 。 ※ ふ

つ う 、 動 形 容 詞 は 「～ さ れ る べ き で あ る 」 と 訳 せ ば よ い が 、 こ の よ う に 、

「～ さ れ る こ と が で き る 」 と 訳 す ほ う が よ い 場 合 も 、 と き に は あ る 。 國 囮 →

〈1>

〈288>CasusfortuitusnonestsupPonendus.[Casusfortultus

n6nestsupp6nendus.](Hard.82)「 偶 然 の 事 変 は 前 提 と さ れ る べ き で

は な い 。」 〈fortuitus>… 「偶 然 の 」、 〈supponendus>… 〈suppono>[下 に

お く]の 見 出 し 語 國 囮[下 に お か れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈288わfs>Casusimpotentiaeinvolvitcasumvoluntatisetvic

eversa.[Casusimpotentiaeinvolvitcasumvoluntatis,etviceve

rsa.]「 不 可 能 の 事 例 は 意 欲 の 事 例 を 含 む 。 逆 も ま た そ う[で あ る]。 」 〈im

potentiae>… 〈impotentia>[無 能 力]の 團[國 、 〈involvit>… 〈involvo>[ふ
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く む]の 囲 国 團 、 〈ViCe>… 〈ViCiS>[交 代](國)の 團 圏 、 〈VerSa>… 〈Ver

to>[ま わ す]の 囲 囹 〈versus>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。

「名 詞(vice)プ ラ ス 完 了 分 詞(versa)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る よ う に

し て 」 で あ る 。 囮 匡1→ 〈22>。 〈viceversa>[さ か さ ま に]は 一 種 の 熟 語 で

あ る 。

〈288飽r>Casusllocetdomino.[Casusnocetdomin6,]「 事 変 は 所

有 権 者 を 害 す る 。」 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 。

〈289>Casusnonestimputabilis.[Casusn6nestimputabilis.]

「事 変 に は 責 は 負 わ れ な い 。」 〈imputabilis>… 「責 任 を 負 う 」。

〈290>Casusomissusetoblivionidatusdispositionijurisco

mmunisrelin⊂1uitur.[Casusomissusetdatusoblivi6nlrelinquit

urdispositi6nljUriscommUnis.](BishoP'sCase,5Co.Rep.37b;B

room,Max.46)「 見 す ご さ れ そ し て 忘 却 に 委 ね ら れ た 事 例 は 、 普 通 法 の 処

理 の た め に 残 さ れ る 。」〈omissus>… 〈omitto>[見 の が す]の 見 出 し 語 囲 囹 、

〈oblivioni>… 〈oblivio>[忘 却]の 團 團 、 〈relinquitur>… 〈relinquo>[残

す]の 図 囲 国 團 、 〈dispositioni>… 〈dispositio>[配 置]の 團 團 。

〈291>Casusomissuslla1⊃eturproomisso.[Casusomissushab

eturpr60miss6.](Pomp.D.28,2,10;Tray.Lat.Max.67)「 見 の が さ れ

た 事 案 は 、[故 意 に]見 の が さ れ た[も の]と 扱 わ れ る 。」 〈omissus>… 〈o

mitto>「 見 の が す 」 の 見 出 し 語 匠1囹 、 〈omisso>… さ き の 〈omissus>の 團 田

圏(囮)。 ※ 〈habentur>の 位 置 に 〈esthabendus>[扱 わ れ る べ き で あ る]

が 入 っ て く る 命 題 も あ る(Tray.Lat.Max.67)。

〈292>Catallajustepossessaamittinonpossunt.[Catallapos

sessajUsten6npossuntamitti.](Jenk.Cent.28)「 正 当 に 占 有 さ れ た

動 産 は 、 失 な わ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈catalla>… 「動 産 」、 〈possessa>

… 〈P・sside・ 〉[占 有 す る]の 園 囹 〈P・ssessus>の 團 國 国 、 〈amitti>…<a

mitto>[失 な う]の 図 囲 国 。

〈293>Catallareputanturinterminimainlege.[Catallareput

anturinterminimainlege.](Jenk.Cent.28,52)「 動 産 は 、 法 律(法)

に お い て は 最 も[価 値 の]低 い[も の]と 評 価 さ れ る 。」 〈catalla>… 「動

産 」、 〈reputantur>… 〈reputo>[評 価 す る]の 図 囲 国 圏 。

〈294>Causacausaeestcausacausati.[Causacausaeestcaus

acausati.](12Mod.639;Freem.Judge.329)「 原 因 の 原 因 は 、 生 じ た

[こ と]の 原 因 で あ る 。」 〈causati>… 〈causo>[生 ず る]の 匠1囹 〈causatu

s>の 團 囲 圓(囲)。 ※ 「言 葉 遊 び 」 → 「索 引 」

〈295>Causacriminalisnonpraejudicatcivili.[Causacrlmina

lisn6npraejUdicatcivilL]「 刑 事 訴 訟 は 民 事[訴 訟]の 先 決 と は 成 ら な
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い 。」 〈praejudicat>… 〈praejudico>[先 決 と な る]の 囲 国 團 。 ※ 「民 事 訴

訟 と 刑 事 訴 訟 」 → 「索 引 」

〈296>Causadominiimultiplicarinonpotest.[CausadominiI

n6npotestmultiplicari.](σZp.D.30,34,3)「 所 有 権 の 原 因 は 広 げ ら れ

る こ と は 出 来 な い 。」 〈multiplicari>… 〈multiplico>[数 倍 化 す る]の 図 囲

困 。

〈297>Causaecclesiaepllbliciscausisae唖11iperatllretsllmma

ratioestquaeproreligionefacit.[Causaecclesiaeaequiperat

urcausispUblicis,etrati6,quaefacitpr6religi6ne,estsumma.]

(Decr.2,16:3,15;Co.Litt.341a)「 教 会 の 訴 訟 は 公 的 な 訴 訟 と 同 視 さ れ

る 。 そ し て 、 宗 教 の た め に[人 が]な す 議 論 は 、 最 高 の も の で あ る 。」 〈ec

clesiae>… 〈ecclesia>[教 会]の 團[国 、<aequiperatur>… 〈aequipero>[同

等 に す る]の 図 囲 国 團 、 〈religiOne>… 〈religiO>[宗 教]の 團 團 。

〈298>Causaetorigoestmaterianegotii.[Causaetorig6est

materianeg6tii.](1Co.Rep.99b;Wing,Max.41)「 原 因 お よ び 起 源 は 、

用 務 の 素 材 で あ る 。」 〈origo>… 「起 源 」、 〈materia>… 「素 材 」。

〈299>Causaproxima,nonremota,spectatur.[Causaproxima,

n6nrem6ta,spectatur.](Broom,Max.140,216;Bac.Max.Reg.1)「 遠

い[事 案]で は な く て 、 最 も 近 い 事 案 が 、 考 察 さ れ る 。」 〈remota>… 〈rem

otus>[遠 い]の 團 國 国 、〈spectatur>… 〈specto>[考 察 す る]の 図 囲 国 團 。

※ 「遠 い と 近 い 」 → 「索 引 」

〈300>Causavagaetincertanonestrationa1⊃ilis.[Causavag

aetincertan6nestrati6nabilis.](5Co.Rep.57b)「 不 安 定 で 不 確 実

な 原 因 は 、 合 理 的 で は な い 。」 〈vaga>… 〈vagus>[不 定 の]の 團 國 匡1、 〈i

ncerta>… 〈incertus>[不 確 定 な]の 團 國 国 、 〈rationabilis>… 〈rationab

ilis>[合 理 的 な]の 團 國 国 。

〈301>Causaedotis,1ibertatis,fiscisuntinterfavorabiliain

lege.[Causaed6tis,libertatis,fiscisuntinterfav6rabiliainleg

e.](Bac.Max.Reg.1;Jenk.Cent.284)「 嫁 資 、 自 由 お よ び 国 庫 の 訴 訟 は 、

法 律(法)に 於 い て は 有 利 な 扱 い を 受 け る[も の]に 属 す る 。」 〈dotis>… 〈d

os>[嫁 資]の 團 國 、 〈fisci>… 〈fiscus>[国 庫]の 團 國 、 〈favorabilia>…

〈favorabilis>[有 用 な]の 圏 圃 因](囮)。

〈302>Cautelaabundansnonnocet.[Cautelaabundansn6nno

cet.](C.J,6,23,17)「 過 剰 な 予 防 措 置 は 害 し な い 。」 〈cautela>… 「予 防 措

置 」、 〈abundans>… 〈abundo>[あ ふ れ る]の 囲 囹 〈abundans>の 團 國 国 、

<nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 。

〈303>Cautiomedicinaestarresti.[Cauti6estmedicinaarrest
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i.]「 担 保 提 供 は 拘 禁 を 回 避 す る た め の 策 で あ る 。」 〈cautio>… 「担 保 」、 〈m

edicina>… 「救 い 」、 〈arresti>… 〈arrestum>[拘 禁]の 團 圓 。 ※ 〈arrest

um>[拘 禁]と い う 語 は 、 「辞 書 」 に は な い 。

〈304>Caveatemtor(emptor);quiignorarenondebuitquodj

usalienumemit.[Emtor(Emptor)caveat;quin6ndebuitIgn6rar

e,quodemitjUsalienum.](Hob.99;Lofft.328;Broom,Max,768;1

10U.S.116,3,Sup,Ct.537,28;L.Ed.86)「 買 主[の 方]が 注 意 す る べ き

で あ る 。 実 際 の と こ ろ 、 こ の 人 物 は 、 他 人 の 権 利 を 購 入 す る 以 上 は 、[売 買

を め ぐ る 状 況 に]無 知 で あ る べ き で は な か っ た 。」 〈caveat>… 〈caveo>[用

心 す る]の 國 囲 国 團 、 〈ignOrare>… 〈ignOrO>[知 ら な い]の 囲 團 、 〈emi

t>… 〈emo>[買 う]の 囲 国 團 。 ※ 買 主 は 、 多 く の 場 合 、 自 身 が 買 い た い か

ら 買 う の で あ る(買 っ て あ げ る 、 と い う ケ ー ス も た し か に 存 在 す る が)。 積

極 的 に 買 い に 出 る か ら に は 、 買 主 は 、 対 象 物 の 品 質 や そ れ を と り ま く 権 利

関 係(目 的 物 が ほ ん と う に 売 主 の 所 有 物 で あ る か 、 抵 当 権 が そ れ に 設 定 さ

れ て い な い か 、 な ど)に 問 題 が な い か を あ ら か じ め よ く 吟 味 し て い る は ず

で あ る 。 し か し 、 古 い 時 代 に 遡 れ ば 遡 る ほ ど 、 売 買 は 一 瞬 の 勝 負 と い う か

た ち に な っ て い て 、 買 主 は 、 商 品 の 中 味 を 十 分 に た し か め る 余 裕 も な く 、

リ ス ク を 十 二 分 に 承 知 の う え で 、 購 入 に ふ み き る 。 売 主 は 、 と に か く 現 状

の ま ま 売 っ て い る の で あ っ て 、 後 に な っ て ク レ ー ム を つ け る こ と な ど 、 買

主 に は 許 さ な い 。 現 在 で も 、 個 人 レ ヴ ェ ル で は 人 生 最 大 の 売 買 行 為 に 位 置

づ け ら れ る 土 地 売 買 の さ い に は 、 公 簿 記 載 の 土 地 の 面 積 と 実 測 に よ っ て は

じ き だ さ れ た 面 積 と で 多 少 の ち が い が 生 じ て く る の は 珍 し く も な い が 、 取

引 の さ い 前 者 の 面 積 を ベ ー ス と し て 売 買 が 成 立 す る と 、 実 測 値 が 小 さ い こ

と を 後 に な っ て 知 っ て も 、 後 の 祭 り と な る 一 も っ と も 、 実 測 す る と 、 逆 に

値 が 大 き く な っ て も う か る ケ ー ス も け っ こ う あ る が)。 ロ ー マ 人 の 売 買 観 と

い う も の は 〈329>・ 〈745>か ら う か が い 知 る こ と が で き る が 、 「古 代 資 本 主

義 」 と も 誇 張 し て 言 わ れ る ロ ー マ の 経 済 社 会 で は 、 現 代 の 売 買 の 技 術 的 水

準 に 十 分 に 対 応 す る も の が 存 在 し て い た 。 古 い 姿 が 低 レ ヴ ェ ル の も の と は

か ぎ ら な い の で あ る 。 と こ ろ で 、 上 記 の 格 言 は 英 法 の も の で あ っ て 、 こ れ

は 、 売 主 に 欺 隔 が あ っ た よ う な 場 合 を の ぞ い て 、 売 買 契 約 の 条 項 に お い て

売 買 の 目 的 物 で あ る 動 産 の 品 質 あ る い は 権 原(タ イ ト ル)を 保 証 す る 担 保

責 任(warranty)が 明 示 的 に 定 め ら れ て る の で い な い か ぎ り は つ ま り 、

ご く ふ つ う の 売 買 の 情 況 で は 一 、買 主 の 側 が 売 買 目 的 物 の 暇 疵 ま た は 売 主

の 権 原 の 蝦 疵 の 危 険 を 負 担 す る こ と に な り 、 そ の 買 主 は 、 綴 疵 に 対 す る 責

任 を 事 後 的 に 売 主 の 側 に 問 う こ と が で き な い 、 と い う 趣 旨 の も の で あ る 。

こ の 原 則 が 不 動 産 売 買 の 場 合 に も 適 用 さ れ る よ う に な っ た の で 、 こ れ は 、

全 体 と し て 、 売 買 全 般 に お け る 売 主 保 護 の 思 想 を 確 認 す る も の と な っ て い
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る 。 し か し 、 実 際 問 題 と し て 、 対 象 物 に か ん し て 十 分 に 情 報 を 与 え ら れ て

い な い こ と も 多 い 買 主 に 蝦 疵 の リ ス ク を 背 負 わ せ る の は 、 条 理 か ら 見 て も

問 題 で あ る 、 と 感 じ と ら れ る よ う に な っ た せ い で あ ろ う か 、 英 法 で は 、 ま

ず 、 判 例 法 で 、 「買 主 注 意!=売 主 保 護 」 の 原 則 は し だ い に 制 約 を う け は じ

め 、 そ し て 、 比 較 的 近 い 時 代 に は 、 制 定 法 を 通 じ て 、 そ の 制 約 が ル ー ル へ

と 固 め ら れ る よ う に な っ た 。 こ の よ う に し て 、 つ ぎ の 〈Caveatvenditor.〉

[売 主[の 方]が 注 意 す る べ き で あ る 一 売 主 注 意!]で 示 さ れ る 命 題 が し だ

い に 力 を え て き て い る 。 こ ち ら の 方 の 格 言 は 、 売 主 が 原 則 的 に 売 買 目 的 物

の 品 質 を 保 証 し た も の と 扱 わ れ る(と く に こ の こ と を 否 定 す る よ う な 合 意

が あ る 場 合 は べ つ で あ る が)こ と を 意 味 す る が 、 企 業 が 、 利 潤 を 目 的 と し

て 、 製 造 物 ・生 産 物 を 商 品 と し て 販 売 す る 、 と い う 現 在 の 経 済 の 仕 組 に 着

目 す れ ば 、 法 人 と し て の 企 業 体 に 結 果 的 に は 無 過 失 責 任 ま で も 含 む 厳 格 な

責 任 を 負 わ せ て 、 あ ら ゆ る 点 で 弱 い 立 場 に お か れ て い る 買 主 一 一 般 購 入 者

を 保 護 す る 、 と い う シ ス テ ム は 理 に か な っ た も の で あ る 、 と 言 っ て よ い 。

PL(ProductsLiability)法 が 最 近 に な っ て 日 本 に 導 入 さ れ た さ い 、 保 険

が 製 造 物 責 任 の 分 担 か ら 生 ず る 損 失 を カ ヴ ァ ー す る よ う に 動 い て も い る の

で 、 法(法 理)と 経 済(保 険)と の タ イ ア ッ プ に よ り 、 「売 主 注 意!一 買 主

保 護 」 の 新 原 則 は こ れ か ら も 実 施 面 で い っ そ う 強 め ら れ て い く こ と で あ ろ

う 。 「契 約 の 実 相 」 → 「索 引 」

こ の さ い 、 ロ ー マ 法 の こ と も 見 て お こ う 。 ロ ー マ 法 上 、 売 主 が 売 却 後 に

も 責 任 を 問 わ れ る こ と が あ る 。 一 つ は 、 所 有 権 な ど の 物 権 を 保 有 す る 第 三

者 の 手 で 売 買 目 的 物 の 占 有 が 買 主 か ら 奪 わ れ て し ま っ た と き の 責 任 で あ る

(追 奪 担 保 責 任)。 ロ ー マ 法 に は 、 い く ら か 特 別 な 事 情 が あ っ て 、 売 主 は 、

買 主 に 「安 全 な 占 有(「 所 有 」 で は な い)が 移 転 さ れ る こ とvacuamposs

essionemtradi」 、 お よ び 、 そ の 者 に 、 「使 用 し 、 収 益 し 、 事 実 所 有 し 、 ま

た 占 有 す る こ と を 許 す こ とutifruihaberepossiderequelicere」 の 義

務(こ れ は 「な す こ とfacere」 の 義 務 で あ る)を 負 う だ け で あ る(「 与 え

る こ とdare」 の 義 務 ま で 負 う わ け で は な い)。 つ ま り 、「所 有 権 を 移 転 す る 」

と い う 、 売 買 の 標 準 的 な パ タ ー ン が つ ね に 存 在 し て い る わ け で は な い 状 況

下 で は 、 第 三 者 に よ る 追 奪 の 危 険 が た え ず い つ も 存 在 す る の で あ る が 、 も

し 買 主 が 追 奪 を う け て 最 終 的 に 目 的 物 の 占 有 を 奪 わ れ て し ま っ た と き に は 、

売 主 は そ の 買 主 に 対 し て 代 金 の 二 倍 額 を 支 払 わ な け れ ば な ら な い(現 代 に

も 「手 付 の 倍 返 し 」 と い う ル ー ル が 不 動 産 売 買 に お い て 固 ま っ て い る が 、

考 え か た に は こ れ と い く ら か 似 た と こ ろ も あ る)。 こ の 追 奪 担 保 責 任 は 、最

終 段 階 で は 法 定 責 任 に ま で 高 め ら れ 、 制 度 と し て 完 成 し た 。 こ れ で 、 特 定

の 方 式 を 経 由 し な く て も 、 ま た 、 た と え ば 二 倍 額 問 答 契 約 と い う か た ち の

特 約 を し て お か な く て も 、 救 済 が う け ら れ る よ う に な っ た わ け で あ る 。 し
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た が っ て 、 売 主 は 、 他 人 が か ら ん で い る よ う な 物 権 を 売 却 す る と き に は 、

自 身 の 側 で 十 分 用 心 し て お か な け れ ば な ら な い 。 も う 一 つ は 、 売 買 の 目 的

物 に 理 疵 が あ る た め に 買 主 が 被 害 を こ う む っ た さ い の 責 任 で あ る(報 疵 担

保 責 任)。 売 却 さ れ た 土 地 の 面 積 が 売 主 の 言 明 し た も の よ り小 さ い と き と か 、

商 品 で あ る 奴 隷 に 逃 亡 癖 が あ る こ と な ど の 欠 陥 を あ ら か じ め 買 主 に っ げ て

お か な か っ た と き と か に お い て 、 売 主 は 、 こ れ に よ っ て 買 主 の こ う む っ た

損 害 を 、 代 金 の 二 倍 額 の 支 払 、 代 金 減 額 、 契 約 解 除 な ど の か た ち で つ ぐ な

わ な け れ ば な ら な い 。 こ こ に お い て も 、 追 奪 担 保 責 任 の 場 合 と 同 様 に 、 売

主 の 責 任 は 法 定 責 任 に ま で き り あ げ ら れ て い る 。 以 上 二 つ の 制 度 か ら 判 明

す る よ う に 、 売 主 が い ろ い ろ と 問 題 の あ る 物 を 売 却 し た と き(と き に は 、

過 失 が な い よ う な 状 況 下 で も)、 そ の こ と に よ っ て 不 利 益 を こ う む っ た 買 主

が 泣 き 寝 入 を よ ぎ な く さ れ る 、 と い う の は 、 信 義 誠 実 の 観 点 か ら も 、 衡 平

の 観 点 か ら も 許 さ れ な い も の で あ り 、 ま た 、 取 引 の 安 全 を 重 要 視 す る 通 商

国 家 ロ ー マ に と っ て 見 す ご せ な い 事 柄 で あ っ た の で 、 ロ ー マ 人 は 、 長 い 期

間 を か け て 少 し ず つ 制 度 を 手 直 し し な が ら 、 買 主 保 護 の 目 標 を か な り の レ

ヴ ェ ル で 達 成 し た の で あ る 。

〈305>Caveatvenditor.[Venditorcaveat.](Lofft,328)「 売 主[の

方]が 注 意 す る べ き で あ る 。」〈caveat>… 〈caveo>[用 心 す る]の 國 囲 国 團 。

〈306>Caveatviator.[Viatorcaveat.](Broom,Max.387)「 旅 人

[の 方]が 注 意 す る べ き で あ る 。」〈caveat>… 〈caveo>[用 心 す る]の 國 國 国

團 、 〈viator>… 「旅 人 」。 ※ こ の 格 言 の 本 来 の 意 味 は 、 公 の 通 路(道 路 ・水

路)を 通 行 す る 人 が 、 そ こ で 生 ず る 危 険 に つ い て は 、 自 ら 対 応 し 、 い わ ば

自 身 で 責 任 を う け と め な け れ ば な ら な い こ と を 言 い あ ら わ し て い た 。 こ こ

に 現 わ れ て い る 自 己 責 任 シ ス テ ム は 、 そ れ 自 体 と し て は 理 に 適 っ た も の で

あ る と も 言 え る が(現 代 で も 、ポ ジ テ ィ ヴ な 表 現 法 で 、「自 己 の 危 険(責 任)

に お い て 泳 ぐ こ と 」と い う 立 札 の 立 て ら れ た 川 が ドイ ツ に あ る 一 日 本 で は 、

逆 に 、 ネ ガ テ ィ ヴ な 表 現 法 で 、 「遊 泳 禁 止!」 と な る と こ ろ で あ ろ う)、 さ

ま ざ ま な 問 題 点 が 生 起 し て 、 し だ い に 修 正 さ れ て い き 、 や が て リ ー ズ ナ ブ

ル な 扱 い も 生 ま れ て く る よ う に な る 。 そ れ は つ ぎ の よ う に し て で あ る 。 公

衆 に 通 行 す る こ と が 許 さ れ て い る 私 人 所 有 の 土 地 の 場 合 、 も と も と は 、 公

け の 通 路 の 場 合 と 同 じ よ う に 、 通 行 人 が 自 ら 危 険 を 負 担 し な が ら そ の 私 有

地 を 通 行 す る も の と さ れ て い た 。 土 地 の 所 有 者 は そ れ な り の サ ー ビ ス は 他

人 に 対 し て す る が 、 責 任 は 負 わ な い 、 と い う わ け で あ る 。 と こ ろ が 、 一 九

世 紀 の 中 ご ろ に な る と 、 そ の 土 地 の 所 有 者 ・ 占 有 者 は 、 い っ た ん 通 行 許 可

を 他 人 に 与 え た 以 上 は 、 そ の 土 地 の 危 険 な 状 態 か ら 通 行 人 に 損 害 が 発 生 し

て し ま っ た 場 合 、 通 行 人 の 損 害 に 対 し て 責 任 を 負 わ さ れ る 、 と い う よ う に

取 扱 い が 変 わ る 。さ ら に 、違 法 に そ の 土 地 に 入 っ て き た 侵 入 者 に 対 し て も 、
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彼 ら 所 有 者 ・ 占 有 者 は 、 社 会 通 念 も し く は 人 道 上 要 求 さ れ る 程 度 の 注 意 義

務 は 負 わ さ れ る こ と に な る 。 こ れ は 、 「盗 人 に 追 銭 」 と い う こ と に も な り 、

条 理 の 観 点 か ら す る と 、 問 題 が な い わ け で も な い が 、 さ ら に 高 次 の 法 政 策

の 視 点 か ら そ の よ う な 取 扱 い に な っ た の で あ ろ う 。 現 在 の 英 米 法 に も こ う

い っ た 発 想 が 生 か さ れ て い る(た と え ば 、 公 立 学 校 の 屋 根 裏 に 侵 入 し た 窃

盗 犯 人 が 、 老 朽 化 し 、 管 理 不 十 分 な 天 井 板 が 破 れ た た め に 、 落 下 し て 大 け

が を し た と き 、 そ の 身 体 傷 害 へ の 責 任 を 当 局 に 対 し て 問 え る か ど う か 、 と

い っ た 問 題 に か ん す る 対 応 に お い て で あ る)。

こ と の つ い で に 、 ロ ー マ 法 の 話 に 入 ろ う 。 〈viator>に は 「旅 行 者 」 と い

う 意 味 が あ る が 、 彼 ら は 、 移 動 用 に 用 い た 馬 を 宿 場 の 厩 舎 に あ ず け 、 た い

て い は そ の 厩 舎 を 経 営 す る 人 物 の 所 有 す る 旅 館 に と ま っ た り 、 ま た 、 船 で

何 日 も 寝 と ま り し た り し な が ら 、旅 を す る 。な か に は 悪 徳 経 営 者 も い て(そ

の 使 用 人 だ け が 悪 い こ と を す る ケ ー ス も あ る が)、 い ろ い ろ と 悪 事 を は た ら

く の で あ る が 、 そ う い っ た と き 、 そ の 土 地 の 事 情 に は う と く 、 ま た 先 を 急

が な け れ ば な ら な い 旅 行 者 は 、 ト ラ ブ ル の 事 後 処 理 を 十 分 に 行 な う こ と が

で き な い 。 も ち ろ ん 、 他 人 の 施 設 を 有 償 で 利 用 さ せ て も ら う 、 と い う 状 況

か ら 、 契 約 関 係 が 発 生 し 、 そ れ な り の 法 的 保 護 が 契 約 当 事 者 間 で 保 証 さ れ

て い る が 、 旅 行 者 が ら み の 場 合 、 使 い 勝 手 は よ く な い 。 そ こ へ 、 法 の 手 直

し 役 と し て 、 法 務 官 が 一 も ち ろ ん 、 法 学 者 の 知 恵 を か り て 一 介 入 し て き

て 、 「客(旅 行 者)が も ち こ ん だ も の が 安 全 で あ る こ と を ひ き う け る 」 と い

う 特 別 の 保 証 を 彼 ら 経 営 者 に ひ き う け さ せ る よ う に し む け る 。 も ち ろ ん 、

法(と り わ け 司 法)の 現 場 担 当 者 で あ る 法 務 官 は 、 そ う い っ た 制 度 に 実 効

性 を 与 え る こ と に 手 ぬ か り は な か っ た 。 そ の 「保 証 引 受 」 が 〈receptum>

(レ ケ プ ト ゥ ム)な の で あ る が 、 の ち に は 、 語 義 が 変 わ っ て 、 「物 を ひ き う

け る(預 る 一 受 領 す る)」 こ と を 意 味 す る よ う に な る 。 物 の ひ き う け に よ っ

て 保 証 の ひ き う け が 自 動 的 に 発 生 す る も の と 扱 わ れ た か ら で あ る 。 こ れ に

よ り 、 「レ ケ プ ト ゥ ム 」 責 任 は 法 定 責 任 と な っ た 。 と こ ろ で 、 こ の 制 度 の 特

徴 は 、 そ の 責 任 が 、 過 失 の 存 在 を 前 提 と は し な い 、 絶 対 的 な も の で あ る 点

(も っ と も 、 難 船 、 盗 賊 の 襲 来 な ど に よ る 損 害 の ケ ー ス は 、 不 可 抗 力 〈vis

major>に よ る も の と し て 、 対 象 か ら 外 さ れ る)と 、 経 営 者 だ け で は な く 、

使 用 者 の 行 為 に つ い て も 責 任 が 追 及 さ れ る 点 に あ る 。 そ の よ う な わ け で 、

「旅 行 者 の 方 が 自 分 の 方 で 十 二 分 に 用 心 し て い な け れ ば な ら な い 。」 と い う

原 則 は く ず れ 、施 設 提 供 者 の 方 が あ ず か っ た 物 を 減 失 ・殿 損 さ せ な い よ う 、

十 二 分 に 気 を つ か う 必 要 が 生 じ 、 そ の 結 果 、 旅 行 者 は 安 心 し て 旅 を つ づ け

る こ と が で き る よ う に な る 。巨 大 な 帝 国 で あ る ロ ー マ が 旅 の 安 全 を 確 保 し 、

ひ い て は 流 通 経 済 を ス ム ー ズ に た も つ こ と を 国 の 政 策 と し て 重 視 す る の は 、

あ る 意 味 で は 当 然 の こ と で あ っ た 。 な お 、 「レ ケ プ ト ゥ ム 責 任 」 の 法 理 は 、
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後 代 の 法 制 に も 影 響 を お よ ぼ し て い る 。 ち な み に 、 日 本 の 商 法 第 五 九 四 条

第 一 項 に は 、 「旅 店 、 飲 食 店 、 浴 場 其 他 客 ノ 来 集 ヲ 目 的 ト ス ル 場 屋 ノ 主 人 ハ

客 ヨ リ 寄 託 ヲ 受 ケ タ ル 物 品 ノ 減 失 又 ハ 殿 損 二 付 キ 其 不 可 抗 力 二 因 リ タ ル コ

ト ヲ 証 明 ス ル ニ 非 サ レ バ 損 害 賠 償 ノ 責 ヲ 免 ル コ ト ヲ 得 ス 」 は 、 日 本 の 法 が

ロ ー マ 法 の 系 列 に 属 す る こ と を 示 す 好 例 の 一 つ と な っ て い る 。

〈307>Cavendumestafragmentis.[EstcavendumafragmentI

s.](Bac,Aph,26)「 断 片 的 な[も の]に つ い て は 、 注 意 す る べ き で あ る 。」

<cavendum>… 〈caveo>[注 意 す る]の 國 囮<cavendus>[用 心 す る べ き[で

あ る]]の 團 圃 国 、 〈fragmentis>… 〈fragmentum>[断 片]の 國 圏 。 ※ 「自

動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈1>、 國 囮 → 〈1>。

〈308>Cavendumestnemajorpoena唖11amculpaest.[Estcav

endum,nepoenaestmajor,quamculpa.](Cic.DeOff.1,25,89)「 罪

過 よ り も 刑 罰 が い っ そ う 大 き い も の と 成 ら な い よ う に 、 注 意 す る べ き で あ

る 。」 〈cavendum>… 〈caveo>[用 心 す る]の 國 囮 〈cavendus>[用 心 す る

べ き[で あ る]]の 團 園 国 。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈1>・ 〈574>・ 「索

引 」、 國 匪ヨ→ 〈1>、 「罪 過 と 罰(刑 罰)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(罪 過)と ホ

ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈309>Cavereautcarere.[Cavereautcarere.](σZp.D.39,2,9pr.)

「担 保 を 設 定 す る か 、 あ る い は[物 を]持 た な い で い る か[、 の ど ち ら か で

あ る]。 」 〈cavere>… 〈caveo>[用 心 す る]の 國 匠]、 〈carere>… 〈careo>[な

し で す ま す]の 囲 困 。 ※ 「言 葉 遊 び 」 → 「索 引 」

〈310>Cedantarmatogae;cedantlaurealaudi.[Armacedant

togae;laureacedantlaudi.](Cic.DeOff.1,22,77)「 武 器 は 市 民 服(ト

ガ)に[功 績 を]譲 る べ き で あ り 、 ま た 、[戦 勝 の]月 桂 冠 は[内 政 上 の]

賞 讃 に[功 績 を]譲 る べ き で あ る 。」 〈arma>… 「武 器 」(複 数 形)、 〈cedan

t>… 〈cedo>[譲 る]の 國 囲 国 圏 、<togae>… 〈toga>「 市 民 服(ト ガ)」 の 團

團 、 〈laurea>… 「月 桂 冠 」、 〈laudi>… 〈laus>[賞 讃]の 團 團 。 ※ 「タ テ マ

エ(ト ガ)と ホ ン ネ(武 器)」 → 「索 引 」

〈311>Cedijuspersonalealiinonpotest.[JUspers6nalen6n

potestcedialil.]「 一 身 専 属 的 な 権 利 は 、 他[人]に 譲 ら れ る こ と は 出 来

な い 。」 〈cedi>… 〈cedo>[譲 る]の 図 囲 圏 。

〈312>Celarefraudemfrausest.[Celarefraudemestfraus.]「 詐

欺 を 隠 す こ と は 詐 欺 で あ る 。」 〈celare>… 〈celo>[隠 す]の 囲 團 、 〈fraude

m>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 因]。

〈313>Certadebetesseintentio,etllarratio,etcertumfllnd

amentum,etcertaresquaededuciturinjudicium.[Intenti6et

narrati6debetessecerta,etfundamentumcertum,etres,quae
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dedUciturinjUdicium,certa.](Co.Litt.303a)「 意 図 、 申 立 、 根 拠 、

お よ び 、 審 理 に 委 ね ら れ る 事 項 は 、 確 定 し た も の で あ る べ き で あ る 。」 〈in

tentio>… 「意 図 」、 〈narratio>… 「申 立 」、 〈fundamentum>… 「基 礎 」、 〈d

educitur>… 〈deduco>[導 く]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈certum>と 〈certa>と い う

形 容 詞 の 形 の ち が い は 、 主 語 の 性 の 違 い に 対 応 す る 。

〈314>Certiorfactusnondebetcertiorari.[Factuscertiorn6n

debetcerti6rarl.](σZp.D.19,144)「 確 報 を 受 け た[人]に[さ ら に]

知 ら さ れ る 必 要 は 、 な い 。」<certior>…<certus>[確 か な]の 見 出 し 語 囲 、

〈CertiOrari>… 〈CertiOrO>[知 ら せ る]の 図 囲 團 。 ※ 問 題 の 〈CertiOrari>

は 、 英 米 法 で は 「サ ー シ オ レ イ ラ イ 」 と 発 音 さ れ て 、 「移 送 命 令 」 と い う 名

詞 風 の 訳 語 と し て 定 着 し て い る 。辞 書 の 〈certus>の 項 に 〈alqmcertiorem

facere>と い う 熟 語 が あ り 、 「あ る 人 に 確 報 す る 」と 訳 が つ け ら れ て い る が 、

こ こ の 〈alqm>一<aliquem>[あ る 人 を]は 、 「～ を ～ と す る 」 の 「～ を 」

の と こ ろ に 相 当 し 、 「～ と 」 の と こ ろ に は 、 〈certiorem>(対 格=単 数 男 性

対 格)が 入 る 。 〈aliquemcertiorem>と い っ た 緊 密 な っ な が り か た に は な

っ て こ な い わ け で あ る 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」。 と こ ろ で 、 〈facer

e>は 能 動 相 の 動 詞 と し て は 、 こ の よ う に 対 格 が 二 連 で く る の で あ る が 、 本

例 で は 受 動 相 が く る 関 係 で 、 〈factus>[～ と さ れ た]と 〈certior>が と も に

主 格 で な ら ん で い る 。 〈786>・ 〈2869>

〈315>Certllmessedebetconsiliumtestantis.[C6nsiliumtest

antisdebetessecertum.](Pseudo-Ulp,Lib.Sing,Reg.22,4)「 遺 言 す

る[人]の 意 思 は 確 定 的 な も の で あ る べ き で あ る 。」<consilium>… 「意 思 」、

〈testantis>… 匿]〈testor>[遺 言 す る]の 囲 囹 〈testans>の 團 囲[國(囮)。

※ 日 本 で も 、 そ の 昔 た と え ば 、 鎌 倉 時 代 に 、 遺 言 が そ れ な り に 活 用

さ れ た こ と が あ っ た よ う で あ る が 、 現 代 で は 、 こ れ は ま だ そ れ ほ ど 国 民 の

あ い だ で 親 し ま れ て い る わ け で は な い 。 と こ ろ で 、 ロ ー マ に は 、 も っ と も

重 要 な 法 行 為 の 一 つ と し て 、 遺 言 が あ る 。 し か も 、 多 く の 人 々 が 遺 言 を 作

成 し て い た の で 、 こ れ は 日 常 的 な 法 行 為 で あ っ た(遺 言 書 を 何 回 も 書 き か

え る 人 が い た の で 、 な お さ ら の こ と で あ る)。 こ れ に つ い て 、 原 則 ・原 理 を

述 べ た 格 言 的 な 命 題 が あ る 。 遺 言 が 有 効 に 成 立 す る に は 、 た と え ば 、 〈Titi

usheresesto.〉[テ ィ テ ィ ウ ス は 相 続 人 と な れ 。]と い う よ う な 相 続 人

の 指 定 が 冒 頭 に お か れ て い な け れ ば な ら な い が(〈Heredisinstitutioest

caputetfundamentumtestamenti.〉[相 続 人 指 定 は 、 遺 言 の 頭 で あ り

基 礎 で あ る 。])、 そ の ほ か に 、 遺 言 は 、 遺 言 に よ る 財 産 処 分 で あ る 遺 贈 、 奴

隷 の 解 放 、 後 見 人 の 指 定 な ど の 重 要 な 事 柄 を 含 む こ と が で き る 。 遺 言 の 作

成 は 、 要 式 行 為 に 属 す る の で 、 古 く か ら 特 殊 な 方 式 に 拘 束 さ れ て い た 。 時

代 に よ り か な り 変 遷 は あ る が 、 作 成 形 式 が し だ い に 簡 略 化 さ れ て い く 傾 向
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が 認 め ら れ る 。 七 名 の 証 人 の 捺 印 の あ る 遺 言 書(蝋 引 き の 板 を 合 わ せ て 封

印 す る 秘 密 の 文 書)が も っ と も 基 本 的 な 型 で 、 こ れ が 後 代 の ヨ ー ロ ッ パ に

伝 え ら れ た 。 遺 言 は 終 意 処 分 で あ り 、 死 亡 し た 人 の 眞 の 正 確 な 意 思 を 知 る

こ と が 不 可 能 な 関 係 で 、 遺 言 者 の 意 思 を で き る だ け 尊 重 す る よ う に 、 法 学

者 は 解 釈 の 場 で 努 力 を つ み か さ ね て い る 。

ロ ー マ 法 で は 、 遺 言 作 成 お よ び 取 消 に つ い て は な ん ら の 制 限 も 設 け ら れ

て い な い が(日 本 民 法 第 一 〇 二 二 条 参 照)、 遺 言 の 内 容 は ま っ た く 自 由 と い

う わ け で は な く 、 各 種 の 制 限 が こ れ に 加 え ら れ て い る 。 第 一 に 、 遺 言 者 が

死 亡 す れ ば 家 長 と な る よ う な 重 要 な 地 位 に あ る 人(自 権 相 続 人 と い う)は 、

遺 言 で 相 続 人 に 指 定 さ れ る か 排 除 さ れ る か の ど ち ら か の 、 は っ き り と し た

扱 い を う け な け れ ば な ら ず 、 も し い ず れ の 処 分 も 行 な わ れ な い と き に は 、

遺 言 は 無 効 と な っ て 、 法 定 相 続 に 移 行 す る 。 第 二 に 、 遺 言 者 と 近 い 関 係 に

あ る 人 が 、も し 無 遺 言 相 続 人 で あ っ た な ら ば う け た は ず の 額 の 四 分 の 一(義

務 分)に 達 し な い 額 し か 遺 言 に よ っ て う け ら れ な か っ た と き は 、 一 定 の 範

囲 で 遺 言 は 取 消 さ れ る(こ の 制 度 は 、 フ ラ ン ス 民 法 の 流 れ を く む 日 本 民 法

の 「遺 留 分 」 と は か な ら ず し も 同 じ で は な い)。 そ の ほ か 、 遺 贈 の 額 や 、 遺

言 に よ っ て 解 放 さ れ る 奴 隷 の 数 を 制 限 す る 法 律 が し ば し ば 制 定 さ れ て い る 。

ロ ー マ の 法 体 系 は 、 自 権 者(家 長 の こ と で 、 そ の 権 力 に 服 す る 「他 権 者 」

と 区 別 さ れ る)を 中 心 に 組 立 て ら れ て い る が 、 こ の 遺 言 に お い て も そ う で

あ り 、 自 権 者 だ け が 完 全 な 遺 言 作 成 能 力 を も つ 。 家 子 や 婦 女 は ご く か ぎ ら

れ た 範 囲 で 遺 言 を 作 成 で き た だ け で あ る 。

〈316>certumest,quodcertumreddipotest.[Quodpotestre

ddicertum,estcertum.](9Co.Rep.47;Broom,Max.422;Noy.Max.

481)「 確 定 し た[も の]と さ れ る こ と が 可 能 な[も の は]、 確 定 的 な も の

で あ る 。」 〈reddi>… 〈reddo>[～ と す る]の 図 囲 困 。

〈317>Certumest,quodiscommittitinlegem,quilegisver

bacomplectenscontralegisnititurvoluntatem.[Quodis,qui,

complectensverbalegis,nititurcontravoluntatemlegis,committ

itinlegem,estcertum.](C.J.1,14,5 .ρr.;Lib.Sex.5,13,88)「 法 律(法)

の 文 言 に 依 拠 し な が ら 、 法 律(法)の 意 図 に 反 す る 行 動 を 取 ろ う と す る 人

が 法 律(法)に 違 反 し て い る こ と は 、 確 か で あ る 。」 〈complectens>… 圖 〈c

omplector>[つ か む]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈nititur>… 圖 〈nitor>[行 動 を と

ろ う と す る]の 囲 国 團(図)、 〈COmmittit>… 〈COmmittO>[違 反 す る]の

國 国 團 。 ※ 〈estcertum>[た し か で あ る]の 構 文 は 対 格 不 定 法 を と る こ

と も 多 い が 、 こ こ は い く ら か モ ダ ン に 、 〈quod>[～ と い う こ と は]と い う

接 続 詞 を 用 い て い る 。 〈fitquod>も 同 タ イ プ の も の で 、 「～ と い う こ と が 起

る 」 と な る 。 〈fit>は 〈fio>[生 ず る]の 現 在 三 人 称 単 数 で あ る 。 現 在 分 詞 の
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〈complectens>は 、 形 の う え で は 主 語 の 〈qui>に か か る が 、 意 味 上 は こ の よ

う に 独 立 し た 位 置 に あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「文 言 と 意

図(意 思)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(意 図)」 → 「索 引 」。

〈318>Cessantecausacessateffectus.[Effectuscessatcausa

cessante.](ThomasAquinus,SummaTheologica,1,96,3,3;Broom,

Max.97,160;Exch.1,430)「 原 因 が な く な れ ば 、 効 果 は な く な る 。」 〈eff

ectus>… 「効 果 」、 〈cessat>… 〈cesso>[や む]の 囲 国 團 、 〈cessante>…

さ き の 〈cesso>の 囲 囹 〈cessans>の 團 因 匿]。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。

「名 詞(causa)プ ラ ス 現 在 分 詞(cessante)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ な ら

ば 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>

〈319>Cessanterationelegiscessatipsalex.[Lexipsacessat,

rati6nelegiscessante.](Pα ρ.D.35,1,72,6;2Bl.Com.391;Broom,

Max.97,159;Co.Litt.70b)「 法 律(法)の 原 因 が な く な れ ば 、 法 律(法)

自 体[も]な く な る 。」 〈cessat>… 〈cesso>[や む]の 囲 国 團 、 〈cessante>

… さ き の 〈cesso>の 囲 囹 〈cessans>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え

る 。 「名 詞(ratione)フ ラ゚ ス 現 在 分 詞(cessante)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～

な ら ば 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>。 〈3623>

〈320>Cessantestatuprimitivo,cessatderivativus.[Derivativ

uscessat,statUprimitiv6cessante.](Broom,Max.320,495;8Co.

Rep.34a;2Kent,Com.32)「 原 初 的 な 地 位 が な く な れ ば 、[そ れ か ら]派

生 し た[も の][も]な く な る 。」 〈derivativus>… 「派 生 的 な 」 を 意 味 す る

形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の 、 〈cessat>… 〈cesso>[や む]の 囲 国 團 、 〈primi

tivo>… 〈primitivus>[原 初 的 な]の 圓 囲 匡1、 〈cessante>… さ き の 〈cesso>

の 囲 囹 〈cessans>の 團[劉 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(stat

u)プ ラ ス 現 在 分 詞(cessante)」 型 で 、 そ の 意 味 は 、 「～ な ら ば 」 で あ る 。

囮 團 → 〈1>、 「原 初 と 派 生 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(原 初)と ホ ン ネ(派 生)」

→ 「索 引 」。

〈321>Cessionariusestprocreditore。[Cessi6nariusestpr6cr

edit6re.]「 譲 受 人 は 債 権 者 の よ う な も の で あ る 。」 〈cessionarius>… 「譲

受 人 」。 〈322>・ 〈474>

〈322>Cessionariusutiturjurecedentis.[Cessi6nariusUtitur

jUrecedentis.]「 譲 受 人 は 譲 渡 す る[人]の 権 利 を 用 い る 。」 〈cessionar

ius>… 「譲 受 人 」、 〈cedentis>… 〈cedo>[ゆ ず る]の 囲 囹 〈cedens>の 團 囲

國(囲).〈321>・ 〈474>

〈323>Chartadenonentenonvalet.[Chartaden6nenten6n

valet.](Co.Litt.36)「 存 在 し な い[も の]に 関 す る 証 書 は 、 有 効 で は な

い 。」 〈charta>… 「証 書 」、 〈ente>… 〈sum>[存 在 す る]の 囲 囹 〈ens>の 團
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園 團 。 ※ 〈ens>の 形 は 、 「辞 書 」 に は 名 詞 と し て 採 録 さ れ て い る が 、 『新 ラ

テ ン 文 法 』 §985の 変 化 表 に は 、 カ ッ コ つ き で 、 現 在 分 詞 と し て 、 登 場 し

て き て い る 。

〈324>Cllartarumsuperfidem,mortuistestibus,adpatriam

denecessitudinerecurrendumest.[Estrecurrendumadpatriam

superfidemchartarum,denecessitUdine,testibusmortuls.](Co.

Litt.36)「 証 書 の 信 頼 性 に 関 し て は 、 証 人 が 死 亡 し て し ま っ た と き に は 、

必 要 上 、 陪 審 に 頼 る べ き で あ る 。」 〈recurrendum>… 〈recurro>[頼 る]の

國 囮 〈recurrendus>[頼 る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、 〈patriam>"'〈pat

ria>[陪 審]の 團 因]、 〈chartarum>… 〈charta>[証 書]の 圏 圏 、 〈necess

itudine>… 〈necessitudo>[必 要]の 團 圏 、 〈mortuis>… 〈mortuus>[死

ん だ]の[國 囲 匿]。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(testibus)プ ラ

ス 形 容 詞(mortuis)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 匿]→ 〈22>、

「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 「索 引 」。

〈325>Cllirograpllumapuddebitoremrepertumpraesumiturs

olutllm.[Chlrographumrepertumapuddebit6rempraesUmitursol

Utum.](Halk.Max.20;Bell.Dict;Tray.Lat.Max.73)「 債 務 者 の 許 で 見

い だ さ れ た 債 権 証 書[に 記 載 さ れ た 債 務]は 、 弁 済 さ れ た[も の]と 推 定

さ れ る 。」 〈chirographum>… 「債 権 証 書 」、 〈repertum>… 〈reperio>[発

見 す る]の 園 囹 〈repertus>の 團 田 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈chirographum>は 、 〈praesumitur>と 省 略 さ れ て い る 〈esse(solutu

m)〉 の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈326>Chirographuminductumpraesumitursolutum.[Chirogr

aphuminductumpraesUmitursolUtum.](.Mod.D.22,3,24)「 抹 消 さ

れ た 債 権 証 書[に 記 載 さ れ た 債 務]は 、弁 済 さ れ た[も の]と 推 定 さ れ る 。」

<chirographum>… 「債 権 証 書 」、 〈inductum>… 〈induco>[と り け す]の

囲 囹 〈inductus>の 團 圃 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈chiro

graphum>は 、 〈praesumitur>と 〈(esse)solutum>の 双 方 に か か る 。 国 国

→ 〈98>

〈327>Chirograpllumnonexistenspraesllmitllrsolutllm.[Chlr

ographumn6nexistenspraesUmitursolUtum.](Tray,Lat.Max.72)

「存 在 し な い 債 権 証 書[に 記 載 さ れ た 債 務]は 、 弁 済 さ れ た[も の]と 推 定

さ れ る 。」 〈chirographum>… 「債 権 証 書 」、 〈existens>… 〈existo>[生 ず

る]の 國 囹 〈existens>の 團 田 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈c

hirographum>は 、 〈praesumitur>と 省 略 さ れ て い る 〈esse(solutum)〉 の

双 方 に か か る 。 国 国 →<98>

〈328>Circuitusestevitandus.[Circuitusestevitandus.](Co.
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Litt.384a;Wing.Max.179;Broom,Max.343;5Co.Rep.31a,59)「 迂 回

行 為 は 避 け ら れ る べ き で あ る 。」 〈circuitus>… 「迂 回 行 為 」、 〈evitandus>

… 〈evito>[避 け る]の 見 出 し 語 國 囮[避 け ら れ る べ き[で あ る]] 。 ※ 國 囮

→ 〈1>、 「タ テ マ エ(本 来 の 行 為)と ホ ン ネ(迂 回 行 為)」 → 「索 引 」。

〈329>Circumvenireseinvicemnaturaliterlicetcontrallentib

us.[LicetcontrahentibuscircumvenlreseinvicemnatUraliter.](P

αuZ.D.19,2,22,3)「 契 約 を 締 結 す る[人 々]に は 、 彼 ら が 互 い に 欺 き あ う

こ と が 、[事 の]性 質 上 許 さ れ て い る 。」 〈contrahentibus>…<contraho>

[契 約 す る]の 囲 囹 〈contrahens>の 國 囲 團 、 〈circumvenire>"° 〈circumv

enio>[欺 く]の 囲 困 。 ※ 〈licet>は 非 人 称 動 詞 で あ る が 、 こ れ に は 、 「た と

え ～ と し て も 」 と い う 、 譲 歩 を 意 味 す る 接 続 詞 と し て の 用 法 が あ る 。 問 題

の 〈licet>は 補 足 不 定 法 〈circumvenire>を ひ く 。 こ の よ う に 、 契 約 と い う も

の を リ ア ル に 観 察 し 、 そ の 本 質 を ひ や や か に 摘 出 す る と い う の は 、 い か に

も ロ ー マ 人 ら し い 知 的 な 営 み で あ る 。 「契 約 の 実 相 」 → 「索 引 」

〈330>Citatioestdejurenaturali.[Citati6estdejUrenatUra

ll](Will.Cas.inBancoRegis.111,453)「 召 喚 は 自 然 法 上 の も の で あ る 。」

<citatio>… 「召 喚 」。

〈331>Citationesnonconcedanturpriusquamexprimatursup

erquarefieridebetcitatio.[Citati6nesn6nconcedantur,prius

quam,superquarecitati6debetfierl,exprimatur.](12Co,Rep.

44)「 ど の よ う な 事 項 に つ い て 召 喚 が な さ れ る べ き か が 明 示 さ れ る 前 に は 、

召 喚 が 許 さ れ な い よ う 。」<citationes>… 〈citatio>[召 喚]の 國E国 、 〈con

cedantur>… 〈concedo>[許 す]の 國 図 囲 国 國 、 〈exprimatur>"° 〈expri

mo>[明 瞭 に の べ る]の 國 図 囲 国 團 。 ※ 〈qua>は 疑 問 代 名 詞(疑 問 形 容 詞)

で あ る 。 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

〈332>Civitasnonmutatur,sedamittitur.[Clvitasn6nmUtat

ur,sedamittitur.]「 市 民 権(国 籍)は 、 変 更 さ れ る の で は な く て 、 失 な

わ れ る 。」 〈civitas>… 「市 民 権 」、 〈mutatur>… 〈muto>[変 更 す る]の 図 囲

国 團 、 〈amittitur>… 〈amitto>[喪 失 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈non～sed>

は 相 関 語 で あ る 。

〈333>Civitassibifaciatcivem.[Clvitasfaciatclvemsibi.]「 国

家 は 自 身 の た め に 国 民 を 作 る よ う 。」 〈civitas>… 「国 家 」。 ※ 「国 家 と 国 民 」

→ 「索 引 」

〈334>Clamdelinquellsmagispunitur唖11ampalam.[Delinquen

sclampUnlturmagis,quampalam,](8Co.Rep.127b)「 秘 か に 罪 を

犯 す[人]は 、 公 然 と[そ れ を 犯 す 人]以 上 に 、 罰 せ ら れ る 。」 〈delinque

ns>… 〈delinquo>[罪 を 犯 す]の 見 出 し 語 囲 囹(匿 唾])。
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〈334翫s>Clamquodquisquecumcontroversiamllaberet,hab

itllrum唖11eseputaret,fecit,vifactumessevidetllr.[Quodqui

squefecitclam,cumhaberetcontr6versiam,(que)putaretseha

bitUrum,videturessefactumvi.]「 あ る 人 が 、 対 立 点 を 現 に 持 っ て い

た り 、 ま た 持 つ で あ ろ う と 考 え た り し た と き に 、 秘 か に な し た[こ と は]、

暴 力 に 依 っ て な さ れ た も の と 見 ら れ る 。」 〈controversiam>… 〈controvers

ia>[対 立]の 團 圃 、 〈putaret>… 〈puto>[考 え る]の 圏 未 完 了 国 團 。 ※ 〈p

utaret>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈se>は 、 意 味 上

の 主 語 と し て 、 隠 れ て い る 〈esse(habiturum)〉 に か か る 。 主 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈esse(f

actum)〉 の 双 方 に か か る 。 圃 圏 → 〈35>、 国 圏 → 〈98>。

〈335>Clandestinainjustapraesumitur.[ClandestlnapraesUmi

turinjUsta.]「 隠 秘 な[事 柄]は 、 不 正[で あ る]と 推 定 さ れ る 。」 〈cla

ndestina>… 〈clandestinus>[隠 秘 な]の 團 國 国(囮)、 〈injusta>"° 〈i

njustus>[不 正 な]の 團 國 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈cl

andestina>は 、 〈praesumitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 圏

→ 〈98>o〈678>。 〈1371>

〈336>Clausulageneralisderesiduononeacomplectiturqua

enonejusdemsintgeneriscumiis吼uaefueritdictaspeciati

m.[Clausulageneralisderesidu6n6ncomplectiturea,quaen6n

sintgenerisejusdemcumils,quaefuerintdictaspeciatim.](Lo

fft,419)「 残 額 に 関 す る 一 般 的 な 条 項 は 、 特 別 に 言 明 さ れ て い た も の と 同

一 種 類 の も の で は な い よ う な も の を 、 含 ま な い 。」 〈clausula>… 「条 項 」、

〈generalis>… 〈generalis>[一 般 的 な]の 團 國 国 、 〈residuo>… 〈residuu

m>[残 り]の 團 圏 、 〈complectitur>… 圖 〈complector>[ま と め る]の 囲

国 團(図)。 ※ 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)と ホ

ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」。

〈337>Clausulageneralisnonreferturadexpressa.[Clausula

generalisn6nreferturadexpressa.](8Co.Rep.154)「 一 般 的 な 条 項

は 、[特 別 に]表 示 さ れ た[も の]に は 関 係 づ け ら れ な い 。」 〈clausula>…

「条 項 」、 〈refertur>… 〈refero>[関 係 づ け る]の 図 囲 国 團 、<expressa>

… 〈exprimo>[明 瞭 に の べ る]の 囲 囹 〈expressus>の 圏 圃 囲(囮) 。 ※

「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)と ホ ン ネ(特 殊)」 →

「索 引 」。

〈338>Clalls111a,噌uaeabrogationemexc111dit,abinitiononv

alet。[Clausula,quaeexclUditabr6gati6nem,n6nvaletabiniti6.]

(Bac.Max.Reg.19)「[法 律(法)の]全 面 的 廃 止 を 排 除 す る[法 律(法)
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の]条 項 は 、 当 初 か ら 効 力 を 持 た な い 。」 〈clausula>… 「条 項 」、 〈excludi

t>… 〈excludo>[排 除 す る]の 囲 国 團 、 〈abrogationem>… 〈abrogatio>[全

面 廃 止]の 團 因]、<initiO>…<initiUm>[当 初]の 團 團 。

〈339>Clausulaveldispositioinutilisperpraesumptionemre

motamvelcausamexpostfactononfulcitur。[Clausulaveldi

spositi6inUtilisn6nfulciturperpraesUmpti6nemrem6tamvelc

ausamexfact6post.](Bac.Max.Reg.21)「 効 果 の な い 条 項 あ る い は 規

定 は 、 遠 い と こ ろ か ら の 推 定 あ る い は 事 後 の 状 況 に 依 っ て は 、 支 え ら れ な

い 。」 〈clausula>… 「条 項 」、 〈dispositio>… 「規 定 」、 〈inutilis>… 〈inuti

lis>[効 果 の な い]の 團 國 国 、〈fulcitur>… 〈fulcio>[支 え る]の 図 囲 国 團 、

〈remotam>… 〈remotus>[は な れ た]の 團[冤 圃 。

〈340>Clausulaeinsolitaeinducuntsuspicionem.[ClausulaeI

nsolitaeindUcuntsuspici6nem.](Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.104,6;3Co.

Rep.81;Broom,Max.290)「 異 例 の[契 約]条 項 は 、 疑 念 を 呼 び お こ す 。」

〈clausulae>… 〈clausula>[条 項]の 圏 国 、 〈insolitae>… 〈insolitus>[異

例 の]の 國 國 国 、 〈inducunt>… 〈induco>[ひ く]の 囲 国 圏 、 〈suspicio

nem>…<suspicio>[疑 念]の 團 因]。 〈1365>

〈340わfs>Clausularumrepugnantiasempercapiendaesteain

terpretatioperquamfiatututraqueclausulaoperetur。[Interp

retati6ea,perquamflatutclausulautraqueoperetur,estcapie

ndarepUgnantiaclausularumsemper.]「 条 項 に 不 調 和 が 在 る さ い に は 、

双 方 の 条 項 が 効 力 を 持 つ よ う に さ せ る よ う な 解 釈 が 、 常 に 取 ら れ る べ き で

あ る 。」 〈clausula>… 「条 項 」、 〈operetur>… 圖 〈operor>[作 動 す る]の 國

未 完 了 過 去 国 團(図)、 〈capienda>… 〈capi・ 〉[と る]の 國 囮 〈capiendus>

[と ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、〈repugnantia>… 〈repugnantia>[不

調 和]の 團 匿]、 〈clausularum>… さ き の<clausula>[条 項]の[國[国 。 ※ 國

囮 → 〈1>

〈341>Clericinonponenturinofficiis.[Clericin6np6nentur

inofficiis.](Co.Litt.96)「 聖 職 者 は[世 俗 の]職 務 の 中 に は 置 か れ な い

で あ ろ う 。」 〈clerici>… 〈clericus>[聖 職 者]の 圏 国 、 〈ponentur>… 〈pon

・〉[お く]の 図 困 国 圏 。

〈342>Clericusclericumnondecimat.[Clericusn6ndecimatc

lericum.](Decr.3,30,2)「 聖 職 者 は 聖 職 者 に 一 〇 分 の 一 税 を 課 さ な い 。」

〈clericus>… 「聖 職 者 」、 〈decimat>… 〈decimo>[一 〇 分 の 一 税 を 課 す]の

國 国 、 〈CleriCUm>… さ き の 〈CleriCUS>の 團 因]團 。

〈343>Clericusconcubinariusinofficiisvitandusnonestnis

isitnotorius.[Clericusconcubinariusn6nestvitandusinoffici
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is,nisisitn6t6rius.](Decr.3,2,10,Summarium)「 共 棲 し て い る 聖 職

者 は 、[事 情 が]公 知 の も の で な い 限 り は 、 職 務[遂 行]に 於 い て 避 け ら れ

る 必 要 は な い 。」 〈clericus>… 「聖 職 者 」、 〈concubinarius>… 「共 棲 の 」、

〈vitandus>… 〈vito>[避 け る]見 出 し 語 國 囮 〈vitandus>[避 け ら れ る べ き

[で あ る]]、 〈notorius>… 「公 知 の 」。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈344>Clericllslloncollnumereturindllobusecclesiis.[Cleric

usn6nconnumereturinecclesilsdu6bus.](Co.Litt.96)「[一 人 の]

聖 職 者 が 二 つ の 教 会 に 於 い て 算 え ら れ な い よ う 。」〈clericus>… 「聖 職 者 」、

〈connumeretur>… 〈connumero>[数 え る]の 國 図 囲 国 團 、 〈ecclesiis>

… 〈ecclesia>[教 会]の[園 圏 、 〈duobus>… 〈duo>[二 っ の]の 國 團(圏)。

〈345>Coactavoluntas,voluntasest.[Voluntascoactaestvol

untas.]「 強 制 さ れ た 意 思[も]、 意 思 で あ る 。」 〈coacta>…<cogo>[強 い

る]の 圃 囹 〈coactus>團 國 国 。 ※cf.「 分 詞 の 訳 し か た 」 → 「索 引 」

〈346>Coactiononestimputabilis。[Coacti6n6nestimputabil

is.]「 強 制 は 責 任 を 問 わ れ な い 。」 〈coactio>… 「強 制 」、 〈imputabilis>… 〈i

mputabilis>[責 任 を 帰 せ ら れ る]の 團 國 国 。

〈347>Coactusvolui.[CoactusvoluL](Pα αZ.D.4,2,21,5)「 私 は 、

強 迫 さ れ た が 、 欲 し た 。」 〈coactus>… 〈cogo>[強 い る]の 見 出 し 語 囲 囹 。

※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈347わfs>Codicillipropartetestamentillabentur,observatio

llemqueetlegemjllrisindetraditamservallt.[C6dicilllhabent

urpr6partetestamentl,(que)servantobservati6nemetlegemtr

aditamindejUris.]「 小 書 付 は 、 遺 言 の 部 分 と 扱 わ れ 、 ま た 、 遵 守 、 お

よ び 、 そ こ か ら 告 げ ら れ た 、 法 の 準 則 を 保 持 す る 。」 〈codicilli>… 〈codicil

lus>[小 書 付]の 圏 国(圏)、 〈parte>… 〈pars>[部 分]の 團 圏 、 〈serva

nt>… 〈servo>[守 る]の 囲 国 國 、〈observationem>… 〈observatio>[遵 守]

の 團 因]、 〈traditam>… 〈trado>[わ た す]の 囲 囹 〈traditus>團 國 因]。

〈347fθr>Codicillishereditasnequedarinequeadimipotest.

[Hereditaspotestnequedarinequeadimic6dicillis.]「 相 続 は 、 小

書 付 に 依 っ て は 、 与 え ら れ る こ と も 、 奪 わ れ る こ と も 出 来 な い 。」 〈adimi>

… 〈adimo>[奪 う]の 図 囲 困 、 〈codicillis>… 〈codicillus>[小 書 付]の 國

匡1。 ※ 〈neque～neque>は 相 関 語 で あ る 。

〈348>Cogitationispoenamnemopatitur.[Nem6patiturpoena

mc6gitati6nis.](σZp.D.48,ヱ9,18;Broom,Max.311;2Co,Inst,658)

「誰 も 、 思 考 の か ど で は 罰 を 受 け な い 。」 〈patitur>… 圖 〈patior>の 囲 国 團

(図)、 〈cogitationis>…<cogitatio>[思 考]の 團[國 。 ※ 〈cogitationis>と 〈p

oenam>を 直 結 し て も 意 味 は と お ら な い わ け で は な い が 、 こ こ は 、 法 律 ラ
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テ ン 語 特 有 と も 言 え る 、 裁 判 が ら み の 動 詞 に 属 格 の 用 法 の 例 と 見 て お か な

け れ ば な ら な い(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §420を 参 照)。 つ ま り 、 日 本 語 の 「～

の か ど で 」 と い う 表 記 に 「の 」 が 出 て い る こ と と も お そ ら く 実 質 上 関 連 す

る こ と な の で あ る が 、 「告 発 す る 」 と か 、 「有 罪 判 決 を 下 す 」 と か 、 「罰 す る 」

と か を 意 味 す る 動 詞 が あ る と(〈accuso[告 訴 ・ 告 発 す る]〉 ・ 〈convinco

[有 罪 ・有 責 を 立 証 す る]〉 ・ 〈damno[有 罪 ・ 有 責 判 決 を 下 す]〉 ・ 〈absol

vo[無 罪 ・ 免 訴 と す る]〉)、 「～ の か ど で 」 の と こ ろ が 属 格 が 単 独 で 表 わ

れ て く る の で あ る 。 も と も と 、 属 格 に は 、 「～ に か ん し て 」 と い う ニ ュ ア ン

ス も あ っ た の で 、 こ の 現 象 は そ れ ほ ど 例 外 的 な も の で も な い 。 も し 〈crimi

ne>(〈crimen>[犯 罪]の 単 数 奪 格)、 〈nomine>(〈nomen>[名 目]の 単

数 奪 格)、 〈lege>(〈lex>[法]の 単 数 奪 格)を 問 題 と な っ て い る 非 行 の 前

後 に つ け て や る と 、 そ れ ら は 、 そ れ 自 体 で 奪 格 と し て 、 「～ に よ っ て 」 ・「～

で 」 の ニ ュ ア ン ス を か も し だ す の で 、 単 独 の 属 格 を 用 い る ケ ー ス よ り も は

る か に 判 り や す く な る 。 し か し 、 そ れ で は 、 少 し く ど い 感 じ が す る 。 そ の

一 例 を あ げ る と
、 〈nomineconjurationis>[反 逆 の か ど で]が こ れ で 、 そ

こ の 〈conjurationis>は 〈conjuratio>[反 逆 の]の 単 数 属 格 で あ る 。 話 題 が

細 か く な る が 、 属 格 と 奪 格 が 交 錯 す る フ ィ ー ル ド の こ と を 見 て み よ う 。 格

の 用 法 に は 重 な り あ う と こ ろ も 多 い が 、 こ れ も あ る 意 味 で は 、 そ の 一 例 と

な ろ う 。 〈Capitisabsolutus,pecuniamultatusest.〉[彼 は 死 刑 を ま

ぬ が れ た[が 、 し か し 、]罰 金(刑)を 科 せ ら れ た 。]の う ち 、 〈capitis>

は 属 格 形 で 、 〈pecunia>は 奪 格 形 で あ り 、 〈capitis>と な っ て い る の は 、 刑

罰 に か か わ る 動 詞 が 奪 格 を ひ く 、 と い う ル ー ル の 例 外 で あ る 。 〈capitis>

は 〈caput>[頭=生 命]の 単 数 属 格 で 、 〈absolutus>は 、 〈absolvo>[解 放

す る]の 完 了 分 詞 〈absolutus>の 単 数 男 性 主 格(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、

〈pecunia>は 〈pecunia>[金 銭]の 単 数 奪 格 で 、 〈multatus>は 〈multo>[罰

す る]の 完 了 分 詞<multatus>の 単 数 男 性 主 格(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)で

あ る 。 と こ ろ で 、 こ の 法 文 命 題 は 、 刑 法 に ふ れ る よ う な 不 法 な 行 為 を 頭 で

考 え て も 罰 せ ら れ な い と い う 、 あ る 意 味 で は 当 然 の こ と を 表 明 し た に す ぎ

な い が 、法 文 と し て 採 録 さ れ た 点 が 、評 価 さ れ る べ き で あ ろ う 。 と こ ろ で 、

〈1248>〈Inmaleficiisvoluntasspectatur,nonexitus.〉(CαZ.D,48,8,

ヱ4)「 悪 事 に お い て は 、 結 果 で は な く 、 意 思 が 考 慮 さ れ る 。」 と い う 法 文 が

あ る 。 も と も と は 広 義 の 殺 人 に つ い て 元 首 が 発 布 し た 指 令 で あ っ た が 、 一

般 的 な 内 容 を も っ に い た っ た 、 と 推 測 し て よ い 。 こ れ は 、 さ き の 命 題 と あ

わ せ 考 え る と 、 結 果 が 生 じ て い な い の に 意 思 だ け が 問 題 と さ れ て 処 罰 さ れ

る 、 と い う 意 味 で は も ち ろ ん な く 、 結 果 が 生 じ た と い う 場 合 に 、 意 思 の 要

素(第 一 次 的 に 故 意 を 意 味 す る が 、 そ の 内 容 は か な り 流 動 的 で あ る)が 基

準 と な っ て 、 処 罰 の 可 否 や そ の 度 合 が 決 定 さ れ る 、 と い う 趣 旨 を 読 み と ら
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な け れ ば な ら な い 。 も っ と 具 体 的 な 議 論 を 展 開 し て い る 例 と し て 、 同 じ 章

の 第 一 法 文 第 三 節 に あ る マ ル キ ア ー ヌ ス の 法 文 を み て み よ う 。 「人 を 殺 害 し

た 者 は 、 殺 害 す る 意 思 で こ れ を 行 な っ た の で な い 場 合 に は 、 無 罪 と さ れ う

る が 、 人 を 殺 害 し な か っ た が 、 し か し 殺 害 す る 目 的 で 傷 つ け た 者 は 、 殺 人

者 と し て 有 罪 判 決 さ れ る べ き[で あ る こ と]」(そ の あ と に 、 兇 器 と 殺 害 意

思 と の 関 係 を 具 体 的 に 論 じ て い る:ハ ド リ ア ー ヌ ス の 指 令)。 ち な み に 、 近

未 来 に お い て は 、 分 析 機 器 の 発 達 に よ り 、 思 考 ・ 思 想 そ の も の が 処 罰 の 対

象 に 組 み い れ ら れ る 、 と い っ た 恐 ろ し い 事 態 が 発 生 す る か も し れ な い 。 中

世 に は 、 「魔 女 狩 り 」 と い う も の が あ っ て 、 拷 問 を 通 じ て 人 の 心 の な か の 考

え を あ ぶ り だ す と い う 策 略 も 用 い ら れ た こ と が あ る(も ち ろ ん 、 こ の 拷 問

で は 、 考 え て も い な い こ と で も 、 考 え て い る こ と と し て 、 と り だ さ れ る こ

と が 、 し ば し ば で あ る)。 「共 謀 罪 」 を め ぐ る 議 論 が 現 在 の 日 本 に あ る の も 、

こ れ と 深 い と こ ろ で 関 連 し て い る 。 「テ ロ 対 策 」 と い う こ と で 、 近 代 法 が 長

い 期 間 か け て 編 み あ げ て き た 刑 事 法 の 原 則 が ほ こ ろ び を 見 せ は じ め て い る

の は 、 と て も 気 に な る と こ ろ で あ る 。 〈565>・ 〈1783>・ 〈3438>

〈349>Collaeredes(Colleredes)sllntquasiullumcorplls,propte

runitatemjuris,quodllabent.[Cohaeredes(Coheredes)suntqua

sicorpusUnum,propterUnitatemjUris,quodhabent.](Co.Litt.1

63b)「 共 同 相 続 人 と い う の は 、 彼 ら が 持 っ て い る 権 利 の 一 体 性 の た め に 、

あ た か も 一 つ の 団 体 の よ う な も の で あ る 。」〈cohaeredes(coheredes)〉 … 「共

同 相 続 人 」、〈corpus>… 「身 体 」、〈unitatem>… 〈unitas>[一 体 性]の 團 因]。

〈349わfs>Coitusmatrimoniumnonfacit,sedmaritalisaffecti

o.[N6ncoitus,sedaffecti6maritalis,facitmatrim6nium.]「 性 的

結 合 で は な く て 、 婚 姻 意 思 が 、 婚 姻 を 作 る 。」 〈coitus>… 「性 的 結 合 」、 〈a

ffectio>… 「意 思 」、 〈maritalis>… 〈maritalis>[婚 姻 の]團 園 国 。 ※ 〈no

n～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(婚 姻 意 思)と ホ ン ネ(性 的 結 合)」

→ 「索 引 」

〈350>Collegiumnonmoritur.[Collegiumn6nmoritur.]「 団 体 は 、

[そ れ 自 体 と し て は 、]死 な な い 。」 〈collegium>… 「団 体 」、 〈moritur>… 囲

〈morior>[死 ぬ]の 囲 国 團(図)。 〈723>

<350わfs>Coloremhabet,su1⊃stantiamveroalteram.[Habetco

l6rem,ver6substantiamalteram.]「 そ れ は 外 見 を 持 つ が 、 し か し 、 別

の 実 質 を 持 つ 。」<colorem>…<color>[外 観]の 團 因]、<substantiam>

・<substantia>[実 体]の 團 因]
。 ※ 「タ テ マ エ(外 見)と ホ ン ネ(実 質)」

→ 「索 引 」

〈351>Commerciumjuregentiumcommuneessedebet.[Comm

erciumdebetessecommUnejUregentium.](Her,D.1,1,5;3Co.Inst.
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181)「 交 易 は 万 民 法 に 依 っ て 共 通 の も の で あ る べ き で あ る 。」 〈commerci

um>… 「交 易 」、 〈gentium>… 〈gens>[国 民]の[園[国 。 ※ 〈jusgentium>

[ユ ー ス ・ ゲ ン テ ィ ウ ム]は 、 ロ ー マ 法 上 で は 、 「万 民 の 法 一 万 民 法 」 で あ

る が 、 後 代 に は 「国 際 法 」 と い っ た べ つ の 意 味 に 転 化 し て い く 。 「国 際 法 」

→ 「索 引 」

〈351わfs>Commodarepossumusetiamalienamrem,唖11ampos

sidemus,tametsiscientesalienampossidemlls.[Possumuscom

modareetiamremalienam,quampossidemus,tametslscientesp

ossidemusalienam.]「 私 た ち は 、 自 身 が[事 情 を]知 っ て い な が ら 他 人

の[物]を 占 有 し て い る と し て も 、私 た ち が 占 有 し て い る 他 人 の 物 さ え も 、

使 用 貸 借 に 依 っ て 貸 す こ と が 出 来 る 。」〈commodare>… 〈commodo>[貸 す]

の 囲 匠]、 〈SCienteS>… 〈SCiO>[知 る]の 囲 囹 〈SCienS>の 國 囲[ヨ 。 ※ 〈SCie

ns>と い う 現 在 分 詞 は 、 「知 っ て い る 」 と い う 意 味 に お い て 、 隠 れ て い る 主

語 に か か る が 、 日 本 語 で は 、 「知 り な が ら 」 と い う 、 少 し 浮 い た ニ ュ ア ン ス

に な る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈351オ θr>Commodissimumestinambiguisidaccipi⊂1uores,

dequaagitur,magisutvaletquampereat.[Estcommodissimu

minambiguis,id,qu6res,dequaagitur,accipi,utvaletmagi

squampereat.]「 あ い ま い な[こ と]に 於 い て は 、 問 題 と な っ て い る[そ

の]こ と が 、 無 効 と な る よ り も む し ろ 有 効 に な る よ う に 受 け と ら れ る こ と

が 、 極 め て 適 切 で あ る 。」 〈commodissimum>… 〈commodus>[適 切 な]の

國 〈commodissimus>の 團 圃 因]、〈ambiguis>…<ambiguus>[あ い ま い な]

の 閣 圃 圏(囮)、 〈accipi>… 〈accipi・ 〉[う け と る]の 囲 困 、 〈pereat>…

〈pereo>[滅 び る]の 國 囲 国 團 。 ※ 〈estcommodissimum>に ひ か れ た 対

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈id>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈accip

i>に か か る 。<id～,quod>と 〈res,dequa>は 、 二 重 構 造 の 関 係 節 の 構 文

で あ る 。 因]團 → 〈35>、 「前 置 詞 つ き 関 係 代 名 詞 」 → 「索 引 」、 「有 効 と 無 効 」

→ 「索 引 」。

〈352>Commodumejusessedebet,cujuspericulumest.[Com

modumdebetesseejus,cUjusperlculumest,](1.J.3,23,3;Pα ㍑Z,D.

ヱ8,6,7pr.)「 利 益 は 、 危 険 を 負 担 す る 人 に 属 す る べ き で あ る 。」 〈commod

um>… 「利 益 」、 〈periculum>… 「危 険 」。 ※ 〈ejus>は 、 〈commodum>と い

う 名 詞 に は か か ら ず 、 独 立 し て 、 〈esse>に 関 係 す る 。 そ の よ う な わ け で 、

訳 の パ タ ー ン と し て は 、 「そ の 者 の も の で あ る 」 と い う ニ ュ ア ン ス に な る 。

一 方
、 〈cujus>は 、 〈ejus>と 同 じ よ う な 位 置 に 関 係 代 名 詞 の 属 格 が き て い

る 例 で あ る 。 「危 険 が そ の 人 の も の で あ る と こ ろ の[人]」 、 つ ま り 、 「危 険

を 負 担 す る 人 」 と な る 。 〈ejus～,cujus>は オ ー ソ ド ッ ク ス な 配 列 に な の
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で あ る が 、 と き に は 、 〈Cujusregio,ejusreligio.〉 と い う よ う に 逆 の な

ら び に も な る 。 こ れ は 、 日 本 語 文 の な ら び か た に も 似 て い て 、 か な り の 意

訳 を ほ ど こ し て み る と 、 「領 土 が 属 す る 人(領 主)し だ い で 宗 教 が 決 ま っ て

く る 。」 と な る 。 〈regio>は 「領 土 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 名 詞 で 、 〈religio>

は 「宗 教 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 名 詞 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈8

4>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・責)」 → 「索 引 」、

「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。 〈ejus～cuj

us>は 相 関 語 で あ る → 「索 引 」。

〈353>Commodumexinjurianonoritur.[Commodumn6norit

urexinjUria.](4Bing.639)「 不 法[な 行 為]か ら は 、利 益 は 生 じ な い 。」

〈commodum>… 「利 益 」、 〈oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)。

<802>。<806>。<2363>

〈354>Commodumexinjuriasuanemolla1⊃erede1⊃et.[Nem6d

ebethaberecommodumexinjUriasua.](Gαf.D.4,3,28;Jenk.Cent.

161)「 誰 も 、 自 身 の 不 法[な 行 為]か ら 利 益 を 持 つ べ き で は な い 。」 〈com

modum>… 〈commodum>[利 益]の 團 因]。 ※ 〈nemo>[誰 も ～ な い 一 す る

人 は 誰 も い な い]で は じ ま る 法 格 言 は 多 数 あ る が 、 と き に は 、 こ の よ う に 、

文 章 の 中 ほ ど に 主 語 と し て の 〈nemo>が く る こ と が あ る 。 ラ テ ン 語 で は 、

格 が し っ か り と 意 味 を 示 し て く れ る の で 、 主 語 が ど こ に あ っ て も す ぐ に そ

れ と 知 れ る の で あ る 。 〈802>・ 〈806>・ 〈2363>

〈355>Commorientillmnonvideturalteralterumsupervixisse.

[Altercommorientiumn6nvldetursupervlxissealterum.](Mαrcf.

D.34,5,18pr.)「 同 時 に 死 亡 し た[人]の 一[方]が 他[方]よ り 長 く 生

き た も の と は 、 見 ら れ な い 。」 〈commorientium>… 圖 〈commorior>[と も

に 死 ぬ]の 囲 囹 〈・・mm・ ・i・n・ 〉の 圏 囲 圓(囮)、 〈・upervi・isse>… 〈・up

ervivo>[長 く 生 き る]の 園 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈al

ter>は 、 〈videtur>と 〈supervixisse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>、 「一 方

と 他 方 」 → 「索 引 」。

〈356>Communepericulumconcordiamparit。[Periculumcomm

Uneparitconcordiam.]「 共 通 の 危 険 は 和 合 を 生 む 。」 〈periculum>… 「危

険 」、 〈parit>…<pario>[生 む]の 囲 国 團 、<concordiam>… 〈concordia>

[和 合]の 團 圃 。

〈357>Communiobservantianonestrecedendum.[N6nestre

cedendumobservantiacommUnl,]「 共 通 の 慣 例 か ら 逸 れ る べ き で は な

い 。」 〈recedendum>… 〈recedo>[は な れ る]の 國 囮 〈recedendus>[は な

れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、<observantia>…<observantia>[慣 例]

の 團 圏 。 ※ 「動 形 容 詞 ・ 自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈1>・ 「索 引 」
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〈358>Communioestmaterrixarum.[CommUni6estmaterrix

arum,](Pαp,D.31,77,20)「 共 有 は 紛 争 の 母 で あ る 。」 〈communio>… 「共

有 」、<mater>… 「母 」、<rixarum>… 〈rixa>[紛 争]の 圏 國 。 〈199>・ 〈20

28>

〈359>Communiserrorfacitjus.[ErrorcommUnisfacitjUs.](P

αuZ.D.33,10,3,5;4Co,Inst.240;Broom,Max.139f.;Noy,Max.37)「 共

通 の 誤 謬 は 法 を 作 る 。」

〈360>Communisopiniolla1⊃etvimconsuetudinis.[Oplni6com

mUnishabetvimc6nsuetUdinis.](DeCr.1,2,5)「[法 学 者 の]共 通 の

意 見 は 、 慣 習 の 力 を 持 つ 。」 〈opinio>… 「意 見 」。

〈361>Comm1111isutilitassocietatismaximumvillculumest.

[OtilitascommUnisestvinculummaximumsocietatis.](Liv.)「 共

通 の 利 益 は 社 会 の 最 大 の 絆 で あ る 。」<utilitas>… 「利 益 」、 〈vinculum>…

「絆 」、 〈societatis>… 〈societas>[社 会]の 團 國 。

〈362>Compendiasuntdispendia.[Compendiasuntdispendia.]

(Co.Litt,305b)「 省 略 は 損 害 で あ る 。」 〈compendia>… 〈compendium>[省

略]の 圏 国 、 〈dispendia>… 〈dispendium>[損 害]の 國 国 。

〈363>Compensatiocompensationisnondatur.[Compensati6c

ompensati6nisn6ndatur.]「 相 殺 の 相 殺 は 認 め ら れ な い 。」 〈compensa

tio>… 「相 殺 」、 〈compensationis>… さ き の 〈compensatio>の 團 國 。

〈363わfs>Compellsatiodebitiexparispecie,1icetexcausad

ispari,admittitur.[Compensati6debitladmittiturexspecieparl,

licetexcausadispari.]「 債 務 の 相 殺 は 、 た と え 異 な る 原 因 か ら の も の

で あ っ て も 、 同 等 の 種 類 か ら 、 認 め ら れ る 。」 〈compensatio>… 「相 殺 」、 〈a

dmittitur>… 〈admitto>[認 め る]の 図 國 国 團 、〈specie>… 〈species>[種]

の 團 團 、<pari>… 〈par>[等 し い]の 團[冤 團 、<dispari>… 〈dispar>[異

な っ た]の 團[図 匡ヨ。

〈364>Compromissariisuntjudices.[Compr6missariisuntjUdi

ces.](Jenk.Cent.128)「 仲 裁[人]は 裁 判 官 で あ る 。」 〈compromissari

i>… 〈compromissarius>[仲 裁 の]の 圏 囲 国(囲)。

〈364わfs>Compromissumadsimilitudinemjudiciorumredigitu

r.[Compr6missumredigituradsimilitUdinemjUdici6rum.]「 仲 裁 は

判 決 に 似 た か た ち で 作 成 さ れ る 。」 〈compromissum>… 「仲 裁 」、 〈redigit

ur>… 〈redigo>[作 成 す る]の 図 囲 国 團 、 〈similitudinem>… 〈similitudo>

[類 似 性]の 團 因]。

〈365>Conceptusprojamnatohabetur.[Conceptushabeturpr

6nat6jam.](Pα ㍑Z.D.1,5,7)「 懐 胎 さ れ た[人]は 、 す で に 生 ま れ た[人]

B-132



と 扱 わ れ る 。」〈conceptus>… 〈concipio>[懐 胎 す る]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)、

〈nato>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 匠1囹 〈natus>の 團 囲 團(囮)。

〈366>Concessioperregemfieridebetdecertitudine.[Conce

ssi6perregemdebetfieridecertitUdine.](9Co.Rep.46)「 国 王 に

よ る 譲 与 は 、 確 実 性 に 基 づ い て な さ れ る べ き で あ る 。」 〈concessio>… 「譲

与 」、 〈certitudine>… 〈certitudo>[確 実 さ]の 團 圏 。

〈367>Collcessioversusconcedentemlataminterpretationem

lla1⊃eredebet.[Concessi6debethabereinterpretati6nemlatamv

ersusconcedentem.](Jenk.Cent.279)「 譲 与 は 、 譲 与 す る[人]に 対

し て は 、 広 い 解 釈 を 持 つ べ き で あ る 。」 〈concessio>… 「譲 与 」、 〈latam>

… 〈latus>[広 い]の 團[図 因] 、 〈concedentem>… 〈concedo>[譲 与 す る]

の 囲 囹 〈・・n・ ・d・n・ 〉の 團 囲 圃(囮)。

〈368>Conciliamultorumrequirunturinmagnis.[Conciliamu

lt6rumrequirunturinmagnis.](4Co.Inst.1)「 多 数 の[人 々]の 結

合 は 、 重 大 な[こ と]に 於 い て 求 め ら れ る 。」 〈concilia>… 〈concilium>[統

合]の 圏 国 、 〈reqUirUntUr>… 〈reqUirO>[要 求 す る]の 図 囲 国 圏 。

〈369>Conciliumrepraesentatmentempopuli。[Conciliumrepr

aesentatmentempopuli.](σZp,D,1,4,1)「 集 会 は 国 民 の 心 を 代 表 す る 。」

〈concilium>… 「集 会 」、 〈repraesentat>… 〈repraesento>[代 表 す る]の

國 国 團 、 〈mentem>… 〈mens>[心 ・]の 團 圃 、 〈populi>… 〈populus>[国

民]の 團 圓 。

〈370>Concordarelegeslegibusestoptimusinterpretandimo

dus.[Concordarelegeslegibusestmodusoptimusinterpretandi.]

(Halk.Max.70)「 法 律(法)を[他 の]法 律(法)と 調 和 さ せ る こ と は 、

最 良 の 解 釈 方 法 で あ る 。」〈concordare>… 〈concordo>[調 和 す る]の 囲 困 、

<modus>… 「方 法 」、 〈interpretandi>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 國

囮 〈interpretandum>の 圖(團)。 ※ 〈concordo>は 、 も と も と 自 動 詞 で あ

る が 、 こ こ は 他 動 詞 の よ う に 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な タ イ プ の 動 詞 は

少 な く な い 。 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈370翫s>Concursupartesfiunt.[PartesfluntconcursU,]「 部 分

は 競 合 に 依 っ て 生 ず る 。」 〈partes>…<pars>[音 区分]の 國 国 、 〈concursu>

… 〈C・ncurSUS>[競 合]の 圓 圏 。

〈370オer>Condemnatidebitorisdebitoresconveniripossunta

creditoribus.[Debit6resdebit6riscondemnatlpossuntconvemrI

acredit6ribus,]「 有 責 判 決 を 受 け た 債 務 者 の 債 務 者 は 債 権 者 に 依 っ て 訴

え ら れ る こ と は 出 来 な い 。」〈condemnati>… 〈condemno>[有 責 判 決 す る]

の 囲 囹 〈condemnatus>の 團 囲 圏 、 〈conveniri>… 〈convenio>[訴 え る]
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の 図 囲 国 。 ※ 「債 権 者 と 債 務 者 」 → 「索 引 」

〈371>Collditioadimpleridebetprills噌uamsequatureffectus.

[Conditi6debetadimplerl,priusquameffectussequatur.](Co.Litt.

201a)「 条 件 は 、 効 果 が 生 ず る 以 前 に 、 成 就 す る べ き で あ る 。」 〈adimpler

i>… 〈adimpleo>[み た す]の 図 囲 国 。

〈372>Conditiobelleficiariaqllaestatumconstruit,benignes

ecundumverborumilltentionemestillterpretanda,odiosa,aut

em,quaestatumdestruit,strictesecundumverborumpropriet

atemestaccipienda.[Conditi6beneficiaria,quaec6nstruitstat

um,estinterpretandasecundumintenti6nemverb6rumbenigne,

autem,odi6sa,quaedestruitstatum,estaccipiendasecundump

roprietatemverb6rumstricte.](18Co.Rep.90b)「 状 況 を 設 定 す る 、

恩 恵 的 な 条 件 は 、 文 言 の 趣 旨 に 従 っ て 緩 や か に 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。 し

か し 、 状 況 を 消 滅 さ せ る 、 不 利 益 を 生 む[条 件]は 、 文 言 の 特 性 に 従 っ て

厳 密 に 受 け と ら れ る べ き で あ る 。」 〈beneficiaria>… 〈beneficiarius>[恩

恵 を 与 え る]の 團 國 国 、 〈COnStrUit>… 〈COnStrUO>[築 く]の 囲 国 團 、 〈i

nterpretanda>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮<interpretandus>

[解 釈 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈intentionem>… 〈intentio>[意

図]の 團[到 、 〈odiosa>… 〈odiosus>[嫌 わ れ る]の 團 國 匡1、 〈destruit>…

〈destruo>[破 壊 す る]の 國 国 團 、 〈accipienda>… 〈accipio>[う け と る]

の 國 圏 〈accipiendus>[う け と ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈propr

ietatem>…<proprietas>[独 自 性]の 團 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「文 言 と 意 思(意

図)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(意 思)」 → 「索 引 」。

〈373>Conditioexistens(exsistens)adinitiumnegotiiretrotr

allitllr.[Conditi6existens(exsistens)retr6trahituradinitiumneg

6til.]「 存 在 す る 条 件 は 、 行 為 の 発 端 へ 引 き も ど さ れ る 。」 〈existens(exsi

stens)〉 … 〈existo(exsisto)〉[存 在 す る]の 囲 囹 〈existens(exsistens>の

團 國 国 、 〈retrotrahitur>… 〈retrotraho>[ひ き も ど す]の 図 囲 匡1團 、 〈i

nitium>… 〈initium>[当 初]の 團 因]。

〈374>Conditioillicitahabeturprononadjecta.[Conditi6illi

citahabeturpr6n6nadjecta.](Mαrcf,D,28,744)「 不 法 な 条 件 は 、 付

加 さ れ な か っ た[も の]と 扱 わ れ る 。」 〈illicita>… 〈illicitus>[不 法 な]

の 團 國 国 、 〈adjecta>… 〈adicio>[付 加 す る]の 園 囹 〈adjectus>の 團 國 團

(囮).〈457>・ 〈1161>

〈374わfs>Colldicioinpraeteritllmnontantuminpraesenste

mpusrelata,statimautperimito1⊃1igationemautomninonon

differt。[Conditi6relataintempuspraeteritumn6ntantuminte
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mpuspraesens,autperimitobligati6nemstatimautn6ndiffert

ommn6,]「 単 に 現 在 の 時 点 だ け で な く 、 過 去 の 時 点 に[も]関 係 づ け ら れ

た 条 件 は 、あ る い は 直 ち に 債 務 関 係 を 消 滅 さ せ る か 、あ る い は ま っ た く[そ

れ を]引 き の ば さ な い か の よ う に す る 。」〈relata>… 〈refero>[関 係 づ け る]

の 囲 囹 〈relatus>の 團 國 国 、 〈praeteritum>… 〈praeteritus>[過 去 の]の

團 田 因]、 〈praesens>… 〈praesens>[現 在 の]の 團 田 因]、 〈perimit>… 〈P

erimo>[な く す る]の 囲 国 團 、 〈differt>… 〈differo>[の ば す]の 囲 国 團 。

※ 「現 在 と 過 去 」 → 「索 引 」。<aut～aut>は 相 関 語 で あ る 。

〈375>Conditiopraecedensadimpleridebetpriusquamsequat

ureffectus。[Conditi6praecedensdebetadimpleri,priusquameff

ectussequatur.](Co,Litt.201a)「 先 行 す る 条 件 は 、 効 果 が 生 ず る 以

前 に 、 成 就 す る べ き で あ る 。」 〈pracedens>…<praecedo>[さ き に 行 く]

の 囲 囹 〈praecedens>の 囲 國 国 、<adimpleri>…<adimpleo>[み た す]の 図

囲 国 。

〈375翫s>Conditioproculpaimpletaest.[Conditi6estimplet

apr6culpa,]「 条 件 は 過 失 の た め に 満 た さ れ た 。」 〈impleta>… 〈impleo>

[み た す]の 園 囹<impletus>の 團 因 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

〈376>Conditio,quaedefecit,nonrestauratur.[Conditi6,qua

edefecit,n6nrestauratur.]「 成 就 し な か っ た 条 件 は 、 回 復 さ れ な い 。」

〈defecit>… 〈deficio>[成 就 し な い]の 囲 国 團 、 〈restauratur>… 〈restau

ro>[回 復 す る]の 図 囲 国 團 。 〈1000>

〈376わfs>Conditioquaesemelevanuitampliusnonreviviscit.

[Conditi6,quaeevanuitsemel,n6nreviviscitamplius.]「 い っ た ん

失 効 し た 条 件 は 、 そ れ 以 上 回 復 さ れ な い 。」 〈evanuit>… 〈evanesco>[消 え

る]の 囲 国 團 、 〈reViViSCit>… 〈reViViSCO>[生 き か え る]の 囲 国 團 。

〈377>Conditiosemelimpletanonresumitur.[Conditi6implet

asemeln6nresUmitur.](Pαp,D,354,101,4)「 い っ た ん 成 就 し た 条 件

は 、 元 に は 戻 ら な い 。」 〈impleta>… 〈impleo>[成 就 さ せ る]の 囲 囹 〈impl

etUS>の 團 國 国 、 〈reSUmitUr>… 〈reSUmO>[と り も ど す]の 図 囲 国 團 。

※ 〈impleta>と い う 分 詞 を 名 詞 か ら き り は な し て 、 「条 件 は 、 い っ た ん 成 就

し て し ま う と 、 も と に は も ど さ れ な い 。」 と い う 訳 を つ け る こ と も 、 十 分 に

可 能 で あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈378>Conditiosuspendit,sednoncogit.[Conditi6suspendit,

sedn6nc6git.]「 条 件 は 、[事 態 を]未 決 定 の ま ま に す る が 、 し か し 強 い

は し な い 。」〈suspendit>… 〈suspendo>[未 決 定 の ま ま に す る]の 囲 国 團 。

※ 〈1868>

〈379>Conditionescontralegesetbonosmoresadscriptaen
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ulliussuntmomenti。[Conditi6nesadscriptaecontralegesetm6

resbon6ssuntm6mentlnUlllus.](Paul.Sent.3,4,2)「 法 律(法)お

よ び 良 い 慣 習 に 反 し て 加 え ら れ た 条 件 は 、無 効 で あ る 。」<adscriptae>…<a

dscribo>[書 き 加 え る]の 囲 囹 〈adscriptus>の 圏 國 国 、 〈mores>… 〈mos>

[習 俗]の[園 因]、 〈momenti>… 〈momentum>[価 値]の 團 圓 。 ※ 〈nullius

momenti>と い う 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈379翫s>Conditiolles⊂1uaecolltrabonosmoresinseruntur,re

mittendaesunt.[Conditi6nes,quaeInserunturcontram6resbon

6s,suntremittendae.]「 良 い 慣 習 に 反 し て 挿 入 さ れ る 条 件 は 、 削 除 さ れ

る べ き で あ る 。」 〈inseruntur>… 〈insero>[挿 入 す る]の 図 囲 国 國 、 〈mo

res>… 〈mos>[慣 習]の 國 因]、 〈remittenda>… 〈remitto>[と り さ る]の 國

囮 〈remittendus>[と り さ ら れ る べ き[で あ る]]の 國 國 国 。

〈380>Conditionesquaelibetodiosae,maximecontramatrimo

niumetcommercium.[Conditi6nesquaelibetodi6sae,maximeco

ntramatrim6niumetcommercium.](Lofft,Append.644)「[制 限 を 付

け る も の と し て の]条 件 は 、 ど れ も 嫌 わ れ る[も の で あ る]。 と り わ け 、 婚

姻 お よ び 取 引 に 不 利 な[条 件 が]、 そ う[で あ る]。 」 〈odiosae>…<odiosus>

[嫌 わ れ る]の 國[冤 国 、〈matrimonium>… 〈matrimonium>[婚 姻]の 團 因]、

〈commercium>… 〈commercium>[取 引]の 團 因]。

〈381>Confessioalteriusaliinonpraejudicat.[C6nfessi6alter

Iusn6npraejUdicatalil.]「 他 の[人]の 自 白 は 、 そ れ 以 外 の[人]に

は 先 決 と は 成 ら な い 。」 〈praejudicat>…<praejudico>[先 決 と な る]の 囲

国 團 。 ※ 〈alterius>の 読 み か た に つ い て は 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §551注 の 解

説 を 参 照:cf.§928。

〈381翫s>Confessiodividinondebet.[C6nfessi6n6ndebetdlv

idl.]「 自 白 は 分 割 さ れ る べ き で な い 。」 〈dividi>… 〈divido>[分 け る]の 図

囲 国 。

〈382>Confessioestreginaprobationum.[C6nfessi6estregina

probati6num.]「 自 白 は 証 明 の 王 で あ る 。」 〈regina>… 「女 王 」。 ※ 〈regi

na>[女 王]と な っ て い る の は 、 主 語 の 〈confessio>[自 白]が 女 性 名 詞 で

あ る せ い で 、 日 本 語 レ ヴ ェ ル で の 話 に な る と 、 こ こ は 「王 」 と 訳 し て い く

の が 、 む し ろ 自 然 で あ ろ う → 〈3424>。 こ の あ た り の こ と は 、 〈Philosophi

aestmagistravitae.〉 を 「哲 学 は 人 生 の 女 教 師 で あ る 。」 と 訳 す 人 が い な

い こ と か ら も 、 理 解 し て 頂 け る は ず で あ る 。 「女 教 師 」 で は な く て 「教 師(m

agister)」 で よ い の で あ る 。 〈philosophia>は 「哲 学 」 を 意 味 し 、 〈vitae>

は 〈vita>の 團 國 で あ る 。 も っ と も 、 〈reginacolorumlux>を 「光1ま[も ろ

も ろ の]色 の 女 王 」 と す る か 、 「色 の 王 」 と す る か に つ い て は 、 う け と り か

B-136



た が ち が っ て く る の で 、 こ こ は 文 脈 か ら 判 断 す る し か な い 。 〈lUX>[光]

は 女 性 名 詞 で 、 〈colorum>は 〈color>[色](男 性 名 詞)の 複 数 属 格 の 形 で

あ る 。 な お 、 さ き の 命 題 中 の 「証 明 」 の と こ ろ は 、 「証 拠 」 と 読 み か え て も

さ し つ か え な か ろ う 。 と こ ろ で 、 こ の 格 言 は 、 糺 問 主 義 が 栄 え た 後 期 ロ ー

マ よ り 後 の 時 代 に な っ て つ く ら れ た 格 言 で あ る 。 ロ ー マ に つ い て 言 え ば 、

刑 事 裁 判 で 自 白 が 強 要 さ れ た の は ず っ と 後 代 の こ と で あ る 。 自 白 に 拷 問 は

つ き も の で あ る が 、 拷 問 は 、 ア テ ー ナ イ の 場 合 と は 異 な っ て 、 共 和 政 時 代

を 通 じ て 正 式 に 認 め ら れ た こ と は な い よ う に 思 わ れ る 。 被 告 人 は も ち ろ ん

の こ と 、 証 人 も 拷 問 さ れ な か っ た は ず で あ る 。 た だ 、 奴 隷 は 、 本 質 的 に 虚

偽 の 申 立 を す る 存 在 、 と 観 念 的 に 考 え ら れ て い た の で 、 拷 問 を へ て 自 白 が

聴 取 さ れ る 扱 い に な っ て い る 。 以 上 の こ と は 、 共 和 政 時 代 を 象 徴 す る 制 度

の 一 つ で あ る 常 設 査 問 所 手 続 に つ い て 妥 当 す る 。 さ ら に 重 要 な こ と は 、 そ

こ で は 被 告 人 が 誰 か ら も 訊 問 さ れ な い 点 で あ る 。 弾 劾 主 義 ・ 当 事 者 主 義 の

特 質 が こ こ に 認 め ら れ る 点 に 注 目 す る 必 要 が あ ろ う 。 と こ ろ が 、 こ の 常 設

査 問 所 が 、 糺 問 主 義 的 な 性 格 を 帯 び た 職 権 審 理 手 続 皇 帝 裁 判 に よ っ て し だ

い に 駆 逐 さ れ て い く と 、 被 告 人 や 証 人 の 拷 問 も と き に は 実 際 に 行 な わ れ る

よ う に な っ た 。 こ う い っ た 状 況 が 、 中 世 ・ 近 世 を へ て 、 ご く 近 い 時 期 ま で

つ づ い て い た の で あ る 。 「女 性 名 詞 の 男 性 名 詞 読 み 」 → 「索 引 」

〈383>Confessiofactainjudicioomnipmbationemajorest.

[C6nfessi6factainjUdici6estmajorprobati6neomnl.](Jenk.Ce

nt.102)「 法 廷 で な さ れ た 自 白 は 、あ ら ゆ る 証 明 よ り も い っ そ う 力 を 持 つ 。」

※ 「比 較 の 奪 格 」 の 用 例 で あ る 。 〈probatione>が そ の 奪 格 の 形 で 、 こ れ は

〈major>と 関 係 す る 。 「比 較 の 奪 格 」 → 「索 引 」

〈383翫s>Confessio,inunojudiciocivilifacta,etiamprobat

inalio,illtereasdempersonas.[C6nfessi6factainjUdici6clvI

llUn6,probatetiaminali6,interpers6naseasdem.]「 一 つ の 民

事 的 な 裁 判 に 於 い て な さ れ た 自 白 は 、 同 じ 人 々 の 間 で は 、 他 の[こ と]に

お い て さ え も 、 証 明 す る 。」 ※ 「一 方 と 他 方 」 → 「索 引 」

〈384>Confessiononestprobatio。[C6nfessi6n6nestprobati

6.]「 自 白 は 証 明 で は な い 。」

〈384わfs>Confessioprojudicatohabetur.[C6nfessi6habeturp

r6jUdicat6.]「 自 白 は 判 決 と 扱 わ れ る 。」

〈384オer>Confessiopropriaestomniumoptimaprobatio。[C6n

fessi6propriaestprobati60ptimaomnium,]「 自 身 の 自 白 は 、 あ ら ゆ

る[も の]の 内 で 最 良 の 証 明 で あ る 。」

〈385>Confessiosoliconfitentinocet.[C6nfessi6nocetc6nfit

entis61i.]「 自 白 は 自 白 す る 人 だ け を 害 す る 。」 〈nocet>… 〈noceo>[害 す
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る]の 囲 国 團 、 〈confitenti>… 囲 〈confiteor>[自 白 す る]の 囲 囹 〈confit

・n・ 〉の 團 囲 團(囮)。

〈385わfs>Confessiotollitpresumptionemjurisetdejure,1ic

etaliaprobationonadmittatur.[C6nfessi6tollitpraesUmpti6j

UrisetdejUre,licetprobati6alian6nadmittatur.]「 自 白 は 、 た と

え 他 の 証 明 が 認 め ら れ な い と し て も 、 法 の 、 ま た 法 に 関 す る 推 定 を 奪 う 。」

〈tollit>… 〈tollo>[と る]の 國 国 團 、 〈admittatur>… 〈admitto>[認 め る]

の 圏 図 囲 国 團 。

〈386>Confessosinjure(judicio)projudicatishaberiplacet.

[Placetc6nfess6sinjUre(jUdici6)haberipr6jUdicatis.](C.J.7,59,

ヱ)「 法 廷(裁 判)で 自 白 し た[人 々]は 、 判 決 を 受 け た[人 々]と 見 ら れ

る 、 と い う 見 解 が あ る 。」 〈placet>… 〈placeo>[気 に い る]の 非 人 称 用 法

(囲 国 團)、 〈confessos>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]の 圃 囹 〈confessus>

の[國 囲 因](囮)。 ※ 〈placet>は 対 格 不 定 法 を ひ く 非 人 称 動 詞 で あ る 。 対

格 形 の 〈confessos>が 、 主 語 と し て 、 〈haberi>に か か る 。 ち な み に 、 〈opo

rtet>[～ す る こ と を 要 す る]、 〈constat>[確 定 し て い る]も 、 同 タ イ プ の

構 文 を 要 求 す る 非 人 称 動 詞 で あ る 。(〈412>・ 〈2464-2466>)。 こ の 命 題 は

複 数 形 と 対 格 不 定 法 と が 特 徴 と な っ て い る 用 例 で あ る が 、 単 数 形 を 用 い た

単 純 な 断 定 命 題 と し て 、 〈387>〈Confessusinjudicioprojudicatoha

betur.〉 と い う も の が あ る 。両 者 の あ い だ の 構 造 上 の ち が い を よ く 見 て 頂 き

た い 。 因]困 → 〈35>、 「非 人 称 表 現 」 → 〈265>。

〈387>Confessus(injudicio)projudicatoha1⊃etur.[C6nfessus

(injUdici6)habeturpr6jUdicat6.](Pα ㍑Z.D.42,2,3;C.J.7,59,1;XI

ITα わ.3;11Co.Rep.30a)「(法 廷 で)自 白 し た[人]は 、 判 決 を 受 け た

[人]と 扱 わ れ る 。」 〈confessus>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]の 見 出 し 語

園 囹(囮)。 ※<confessus>は 園 囹 で あ る が 、 〈confiteor>は デ ー ポ ー ネ

ン テ ィ ア 動 詞 な の で 、 こ の よ う に 、 囲 囹 の 意 味 は 、 「～ さ れ た 」 で は な く

て 、 「～ し た 」 と な る 。

〈388>ConfessusnonapPellat。[C6nfessusn6napPellat.](C.J.

7,65,2)「 自 白 し た[人]は 上 訴 し な い 。」 〈confessus>… 圖 〈confiteor>[自

白 す る]の 見 出 し 語 匠1囹(囮)、 〈appellat>… 〈appello>[上 訴 す る]の 囲

国 團 。 ※ デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 の 完 了 分 詞 は 、 「自 白 し た(と こ ろ の)」

と い う よ う に 、 能 動 的 な 意 味 に な る 。 ふ つ う の 動 詞 の 完 了 分 詞 の 場 合 は 受

動 的 な 意 味 に な る が 。

〈389>Confirmareestid,⊂1uodpriusinfirmumfllit,firmare.

[C6nflrmareestflrmareid,quodfuitinflrmumprius.](Co.Litt.2

95b)「 追 認 す る と い う こ と は 、 以 前 に は 弱 か っ た も の を 強 く す る こ と で あ
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る 。」 〈confirmare>… 〈confirmo>[確 認 す る]の 囲 匠]、 〈firmare>… 〈firm

o>[た し か に す る]の 囲 困 、 〈infirmum>… 〈infirmus>[効 果 の な い]の 團

匝 国 。 ※ 「文 頭 の 不 定 法 」 → 「索 引 」

〈390>Confirmarenemopotestpriusquamjuseiacciderit.[N

em6potestc6nfirmare,priusquamjUsaccideritei.](10Co.Rep.4

7b)「 誰 も 、 権 利 が 自 身 に 属 す る 以 前 に は 、 追 認 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈c

onfirmare>… 〈confirmo>[確 認 す る]の 囲 困 、 〈acciderit>… 〈accido>[生

ず る]の 國 園 国 團 。 ※<acciderit>に は 、 こ の ほ か に 、 直 説 法 未 来 完 了 三

人 称 単 数 の 形 も あ る 。

〈391>Confirmatusum吼uitollitabusum。[Quitollitabusum,

c6nflrmatUsum.](Moore.764)「 濫 用 を 取 り の ぞ く[人 は]、 利 用 を 確

立 す る 。」 〈tollit>… 〈tollo>[と り さ る]の 囲 国 團 、 〈abusum>… 〈abusus>

[濫 用]の 團 圖 、<confirmat>… 〈confirmo>[確 立 す る]の 囲 国 團 。

〈392>Confirmatioestnullaubidonumpraecedensestinvali

dum,et,ubidonationullaomnino,necvalebitconfirmatio.[C

6nflrmati6estnUlla,ubld6numpraecedensestinvalidum,et,n

ecc6nflrmati6valebit,ubldonati6nUllaomnlm6.](Co.Litt.295b)

「先 行 す る 贈 与 が 無 効 で あ る と き に は 、 追 認 は 効 力 を 持 た な い 。 そ し て 、 な

ん ら の 贈 与 も ま っ た く 存 在 し な[い]と き に は 、 追 認 も 効 力 を 持 た な い で

あ ろ う 。」 〈confirmatio>… 「確 認 」、 〈donum>… 「贈 与 」、 〈praecedens>

… 〈praecedo>[さ き に い く]の 囲 囹 〈pracedens>の 團 田 国
、 〈invalidum>

… 〈invalidus>[無 力 な]の 團 圃 匡
。

〈393>Confirmationildatnovi.[C6nfirmati6datnilnovi.]「 追

認 は 新 し い も の を な ん ら 与 え な い 。」 〈confirmatio>… 「確 認 」、 〈novi>… 〈n

・vu・ 〉[新 し い]の 團 囲 圓(囲).※ 〈nil(nihil)n・vi>の と こ ろ を 、 「新

し い も の の 何 も 」 と す る と 、 直 訳 調 と な る が 、 し か し 、 日 本 語 の 「絶 品 の

数 々 」 が 「数 々 の 絶 品 」 と 同 じ ニ ュ ア ン ス を も っ て い る の と 同 じ よ う に し

て 、 結 局 は 、 「な ん ら 新 し い も の を 」 の 意 味 と な る 。 属 格 を 駆 使 す る こ の 手

の 表 現 は 、い か に も ラ テ ン 語 ら し い 言 い ま わ し で 、文 法 家 は 「部 分 の 属 格 」

と か 「全 体 の 属 格 」 と か 名 づ け て い る が 、 つ ぎ の よ う な 具 体 例 で 雰 囲 気 を

と ら え て い く 「ホ ン ネ 」 型 の 学 習 術 の 方 が す す め ら れ る 。 要 す る に 、 や わ

ら か 頭 を 育 て て い け ば よ い の で あ る 。 〈idtemporis>[そ の 時 刻 ・ 当 時]

… 〈id>は 「そ れ 」 を 、 〈tempus>は 「時 」 を 意 味 す る;〈hocconsilii>[こ

の 計 画]… 〈hoc>は 「こ れ 」 を 、 〈consiliium>は 「計 画 」 を 意 味 す る;〈pl

ushonoris>[よ り 多 く の 名 誉]… 〈plus>は 「い っ そ う 多 く の も の 」 を 、 〈h

onor>は 「名 誉 」 を 意 味 す る;〈quidnovi?〉[ど の よ う な 新 し い こ と が?]

… 〈quid>は 「な に が?」 を 、 〈novum>は 「新 し い[も の]」 を 意 味 す る;〈a
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liquidboni>[な に か よ い こ と]… 〈aliquid>は 「あ る こ と 」 を 、 〈bonum>

は 「 よ い[こ と]」 を 意 味 す る(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §376を 参 照)。 「属 格 の

訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」。<3157>

〈394>Confirmatioomnessuppletdefectus,1icetidquodact

umestabinitiononvaluit。[C6nfirmati6suppletdefectUsomne

s,licetid,quodestactum,n6nvaluitabiniti6.](Co.Litt.295b)

「追 認 は 、 た と え 行 な わ れ た こ と が 当 初 か ら 効 力 を 持 た な か っ た と し て も 、

あ ら ゆ る 欠 陥 を 補 う 。」<confirmatio>… 「確 認 」、 〈supplet>… 〈suppleo>

[補 う]の 囲 国 團 、 〈defectus>… 〈defectus>「 欠 陥 」 の 國 圃 、 〈initio>… 〈i

nitium>[初 め]の 團 圏 。

〈395>Confirmatiosuppletdefectus.[C6nflrmati6suppletdefe

ctUs.]「 追 認 は 欠 陥 を 補 う 。」 〈cnfirmatio>… 「確 認 」、 〈supplet>… 〈sup

pleo>[補 完 す る]の 囲 国 團 、<defectus>…<defectus>[欠 陥]の 國 因]。

〈396>Confusioneextinguitur(exstinguitur)obligatio.[Obligat

i6extinguitur(exstinguitur)c6nfUsi6ne.](Ter.CZem.D.34,3♪214)「 債

務 関 係 は 混 同 に 依 っ て 消 滅 す る 。」 〈extinguitur(exstinguitur)〉 … 〈exting

uo(exstinguo)〉[消 滅 さ せ る]の 図 囲 国 團 、 〈confusione>… 〈confusio>

[混 同]の 團 圏 。 〈585>

〈397>Conjunctiomaritietfeminaeestdejurenaturae.[Con

jUncti6maritletfeminaeestdejUrenatUrae.](σZp.D.ヱ,14,3)「 夫

と 妻 の 結 合 は 、 自 然 法 上 の も の で あ る 。」 〈conjunctio>… 「結 合 」、 〈mari

ti>… 〈maritus>[夫]の 團 圓 、 〈feminae>… 〈femina>[婦 女]の 團[国 。

〈398>Connexorum(Conexorum)idemestjudicium.[JUdicium

connex6rum(c6nex6rum)estidem.]「 結 び つ い た[も の]に つ い て の 判

決 は 、 同 じ で あ る 。」 〈connexorum(conexorum)〉 … 〈connecto(conecto)〉

[結 ぶ]の 園 囹 〈・・nn・xu・(・ ・n・xu・)〉 の 國 匝]國(囮).<437>

〈399>Consanguineiduorumconcumbentiumnonsuntaffines.

[C6nsanguineiconcumbentiumdu6rumn6nsuntaffines.]「 二 人 の

共 棲[者]た ち の 同 血[者]た ち は 、 姻 族 で は な い 。」 〈consanguinei>… 〈c

onsanguineus>[同1血 の]の 國 囲 国(囲)、 〈concumbentium>… 〈conc

umbo>[共 棲 す る]の 囲 囹 〈concumbens>の 國 囲 國(匿 囮)、 〈affines>…

〈affinis>[姻 戚 関 係 に あ る]の 圏[圖 国(囮)。 〈148>・ 〈149>・ 〈1378>

〈400>Consensioomniumgentiumlexnaturaeputandaest.[C

6nsensi6gentiumomniumestputandalexnatUrae,](Cic.Tusc.Di

sp.1,30)「 全 国 民 の 同 意 は 、 自 然 の 法 律(法)と 考 え ら れ る べ き で あ る 。」

<consensio>… 「同 意 」、<gentium>… 〈gens>[国 民]の[國[國 、 〈putanda>

… 〈puto>[考 え る]の 國 囮 〈putandus>「 考 え ら れ る べ き[で あ る]」 の 團
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國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「自 然 法 」 → 「索 引 」。

〈401>Consensucontrahitur.[Contrahiturc6nsensU.](6Co,Re

p.22b;Co.Litt.33a;Dyer,143)「 そ れ は 同 意 に 依 っ て 締 結 さ れ る 。」

〈402>Consensusfacitlegem.[C6nsensusfacitlegem.](Vθ η.D.

45,14374;Branch,Princ.)「 合 意 は[当 事 者 間 に]法 律(法)を 作 る 。」

〈403>Consensusfacitnuptias.[C6nsensusfacitnUptias.](σZ

p.D.50,17,30;J㍑Z.D,23,1,11)「 同 意 が 婚 姻 を 作 る 。」 〈nuptias>… 〈nupt

iae>[婚 姻](複 数 形)の 因]。 ※ 有 名 な 定 義 的 規 定 と し て 、 〈2381翫s>〈Nu

ptiaesuntconjunctiomarisetfeminae,consortiumomnisvitae,

diviniethumanijuriscommunicatio.〉(Mod.D.23,2,1)「 婚 姻 は 、 男

と 女 の 結 合 で あ り 、 全 生 活 の 共 同 で あ り 、 神 法 お よ び 人 法 の 共 同 で あ る 。」

と い う も の が あ る が 、 こ れ は む し ろ 倫 理 的 側 面 か ら 考 察 が な さ れ て 生 み だ

さ れ た も の で あ っ て 、 か な ら ず し も 婚 姻 の 法 的 構 造 を 表 現 し て い る の で は

な い 。 ロ ー マ 時 代 の 婚 姻 が ず っ と 以 前 か ら 一 夫 一 婦 制 の 段 階 に 入 っ て い る

こ と 、 お よ び 、 キ リ ス ト 教 的 婚 姻 観 の 影 響 が ま だ 十 分 に は な い こ と が 、 ロ

ー マ の 婚 姻 を 見 る う え で 、 前 提 と な る 。 合 法 的 な 婚 姻 に は 、 障 害 事 由(か

な り 多 い)が な い こ と 、 婚 姻 す る こ と に つ い て 合 意 が 存 在 す る こ と 、 家 を

共 同 に す る こ と 、 な ど が 要 件 と な っ て い る 。 婚 姻 の 形 態 と し て は 、 妻 が 婚

家 の 家 長 の 権 力(手 権)に 服 属 す る よ う に な る 場 合 と 、妻 が 従 来 の 地 位(実

家 に お け る 娘 の 地 位)を 保 持 し た ま ま で 婚 姻 状 態 に 入 る 場 合 と が あ り 、 後

代 に は 後 の ケ ー ス が ふ え た 。 通 常 、 婚 約 が 先 行 し 、 わ が 国 の 場 合 と 大 き く

異 な っ て 、 婚 姻 成 立 に あ た っ て 夫 婦 間 の 財 産 関 係 は 明 瞭 に 決 め ら れ る 。 離

婚 は 、 一 配 偶 者 の 一 方 的 意 思 表 示 と 共 同 生 活 の 廃 止 と に よ っ て 成 立 す る の

で 、 ど ち ら の 側 か ら も 比 較 的 容 易 に 実 行 さ れ た 。 ロ ー マ の 婚 姻 は 、 現 代 的

な 用 語 を 用 い れ ば 、 形 式 婚 主 義(こ れ に は 、 宗 教 婚 主 義 と 法 律 婚 主 義 が あ

る)に は よ ら ず 、 事 実 婚 主 義 に よ っ た 。 社 会 的 に は 、 婚 約 の 存 在 や 、 花 嫁

を 夫 の 家 に つ れ て い く 迎 妻 式 の 執 行 を 通 じ て 婚 姻 が 明 瞭 に な る が 、 法 上 有

効 な 婚 姻 は 合 意 の み に よ っ て 成 立 す る(こ の 点 は 時 代 に よ っ て や や 異 な る)。

理 論 上 、 当 事 者 の 合 意 と 、 そ の 当 事 者 を 自 身 の 家 長 権 の も と に 服 属 さ せ て

い る 権 力 者 の 合 意 と は 別 物 で あ る が 、 も と も と は 、 む し ろ 前 者 の ほ う に ウ

ェ イ ト が お か れ た 。 い ず れ に し て も 、 ロ ー マ の 婚 姻 に は 、 な に や ら モ ダ ン

な 色 合 い も 随 所 に 見 ら れ る 。 〈349翫s>

〈404>Consensus,nonconcubitus,facitmatrimonium(nuptia

s);etconsentirenonpossuntanteannosnubiles.[C6nsensus,

n6nconcubitus,facitmatrim6nium(nUptias);etn6npossuntc6n

sentireanteann6snUbiles.](σZ 、ρ.D.50,17,30;J㍑Z.D.23,1,1ヱ;Co.

Litt.33a;6Co.Rep.22b;Dyer,143,Pl.56)「 共 棲 で は な く 、 同 意 が 、 婚

B-141



姻 を 作 る 。 そ し て 、 彼 ら は 、 婚 姻 可 能 な 年 令 に 達 す る 前 に は 、 同 意 す る こ

と は 出 来 な い 。」 〈concubitus>… 「共 棲 」、 〈matrimonium>… 〈matrimoni

um>[婚 姻]の 團 因]、 〈nuptias>… 〈nuptiae>[婚 姻](複 数 形)の 因]、<a

nnos>… 〈annus>[年]の[國 因]、 〈nubiles>… 〈nubilis>[婚 姻 適 齢]の 國

囲 因]。 ※ 「タ テ マ エ(同 意)と ホ ン ネ(同 棲)」 → 「索 引 」

〈405>Consellsustolliterrorem.[C6nsensustolliterr6rem,](σ

Zp.D,2,145;Co,Litt.126b;2Co,Inst,123;Broom,Max,83)「 同 意 は

錯 誤 を 取 り さ る 。」 〈tollit>… 〈tollo>[と り さ る]の 囲 国 團 。 〈395>・ 〈76

1>

〈406>Consentientesetagentesparipoenaplectentur.[C6ns

entientesetagentesplectenturpoenaparl.](5Co,Rep.80a)「[犯

行 に]同 意 す る[人]と[そ れ を]実 行 す る[人]は 、 同 等 の 罰 を 受 け る 。」

<consentientes>… 〈consentio>[同 意 す る]の 囲 囹<consentiens>の[國[劉

国 、 〈agentes>… 〈ago>[行 な う]の 囲 囹 〈agens>の 圏 囲 国(囮)、 〈ple

ctentur>… 〈plecto>[罰 す る]の 図 囲 国 圏 、 〈pari>… 〈par>[同 等 の]の 團

國 團 。

〈407>Consentirematrimoniononpossuntinfraannosnubile

s.[N6npossuntc6nsentirematrim6ni6infraann6snUbiles.](5

Co.Rep.80;6Co.Rep.22)「 彼 ら は 、 婚 姻 可 能 な 年 令 に 達 し て い な い と き

に は 、 婚 姻 に 同 意 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈annos>… 〈annus>[年 令]の 國

因]、 〈nubiles>… 〈nubilis>[婚 姻 適 令 の]の[園 囲 匿1。

〈408>consentirenonvideturquierrat.[Qulerrat,n6nvidet

urc6nsentire.]「 錯 誤 す る[人 は]、 同 意 す る も の と は 見 ら れ な い 。」 ※

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈vid

etur>と 〈consentire>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>

〈409>consentirevidetur,quilongotemporepatitur.[Qulpa

titurtemporelong6,videturc6nsentire.]「 長 期 間 に わ た っ て 容 認 す る

[人 は]、 同 意 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈patitur>…[≡]〈patior>[容 認 す る]

の 囲 国 團(図)、 〈longo>… 〈longus>[長 い]の 團 囲 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈cons

entire>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>

〈410>Consentirevidetur,quitacet。[Quitacet,videturc6nse

ntire.]「 沈 黙 す る[人 は]、 同 意 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈tacet>… 〈taceo>

[黙 る]の 囲 国 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞

の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈consentire>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈411>Consiliinonfraudulentinullaobligatio.[Obligati6nUll

ac6nsiliin6nfraudulenti.](σZp.D.50,17,47pr.)「 詐 欺 的 で は な い 助
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言 に つ い て は 、 な ん ら の 債 務 関 係 も[存 在 し]な い 。」 〈consilii>… 〈consi

lium>[助 言]の 團[国 、 〈fraudulenti>… 〈fraudulentus>[詐 欺 的 な]の 團

匠][國 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」。 〈793>・ 〈201

1>・ 〈2368>・ 〈2889>

〈411翫s>Consilioetoperacuratoristueridebetnonsolump

atrimolliumsedetcorpusacsa111sfuriosi.[Patrim6niumn6ns

61um,sedetcorpusacsalUsfuri6sl,debettuerlc6nsill6etope

racUrat6ris.]「 単 に 精 神 錯 乱 者 の 資 産 だ け で な く 、[そ の]身 体 お よ び 安

寧 も 、 保 佐 人 の 熟 慮 お よ び 労 苦 に 依 っ て 守 ら れ る べ き で あ る 。」 〈patrimo

nium>… 「資 産 」、 〈corpus>… 「身 体 」、 〈salus>… 「安 全 」、 〈furiosi>… 〈f

uriosus>[精 神 錯 乱 の]の 團 囲 圓(匿 唾])、 〈tueri>… 〈tueo>[守 る]の 図

囲 圏 、 〈consilio>… 〈consilium>[熟 慮]の 團 團 、<opera>… 〈opera>[労

苦]の 團 團 、 〈curatoris>… 〈curator>[保 佐 人]の 團[国 。 ※ 〈nonsolum

～sedest>は 相 関 語 で あ る 。 こ の 〈tueo>と 同 じ 意 味 の デ ー ポ ー ネ ン テ ィ

ア 動 詞 〈tueor>が 、 べ つ に あ る 。

〈411オ εr>Constalltematrimollio,doteminbonismaritiesse.

[D6temesseinbonlsmarltl,matrim6ni6c6nstante.]「 婚 姻 継 続 中

に 嫁 資 が 夫 の 財 産 の 中 に 在 る こ と 。」 〈dotem>… 〈dos>[嫁 資]の 團 因]、 〈m

ariti>… 〈maritus>[夫]の 團 圏 、 〈constante>… 〈consto>[存 続 す る]の

國 囹 〈constans>の 團EE1圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(matri

monio)プ ラ ス 現 在 分 詞(constante)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と き に 」

で あ る 。 対 格 不 定 法 型 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の<dotem>は 、 意 味 上 の 主

語 と し て 、〈esse>に か か る 。 こ の 命 題 は 不 定 法 止 で 、不 完 全 な 文 章 で あ る 。

因]国 → 〈35>、 国[耐 → 〈98>、 「不 定 法 止 」 → 〈171>。

〈412>Constatadsalutemcivillminventasesseleges.[C6nst

atlegesesseinventasadsalUtemclvium.]「 法 律(法)が 国 民 の 安

寧 の た め に 考 案 さ れ た こ と は 、確 定 し て い る 。」〈inventas>… 〈invenio>[考

案 す る]の 囲 囹 〈inventus>の[國[図 因]、 〈salutem>… 〈salus>[安 寧]の 團

因]。 ※ 非 人 称 動 詞 で あ る 〈constat>に よ っ て ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 対 格 形 の 〈leges>は 、 主 語 と し て 、 〈esseinventas>に か か る 。 園]

困 →<35>。 と こ ろ で 、 不 定 法 と し て は 、 完 了 不 定 法 の ケ ー ス(〈esseinve

ntas>)が ま れ に 登 場 し て く る 。 し か も 、 こ の よ う に 二 語 複 合 型 の 受 動 相

(「 ～ さ れ た こ と 」)と な っ て い る 。 な お 、 受 動 相 完 了 の 構 成 要 素 で あ る 完 了

分 詞 は 、 形 容 詞 と し て 、 対 格 形 へ と 語 尾 変 化 を し て い る 。 「不 定 法 」 → 〈17

1>

〈413>Constitutiorespicitfuturaetnonpraeterita.[C6nstitU

ti6respicitfutUraetn6npraeterita.](DeCr.1,2,2,Summarium)
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「[法 規 の]設 定 行 為 は 、 未 来[の こ と]を 見 て い る が 、[し か し 、]過 去[の

こ と]ま で は 、[見]な い 。」 〈constitutio>… 「制 度 」、 〈respicit>… 〈resp

icio>[見 る]の 囲 国 團 、〈futura>… 〈futurus>[未 来 の]の 圏 園 因](匿 囮)、

〈praeterita>… 〈praeteritus>[過 去 の]の 閣 圃 囲(囮)。 ※ 「当 初(過

去)と 事 後(未 来)」 → 「索 引 」。 〈1690>・ 〈2305>

〈413わfs>Constitutionesprincipumllecigno「a「e⊂1uem噌uamll

ecdissimularepermittimus.[PermittimusquemquamnecIgn6ra

re,necdissimularec6nstitUti6nesprlncipum.]「 私 た ち は 、あ る 人 が 、

元 首 の 勅 法 を 知 ら な い こ と も 、[知 ら な い と]偽 る こ と も 許 さ な い 。」 〈per

mittimus>… 〈permitt・ 〉[許 す]の 囲 日 圏 、 〈ign・rare>'"〈ign・ 「・〉[知 ら

な い]の 囲 困 、 〈dissimulare>… 〈dissimulo>[偽 る]の 國 困 、 〈constit

utiones>… 〈constitutio>[勅 法]の[國 因]、<principum>… 〈princeps>[元

首]の 圏 圓 。 ※ 〈permittimus>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対

格 形 の 〈quemquem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈ignorare>と 〈dissimular

e>の 双 方 に か か る 。 因]匠]→ 〈35>

〈414>Constitlltionestemporeposteriorespotioressunthis

quaeipsaspraecesserunt.[C6nstitUti6nesposteri6restempores

untpoti6reshis,quaepraecesseruntipsas.](Mod.D.1,4,4)「 時 に

お い て い っ そ う 後 の 法 規 は 、 そ れ に 先 行 し た も の よ り も い っ そ う 強 い 。」 〈c

onstitutiones>… 〈constitutio>[法 規]の 圏 国 、 〈praecesserunt>… 〈pr

aecedo>[先 行 す る]の 囲 国 圏 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 の 用 法 が 見 え る → 「索

引 」。 〈his>が そ の 奪 格(複 数)で あ る → 〈605>。

〈415>Constitutumesseeamdomumunicuiquenostrumdebe

reexistimari,ubiquisquesedesettabulasllaberet,suarumqu

ererllmconstitutionemfecisset.[Domumeamessec6nstitUtum

debereexlstimarlunlcuiquenostrum,ublquisquehaberetsedes

ettabulas,(que)fecissetc6nstitUti6nemrerumsuarum.]G41∫e翻

sVαr㍑s,D.50,16,203)「 各 人 が 住 居 と 帳 簿 を 持 ち 、 そ し て 、 自 身 の 用 務

の 設 定 を 行 な っ た そ の 家 が 、 私 た ち の 各[人]の[も の で あ る]と 考 え ら

れ る べ き で あ る こ と が 定 め ら れ た こ と 。」〈constitutum>… 〈constituo>[定

め る]の 匠1囹<constitutus>の 團 圃 因](受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈domu

m>… 〈domus>[家]の 團 因]、 〈existimari>… 〈existimo>[評 価 す る]の 図

囲 国 、 〈sedes>… 〈sedes>[住 居]の[園 因]、 〈tabulas>… 〈tabula>[帳 簿]

の[園 園]、 〈COnStitUtiOnem>… 〈COnStitUtiO>[確 立]の 團 因]。 ※ 不 定 法 止

の 構 文 で あ る 。 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈domum>は 、 主 語 と

し て 、 〈debere(existimari)〉 に か か る 。<esse>が 省 略 さ れ た か た ち で 登 場

す る 〈unicuique>は 、 「所 有 の 与 格 」 の 用 例 で あ る 。 〈debere>は 不 定 法 な の
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で 、 中 性 扱 い と な り 、 〈constitutum>の 形 を ひ き だ し て い る 。 「与 格(所 有

の 与 格 ・行 為 者 の 与 格 ・ 目 的 の 与 格)の 用 法 」 → 「索 引 」、 「不 定 法 止 」 → 〈1

71>。

〈416>Constructiolegisnonfaciatinjuriam.[C6nstrUcti61egi

sn6nfaciatinjUriam.](Co.Litt.183a;Step.Touch.88;Broom,Max.

603)「 法 律(法)の 構 成 が 、 不 法 を 作 ら な い よ う 。」 〈constructio>… 「組

成 」。

〈416わfs>Consuetudinisdelinquendipraesumptiotantumine

odemvelsimiligeneremali.[PraesUmpti6c6nsuetUdinisdelinq

uenditantumine6demvelsimiligeneremali.]「 不 法 な 行 為 を 行 な

う 習 癖 に つ い て の 推 定 は 、 同 一 種 類 あ る い は 類 似 の 種 類 の 悪 事 に 於 い て の

み[な さ れ る]。 」 〈delinquendi>…<delinquo>[不 法 な 行 為 を す る]の 國 囮

<delinquendum>の 圓(團)、 〈simili>… 〈similis>[似 て い る]の 團 圃 團 。

※ 國 囮 → 〈153>

〈416オer>Consuetudinismagnavisest.[Visc6nsuetUdinisest

magna.]「 慣 習 の 力 は 大 き い 。」

〈416q㍑ αオεr>Consuetudinisususquelongaevinonvilisauctori

tasest.[Auct6ritasc6nsuetUdinis(que)UsUslongaeviestn6nvi

lis.]「 慣 習 お よ び 長 期 間 の 利 用 の 権 威 は 、 無 価 値 な も の で は な い 。」 〈auct

oritas>… 「権 威 」、 〈longaevi>… 〈longaevus>[長 期 間 の]の 團 囲[国 、 〈v

ilis>… 〈vilis>[無 価 値 の]の 團 國 国 。

〈417>Consuetudocertaessedebet;namincertapronullisll

abentur.[C6nsuetUd6debetessecerta;namincertahabenturpr

6nUllis.](Dav.Ir.K.B.33;Tray.Lat.Max.96;Co.Litt.113a)「 慣 習 は

[、 慣 習 法 と し て 認 め ら れ る た め に は 、]確 定 的 な も の で あ る べ き で あ る 。

実 際 の と こ ろ 、 不 確 定 な[も の]は 、 存 在 し な い[も の]と 扱 わ れ る 。」 〈i

nCerta>… 〈inCertUS>[不 確 定 な]の 閣 圃 国 。 ※ 「慣 習 ・ 慣 行 ・ 風 習 」 と

い う も の に か ん し て は 、 ロ ー マ 法 上 、 こ こ に 見 え る 〈consuetudo>の ほ か

に 、 〈mos(mores)〉 と い う 概 念 が あ る 。 と り わ け 、 〈moresmajorum>[祖

先(父 祖)の 慣 習]が 重 要 で あ る 。 ゲ ル マ ン 法 に は 、 〈GuteGewohnheit,

gutesRecht.〉[良 い 慣 習 は 良 い 法]を は じ め と し て 、 慣 習 に 重 き を お

く 法 命 題 が 多 く 見 ら れ る が 、 ロ ー マ で は 、 慣 習 そ れ 自 体 に は 、 ゲ ル マ ン 人

の 場 合 ほ ど 、 重 要 性 は な い 。 む し ろ 、 ロ ー マ で は 、 慣 習 が 政 務 官 の 訴 訟 指

揮 や 法 学 者 の 実 務 活 動 を 通 じ て 、法 制 度 の な か に 入 り こ ん で き て い る の で 、

慣 習 と 法 の 間 柄 は 、 対 立 し た も の と い う よ り も む し ろ 、 後 者 が 前 者 を 吸 収

し 、 包 摂 し て い く 、 と い っ た 流 動 的 な 関 係 に な っ て い る 。 も っ と も 、 後 代

に な る と 、 不 文 法 と い う 観 念 も し だ い に 成 立 す る よ う に は な っ て い る 。 「確
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定 的 な も の と 不 確 定 な も の 」 → 「索 引 」

〈418>Collsuetudocontrarationemilltroductapotillsllsurpat

ioquamconsuetudoappellaride1⊃et.[C6nsuetUdointr6ductaco

ntrarati6nemdebetappellariUsUrpati6potius,quamc6nsuetUd

6.](Broom,Max.603;Co.Litt.113a,141)「 理 に 反 し て 導 入 さ れ た 慣 習

は 、 慣 習 と い う よ り も 、 む し ろ 不 当 利 用 と 名 づ け ら れ る べ き で あ る 。」 〈in

troducta>… 〈introduco>[導 き い れ る]の 囲 囹 〈introductus>の 團 國 国 、

<apPellari>… 〈apPello>[呼 ぶ]の 図 囲 困 、 〈usurpatio>… 「不 当 利 用 」。

〈419>Consuetudoestalteralex.[C6nsuetUd6estlexaltera.]

(JαZ.D.1,3,32,1;4Co.Rep.21a)「 慣 習 は も う 一 つ の 法 律(法)で あ る 。」

※ 〈lex>の と こ ろ に 〈natura>[自 然]が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 「タ テ マ エ

(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」

〈420>Consuetudoestoptimaleguminte叩res.[C6nsuetUd6e

stinterpresoptimalegum.](σ1μD.1,3,37;Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.104,

4;2Co.Inst.18)「 慣 習 は 法 律(法)の 最 良 の 解 釈 者 で あ る 。」 〈interpre

s>… 「解 釈 者 」。 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))

と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。<420>・<2473>・ 〈2476>

〈421>Consuetudoetcommunisassuetudovincitlegemnons

criptam,sisitspecialis;etinterpretaturlegemscriptam,sil

exestgeneralis.[C6nsuetUd6etassuetUd6commUnisvincitlege

mn6nscrlptam,slsitspecialis;etinterpretaturlegemscrlptam,

sllexetgeneralis.](Jenk,Cent.273)「 慣 習 お よ び 共 通 の 習 慣 は 、 も

し そ れ[不 文 の 法 律(法)]が 特 別 な[内 容 の]も の で あ る 場 合 に は 、 不 文

の 法 律(法)に 勝 ち 、 そ し て 、 も し 法 律(法)が 一 般 的 な[内 容 の]も の

で あ る 場 合 に は 、 成 文 の 法 律(法)を 解 釈 す る 。」 〈assuetudo>… 「慣 習 」、

<vincit>… 〈vinco>[勝 つ]の 囲 国 團 、 〈scriptam>… 〈scribo>[書 く]の 園

囹 〈scriptus>の 圓 國 圃 、 〈specialis>… 〈specialis>[特 別 の]の 團 國 国 、

〈interpretatur>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 囲 国 團(図)。 ※ 「一

般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ

(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」、 「成 文 法 と 不 文 法 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(成 文 法)と ホ ン ネ(不 文 法)」 → 「索 引 」。

〈422>Consuetudoexcertacausarationabiliusitataprivatc

ommunemlegem.[C6nsuetUd6Usitataexcausacertarationabili

prlvatlegemcommUnem.](Co.Litt.113b)「 確 定 的 で 合 理 的 な 理 由 に 基

づ い て 人 が し ば し ば が 用 い た 慣 習 は 、 共 通 の 法 律(法)に 優 越 す る 。」 〈us

itata>…[≡]〈usitor>[し ば し ば 用 い た]の 囲 囹 〈usitatus>の 團[冤 、 〈ratio

nabili>… 〈rationabilis>[合 理 的 な]の 團 國 匡1、 〈privat>… 〈privo>[奪
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う]の 囲 国 團 。 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))

と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈423>Consuetudofacitlegem.[C6nsuetUd6facitlegem.]「 慣 習

は 法 律(法)を 作 る 。」 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法

律(法))と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈424>Consuetudo,1icetsitmagllaeauthoritatis,nllnqllamta

menpraejudicatmanifestaeveritati.[C6nsuetUd6praejUdicatv

eritatlmanifestaenumquamtamen,licetsitauth6ritatismagnae.]

(4Co.Rep.18a)「 慣 習 は 、 た と え 大 き な 権 威 を 持 つ も の で あ っ て も 、 や

は り 、 明 白 な 真 実 に 予 断 を 与 え る こ と は 、 決 し て な い 。」 〈praejudicat>…

〈praejudico>[先 決 と な る]の 國 国 團 、 〈veritati>… 〈veritas>[真 実]の

團 團 、 〈manifestae>… 〈manifestus>[明 白 な]の 團 因 團 、 〈authoritati

s>… 〈authoritas>[権 威]の 團 圓 。 ※ 〈magnaeauthoritatis>は 属 格 の ペ

ア で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈425>Consuetudolociestobservanda.[C6nsuetUd610ciesto

bservanda.](σZμD.50,ヱ7;4Co.Rep,21a,28b;6Co.Rep,67a;10

Co.Rep.140a;CorbetlsCase7Co.Rep.5a;Broom,Max.918)「[そ の]

土 地 の 慣 行 は 遵 守 さ れ る べ き で あ る 。」 〈observanda>… 〈observo>[守 る]

の 國 囮 〈observandus>[守 ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈426>Consuetlldomaneriietlociobservandaest.[C6nsuetUd

6maneriletloclestobservanda,](Branch,Max,28;4Co.Rep.21a)

「荘 園 お よ び 地 所 の 慣 行 は 遵 守 さ れ る べ き で あ る 。」<manerii>… 〈maneriu

m>[荘 園]の 團[國 、 〈observanda>… 〈observo>[尊 重 す る]の 國 囮 〈obs

ervandus>[尊 重 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈427>Consuetudone唖ueinjuriaoririnequetollipotest.[C6

nsuetUd6potestnequeorlrlnequetolllinjUria.](Lofft,340)「 慣 習

は 、 不 法 に 依 っ て は 、 生 ず る こ と も 、 消 滅 さ せ ら れ る こ と も 、 出 来 な い 。」

〈Oriri>… 圖 〈OriOr>[生 ず る]の 囲 團(図)、 〈tOlli>… 〈tOllO>[と り さ る]

の 図 囲 困 。

〈428>Consuetudononhabeturinconse唖uentia.[C6nsuetUd6

n6nhabeturinc6nsequentia.](13Keb.49a)「 慣 習 は 結 論 に 於 い て は

保 持 さ れ な い 。」 〈consequentia>… 〈consequentia>[結 果]の 圓 團 。

〈429>Consuetudoobservandaest.[C6nsuetUd6estobservand

a.]「II貫 習 は 遵 守 さ れ る べ き で あ る 。」 〈observanda>… 〈observo>[守 る]

の 國 圏 〈observandus>の 團 園 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>

〈430>Consuetudopraescriptaetlegitimavincitlegem.[C6ns

uetUd6praescriptaetlegitimavincitlegem.](Co.Litt.33b,113a;L
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offt,340)「 長 期 間 の 、 ま た 法 に 従 っ た 慣 習 は 、 法 律(法)に 勝 つ 。」 〈pra

escripta>… 〈praescriptus>[長 期 間 の]の 團 國 国 、〈vincit>… 〈vinco>[勝

つ]の 囲 国 團 。 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))

と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈431>Consuetudoprolegeservatur。[C6nsuetUd6servaturpr6

1ege.]「 慣 習 は 法 律(法)と し て 守 ら れ る 。」 〈servatur>… 〈servo>[守 る]

の 図 囲 国 團 。 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))

と ホ ン ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈432>ConsuetudoregniAngliaeestlexAngliae.[C6nsuetUd6

regniAngliaeestlexAngliae.](Jenk.Cent.11a)「 イ ギ リ ス 王 国 の 慣

習 は イ ギ リ ス の 法 律(法)で あ る 。」 〈regni>… 〈regnum>[王 国]の 團 圓 、

<Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團 圏 。

〈433>Consuetudosemelreprobatanonpotestampliusinduci.

[C6nsuetUd6reprobatasemeln6npotestindUciamplius.](Dav.Ir.

K.B.33)「 い っ た ん 排 斥 さ れ た 慣 習 は 、 更 に 導 き い れ ら れ る こ と は 出 来 な

い 。」〈reprobata>… 〈reprobo>[排 斥 す る]の 園 囹 〈reprobatus>の 團 國 国 、

<induci>… 〈induco>[導 き い れ る]の 図 囲 困 。 ※ 〈semel>の と こ ろ は 、 「慣

習 が い っ た ん 排 斥 さ れ る と 」 と 訳 す る こ と も で き る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 →

〈55>・ 「索 引 」

〈434>Consuetudovincitcommunemlegem.[C6nsuetUd6vinci

tlegemcommUnem.](4Co.Rep.21;Co.Litt.336;1Rop.H&W55

1)「 慣 習 は 共 通 の 法 律(法)に 勝 つ 。」 〈vincit>… 〈vinco>[勝 つ]の 囲 国

團 。 ※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン

ネ(慣 習)」 → 「索 引 」。

〈435>Consuetudovolentesducit;1exnolentestrahit.[C6nsu

etUd6dUcitvolentes;lextrahitnolentes.](Jenk.Cent.274)「 慣 習

は[自 ら]望 む[人]を 導 き 、 一 方 、 法 律(法)は 望 ま な い[人]を 引 き

よ せ る 。」 〈ducit>… 〈duco>[導 く]の 囲 国 團 、 〈volentes>… 〈volo>[望

む]の 囲 囹 〈・・1・n・ 〉の 國 囲 圃(囮)、 〈t・ahit>… 〈t・ah・ 〉[ひ く]の 囲 国

團 、 〈n・1・nteS>… 〈n・1・ 〉[望 ま な い]の 囲 囹 〈n・1・n・ 〉の 國 囲 囲(囮)。

※ 「法 律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣

習)」 → 「索 引 」。

〈436>Contemporaneaexpositioestoptimaetfortissima.[Ex

positi6contemporaneaestoptimaetfortissima,](2Co.Inst.11;B

room,Max.682)「[書 面 の]同 時 期 の 解 釈 が 、 最 良 で 最 強 で あ る 。」 〈expo

sitio>… 「解 釈 」、<contemporanea>… 〈contemporaneus>[同 時 代 の]の

團 國 国 、 〈fortissima>… 〈fortis>[強 い]の 國 〈fortissimus>の 團 國 国 。
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〈437>Continentiacausaedividinondebet.[Continentiacaus

aen6ndebetdlvidl,](C.J,3,140;C.J.4,20,1;JuZ,D.22,3,25,4ヱ)「 事

案 の 関 連 性 は 分 割 さ れ る べ き で は な い 。」 〈continentia>… 「関 連 性 」、 〈di

vidi>… 〈divido>[分 割 す る]の 図 囲 團 。 〈398>

〈438>Contraeum,吼uilegemdicerepotuitapertius,estinte

rpretatiofacienda.[Interpretati6estfaciendacontraeum,quI

potuitdlcerelegemapertius.](Pαp,D.2,14,39;Lib.Sex.5,13,57)「 条

項 を い っ そ う 明 白 に 言 明 す る こ と が 出 来 た[は ず の]人 に 不 利 な か た ち で 、

解 釈 が な さ れ る べ き で あ る 。」 〈facienda>… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈facie

ndus>「 な さ れ る べ き[で あ る]」 の 團 國 国 、 〈apertius>… 〈aperte>[明

白 に]の 國 。 ※ 國 圏 → 〈1>

〈438わfs>Contrafactumillatio(velprotestatio)nonvalet.[I

llati6(velpr6testati6)contrafactumn6nvalet.]「 な さ れ た[こ と]

に 反 す る 発 言(あ る い は 公 言)は 効 力 を 持 た な い 。」 〈illatio>… 「発 言 」、 〈p

rotestatio>… 「公 言 」。

〈438オer>Contrafactumnondatllrargllmentum.[ArgUmentum

n6ndaturcontrafactum.]「 推 論 は 事 実 に 逆 ら っ て は 与 え ら れ な い 。」

〈argumentum>… 「推 論 」。

〈439>Contraimpossibilenemotenetur.[Nem6teneturcontra

impossibile,](JohannvonLuxemburg)「 誰 も 、 不 可 能 な[も の]に 対

し て は 、 拘 束 さ れ な い 。」 ※ 「不 可 能 」 → 「索 引 」

〈439わfs>Contrajuriscivilisregulaspactaconventaratanon

habentur.[PactaconventacontraregulasjUriscivilisn6nhabe

nturrata.]「 市 民 法 の 法 範 に 対 す る 約 束 合 意 は 、 有 効 な[も の]と は 扱 わ

れ な い 。」 〈conventa>… 〈convenio>[約 束 す る]の 囲 囹 〈conventus>の[園

匝 国 、<regulas>… 〈regula>[法 範]の 圏 圖 、<rata>… 〈ratus>[有 効 な]

の 閣 圃 国 。

〈440>Contralegemfacit,quiidfacitquodlexprohibet,in

fraudemvero,quisalvisverbislegissententiamejuscircumv

enit.[Qulfacitid,quodlexprohibit,facitcontralegem,ver6,q

ulcircumvenitsententiamejus,verblslegissalvls,infraudem.

(Pα ㍑Z.D.1,3,29)「 法 律(法)が 禁 止 す る こ と を な す[人 は]、 法 律(法)

に 反 し て な す 。 し か し 、 法 律(法)の 文 言 を 傷 つ け な い 状 況 の も と で 、 そ

の 趣 旨 を 欺 く[人 は]、[法 律(法)を]欺 い て[行 動 す る]。 」 〈circumve

nit>… 〈CirCUmVeniO>[欺 く]の 囲 国 團 、 〈Sententiam>… 〈Sententia>[内

容]の 團 因]、<salvis>… 〈salvus>[安 全 な]の[國 圃 團 、 〈fraudem>… 〈fr

aus>[詐 害]の 團 因]。 ※ 〈qui>と 〈quod>は 二 重 の 関 係 節 を ひ く 関 係 代 名 詞
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で あ る 。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(verbis)プ ラ ス 形 容 詞(sal

vis)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ し な が ら 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈22>、 「文 言 と 意

思、(意 図)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文 言)と ホ ン ネ(趣 旨)」 → 「索 引 」。

〈441>Contraminoremnoncurritpraescriptio.[Praescripti6

n6ncurritcontramin6rem.](C.J.2,40,5;Co.Litt.343)「 時 効 は 、 年

少[者]に 対 し て は 進 行 し な い 。」 〈praescriptio>… 「日寺 効 」、 〈currit>… 〈c

urro>[走 る]の 國 国 團 。 〈156>

〈442>Contranegantemprincipianonestdisputandum.[N6n

estdisputandumcontranegantemprincipia.](Co.Litt.343a)「 原 理

を 否 認 す る[人]を 相 手 方 と し て は 、 議 論 は 不 可 能 で あ る 。」 〈disputand

um>… 〈disputo>[議 論 す る]の 國 圏 〈disputandus>[議 論 さ れ る こ と が

で き る]の 團 圃 国 、<negantem>… 〈nego>[否 認 す る]の 囲 囹 〈negans>

の 團 囲 因](匿 唾])、 〈principia>…<principium>[原 理]の[國 因]。 ※ 動 形

容 詞 の 非 人 称 表 現 に つ い て は 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §592を 参 照 。 こ こ の 動 形

容 詞 の 意 味 は 、 「～ さ れ る べ き[で あ る]」 で は な く て 、 「～ さ れ る こ と が で

き る 」 で あ ろ う 。 國[圖 → 〈1>

〈443>Contranonvalentemagerenullacurritpraescriptio.[P

raescripti6nUllacurritcontran6nvalentemagere.](C.J.7,35,4;

Broom,Max.606,903)「 訴 え る こ と が 出 来 な い[人]に 対 し て は 、 な ん ら

の 時 効 も 進 行 し な い 。」 〈praescriptio>… 「日寺 効 」、 〈currit>… 〈curro>[走

る]の 國 国 團 、 〈valentem>… 〈valeo>[で き る]の 國 囹 〈valens>の 團 囲 圃

(囮)。 ※ 〈valeo>は 補 足 不 定 法<agere>を ひ く → 〈171>。

〈444>Contraremjudicatamnonaudietur.[N6naudieturcont

raremjUdicatam.]「 既 判 物 に 対 立 す る か た ち で は 、[主 張 は]聴 か れ な

い で あ ろ う 。」 〈audietur>… 〈audio>[聴 く]の 図 困 国 團 。 〈853>・ 〈138

8>・ 〈1393>

〈445>Contrascriptumtestimoniumnonscriptumtestimoniu

mnonfertur.[Testim6niumn6nscriptumn6nferturcontratest

imoniumscriptum.](C.J.4,20,1:C.J.4,20,18)「 書 か れ て い な い 証 拠

は 、 書 か れ て い る 証 拠 に 対 抗 し て は 、 提 出 さ れ な い 。」 〈scriptum>… 〈scri

bo>[書 く]の 匠1囹<scriptus>の 團 匝 の 国 ・ 因]、 〈fertur>… 〈fero>[さ し

だ す]の 図 囲 国 圓 。

〈446>Contratabulasnullavaletusurpatio.[UsUrpati6nUlla

valetcontratabulas.]「 文 書 に 逆 ら っ て は 、 い か な る 利 用 も 効 力 を 持 た

な い 。」 〈usurpatio>… 「利 用 」、 〈tabulas>… 〈tabula>[文 書]の 國 因]。

〈447>Contraveritatemlexnumquamaliquidpermittit.[Lex

permittitaliquidcontraveritatemnumquam.](2Co.Inst.4252)「 法
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律(法)は 、 あ る[こ と]が 真 実 に 反 し て[い る]状 況 で は 、 こ れ を 決 し

て 許 さ な い 。」 〈veritatem>… 〈veritas>[真 実]の 團[到 。

〈448>Contravimnonvaletjus.[JUsn6nvaletcontravim.]

「暴 力 に 対 し て は 、 法 は 力 を 持 た な い 。」 ※ 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン

ネ(暴 力)」 → 「索 引 」。 〈1377>・ 〈3416>・ 〈3824>

〈449>Contractajurecontrariojurepereunt.[ContractajUre

pereuntjUrecontrari6.]「 法 に 従 っ て 合 意 さ れ た[こ と]は 、[そ れ と

は]逆 の 法 に 従 っ て 、 消 滅 す る 。」 〈contracta>… 〈contraho>[結 ぶ]の 園

囹 〈・・nt・a・tu・ 〉の 國 圃 国(囮)、 〈pereunt>… 〈pere・ 〉[滅 び る]の 囲 国

[園 、 〈contrario>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 口]圏 。 ※ 「ロ ー マ 法 の バ

ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」

〈450>Contractusabinitiovoluntatisest,expostfactonec

essitatis.[Contractusestvoluntatisabiniti6,necessitatisexfa

ct6post.](c.J.4,10,5)「 契 約 は 、当 初 に 於 い て は 自 由 意 思 の も の で あ り 、

事 後 に 依 い て は 強 制 の も の で あ る 。」 〈initio>… 〈initium>[初 め]の 團 團 、

〈facto>… 名 詞 の 〈factum>[行 為]の 團 圏 で は な く て 、 匠1囹 〈factus>の 團

匝 團 が 名 詞 化 し た も の で あ る 。 副 詞 の 〈post>は<facio>と い う 動 詞 に か か

っ て い る 。 ※ 「〈sum>[で あ る]プ ラ ス 名 詞 の 属 格 」 の 部 分 に は 、 状 況 に

お い て い ろ い ろ と 訳 を つ け ら れ る 。 た と え ば 、 こ れ は 、 「契 約 を 締 結 す る か

ど う か は ま っ た く 自 由 で あ る が 、 し か し 、 い っ た ん 締 結 に ふ み き っ た か ら

に は 、契 約 を 履 行 す る よ う 強 い ら れ る 。」 と い っ た 趣 旨 の 命 題 で あ ろ う 。 「属

格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」、 「前 と 後 」 → 「索 引 」。

〈451>Contractuscontrahentibuslexesto.[Contractusest61ex

contrahentibus.](Pαp.D.16,3,24)「 契 約 が 契 約 を 締 結 す る[人]に と

っ て 法 律(法)で あ れ 。」 〈contrahentibus>一 ・〈contraho>[契 約 を 締 結 す

る]の 囲 囹 〈contrahens>の[國[劉 團(囮)。 ※ 〈esto>は 、 格 言 で も 比 較 的

珍 し い 命 令 法 未 来(三 人 称)の 用 例 で あ る が 、 法 令 、 条 約 遺 言 書 の 文 言 な

ど の 、 法 が ら み の 命 題 用 の 表 現 と な っ て い る 。 人 生 訓 に も こ れ が 見 え る 。

つ ぎ の 英 語 の 〈be>が 同 系 列 の 言 い ま わ し で あ る 。 文 語 の 「あ る べ し 」 ・「た

る べ し 」 の 訳 が こ の 用 法 に よ く マ ッ チ す る 。 旧 世 代 の 人 々 な ら 、 〈Boysbe

ambitious!〉 「少 年 よ 、 大 志 を い だ け!」 と い う フ レ ー ズ に 親 し ん で い る

よ う に 思 わ れ る の で あ る が 、 〈esto>に は こ の 〈be>の も つ ニ ュ ア ン ス に 近 い

と こ ろ も あ る(も っ と も 、 〈esto>は 命 令 法 動 詞 な の で 、 英 語 の 仮 定 法 と は

文 法 構 造 は ち が う が)→ 〈109>。 「契 約 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(法 律)と ホ ン ネ(契 約)」 → 「索 引 」。

〈452>Contractusestquasiactuscontraactum。[Contractus

estactuscontraactumquasi.](2Co.Rep.15)「 契 約 は 、 い わ ば 行 為
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に 対 す る 行 為 の よ う な も の で あ る 。」 ※ こ の 命 題 は 、 〈contra>と 〈actum>

の 言 葉 上 の 対 応 の 面 白 さ を 、 〈contractus>と い う 言 葉 に ひ っ か け て 示 そ う

と す る 、 い わ ば 、 遊 び の 産 物 で あ る 。 も っ と も 、 〈contraho>[契 約 を 締 結

す る]と い う 言 葉 は 、 〈con>と 〈traho>か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 こ の 命 題

は 、 語 源 論 か ら す れ ば 、 あ ま り 意 味 は な い 。

〈453>Contractusexconvelltionelegemacciperedilloscuntur

(dignoscuntur).[Contractusdln6scuntur(dlgn6scuntur)accipere

legemexconventi6ne.](σZρ.D.16,3,1,6;Lib.Sex.5,13,85)「 契 約 は 、

合 意 か ら 法 律(法)を 受 け と る も の と 認 め ら れ る 。」 〈dinoscuntur(digno

scuntur)〉 … 〈dinosco(dignosco)〉[認 識 す る]の 図 囲 国 國 、 〈accipere>

… 〈accipio>[う け と る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈c

ontractus>は 、 〈dinoscuntur(dignoscuntur)〉 と<accipere>の 双 方 に か か

る 。 国 匠]→ 〈98>、 「契 約 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ

ン ネ(契 約)」 → 「索 引 」。 〈464>・ 〈2483>

〈454>Contractusexturpicausavelcontrabonosmoresnull

iusest.[Contractusexcausaturplvelcontram6resbon6sest

nUlllus.](Pα ㍑Z.D.2,14,27,4;Hob.167)「 恥 ず べ き 原 因 に 基 づ く か 、 あ

る い は 良 い 習 慣 に 反 す る か す る 契 約 は 、 無 効 で あ る 。」 〈turpi>… 〈turpis>

[恥 ず べ き]の 團 國 團 、 〈mores>… 〈mos>[習 慣]の[園 因]。 ※ 〈nullius>は

属 格 形 で あ る が 、そ う い っ た 属 格 の 用 法 に つ い て は 、〈68>・ 〈84>お よ び 「属

格 の 訳 し か た 」(索 引)を 参 照 。

〈455>Contractuslegemexconventioneaccipiunt.[Contractu

saccipiuntlegemexconventi6ne.](σZp.D,16,7,1,6)「 契 約 は 合 意 か

ら 法 律(法)を 受 け と る 。」〈accipiunt>… 〈accipio>[う け と る]の 囲 国 圏 。

※ 「契 約 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ ン ネ(契 約)」

→ 「索 引 」。

〈456>Contractusvisomnisinconclusioneconsistit.[Viso

mniscontractUsc6nsistitinconclUsi6ne.]「 契 約 の 全 効 力 は 、[そ の]

締 結[と い う 行 為]の 中 に 在 る 。」 〈consistit>… 〈consisto>[存 在 す る]

の 國 国 團 、 〈conclusione>… 〈conclusio>[締 結]の 團 圏 。 ※ 母 音 に 長 音

符 が つ い て い な い 、 ふ つ う の 文 章 命 題 の ケ ー ス で は 、 文 頭 の 〈contractus>

は 、 属 格 の 形 で あ る け れ ど も 、 そ の 位 置 関 係 か ら 、 主 格=主 語 と う け と ら

れ て し ま う 危 険 が あ る 。

〈457>Contrahentessubconditiolleimpossibilinillilagerevo

luisseexistimalltur(exsistimantur).[Contrahentessubconditi6n

eimpossibillexlstimantur(exsistimantur)voluisseagerenihil.]

「不 可 能 な 条 件 の 下 で 契 約 を 締 結 す る[人]は 、 な ん ら 行 な う こ と を 望 ま な
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か っ た も の と 考 え ら れ る 。」 〈contrahentes>… 〈contraho>[結 ぶ]の 囲 囹

〈・・nt・ah・n・ 〉の[園 囲 国(囮)、 〈・xi・tim・ntu・(・x・i・tim・ntu・)〉 … 〈・xi・

timo(exsistimo)〉[考 え る]の 図 囲 国 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

主 語 の 〈contrahentes>は 、 〈existimantur(exsistimantur)〉 と 〈voluisse>

の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>。 〈374>'〈1161>

〈458>Contrariaallegansnonaudiatur.[Alleganscontrarian

6naudiatur,]「[法 廷 で]矛 盾 す る[こ と]を 申 し た て る[人 の 言 分]が

聴 か れ な い よ う 。」 〈allegans>… 〈allego>[申 し 立 て る]の 見 出 し 語 囲 囹

(囮)、 〈contraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の 國 圃 圃(囮)、 〈audi

atur>… 〈audio>[聴 く]の 圏 図 囲 国 團 。

〈459>Contrariasimulessenonpossunt.[Contrarian6nposs

untessesimul.]「 対 立 す る[も の]は 、同 時 に 存 在 す る こ と は 出 来 な い 。」

<contraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の 國 圃 国(囮)。

〈460>Contrariorumcontrariaestratio.[Contrariacontrari6r

umestrati6.](Hob.344)「 反 対 の[も の]の 反 対 の[も の]は 理 で あ

る 。」 〈contraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 囲 国(囲)、 〈contrari

orum>… さ き の 〈contrarius>の[國 匠][国([蟹)。

〈460わfs>Contraxisseunusquisqueineolocointelligiturinq

uoutsolveretseobligaverit。[Unusquisqueintelligiturcontraxi

sseinloc6e6,inqu60bligaveritutsolveretse,]「 各 人 は 、 弁 済 す

る よ う に 自 身 を 義 務 づ け た そ の 場 所 で 契 約 を 締 結 し た も の と 理 解 さ れ る 。」

<contraxisse>… 〈contraho>[結 ぶ]の 匠1困 、<obligaverit>… 〈obligo>[義

務 づ け る]の 國 囲 国 團 。 ※ 〈obligaverit>に は 、 直 説 法 未 来 完 了 に も 、 同

じ 形 が あ る 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈unusquisque>は 、 〈int

elligitur>と 〈contraxisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈461>Contrectatioreialienaeanimofurandiestfurtum.[Co

ntrectati6reialienaeanim6fUrandiestfUrtum.](Pα ㍑Z.D.47,2,1,

3;Jenk.Cent.132)「 盗 む 意 思 に 依 る 他 人 の 物 の 領 得 は 、 窃 盗 で あ る 。」 〈c

ontrectatio>… 「領 得 」、 〈animo>… 〈animus>[心]の 團 團 、 〈furandi>

… 圖 〈furor>[盗 む]の 國 囮 〈furandum>の 國(團) 、 〈furtum>… 「窃 盗 」。

※ 〈reialienae>に は 単 数 与 格 の 組 合 わ せ も あ る 。 つ ま り 、 「他 人 の 物 の 」

で は な く て 、 「他 人 の 物 に 」 と い う よ う に で あ る 。 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>、

「定 義 」 → 「索 引 」。

〈462>Contumaxconfitetur.[Contumaxc6nfitetur.](C.11,59,1

ヱ,1)「 不 出 廷[者]は 自 白 す る 。」 〈contumax>… 「法 廷 へ の 召 喚 に 応 じ な

い 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞(囮)、 〈confitetur>…[≡]〈confiteor>[自

白 す る]の 囲 国 團(図)。
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〈463>Contumaxnonappellat。[Contumaxn6nappellat.](C.

J.3,143,4)「 不 出 廷[者]は 上 訴 し な い 。」 〈contumax>… 「法 廷 へ の 召

喚 に 応 じ な い 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞(囮)、 〈appellat>… 〈appell

o>[上 訴 す る]の 囲[ヨ 團 。

〈464>Conventioestalteralex.[Conventi6estlexaltera.](4

Co.Inst,21)「[当 事 者 間 の]合 意 は も う 一 つ の 法 律(法)で あ る 。」 ※ 「合

意 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ ン ネ(合 意)」 → 「索

引 」。 〈453>。 〈2483>

〈465>Conventioetmodusvincuntlegem.[Conventi6etmod

usvincuntlegem.](2Co.Rep.73b;Story.Ag.§368)「 合 意 と 方 式 は 法

律(法)に 勝 つ 。」 〈modus>… 「方 式 」、 〈vincunt>… 〈vinco>[勝 つ]の 囲

国 國 。 ※ 「合 意 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ ン ネ(合

意)」 → 「索 引 」。

〈466>Conventiolegemdatcontractui.[Conventi6datlegem

contractui.](σZp.D,50,17,23)「[当 事 者 間 の]合 意 は 契 約 に 法 律(法)

を 与 え る 。」 ※ 「合 意 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ ン

ネ(合 意)」 → 「索 引 」。

〈467>Conventioprivatorumnonpotestpublicojuriderogare.

[Conventi6privat6rumn6npotestder6garejUripUblic6.](Wi

ng,Max.201,74b;Co,Litt.166a)「 私[人]の 合 意 は 、 公 け の 法(強 行 法)

を 部 分 的 に 廃 止 す る こ と は で き な い 。」 〈derogare>… 〈derogo>[部 分 的 に

廃 止 す る]の 囲 匠]。 ※ 「合 意 と 法 律(法)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)

と ホ ン ネ(合 意)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(公)と ホ ン ネ(私)」 → 「索 引 」。

〈468>Corporacommunia,sednonpecunia。[CorporacommUni

a,sedpecUnian6n.]「 肉 体 は 共 通 で[あ る]が 、 し か し 、 金 銭 は[共 通

で は]な[い 。]」 〈corpora>… 〈corpus>[肉 体]の 圏 国 、<pecunia>… 「金

銭 」。

〈469>Corporalisinjurianonrecipitaestimationemdefuturo.

[InjUriacorporalisn6nrecipitaestimati6nemdefutUr6.](Bac.

Max.Reg.6;Broom.Max.190)「 身 体 上 の 傷 害 は 、 未 来 の[こ と]に 関 し

て[補 償]査 定 を 受 け い れ な い 。」 〈corporalis>… 〈corporalis>[肉 体 の]

團 國 国 、 〈recipit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 囲 国 團 、 〈aestimatione

m>… 〈aestimatio>[評 価]の 團 因]、 〈futuro>… 〈futurus>[未 来 の]の 團

囲 團(囮)。

〈470>Corpusllumanumnollrecipitaestimationem.[Corpush

Umanumn6nrecipitaestimati6nem.](Hob.59)「 人 の 身 体 は[金 銭]

評 価 を 受 け な い 。」 〈corpus>… 「身 体 」、 〈humanum>… 〈humanus>[人 の]
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の 團 園 国 、 〈recipit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 囲 国 團 、 〈aestimatio

nem>… 〈aestimatio>[評 価]の 團 因]。

〈471>Corruptissimarespu1⊃1icaplurimaeleges.[RespUblica

corruptissima,legesplUrimae.](Tac.Ann.3,27)「 最 も 腐 敗 し た 国 家

[に は 、]最 も 多 い 法 律(法)が[在 る]。 」 〈corruptissima>… 〈corruptus>

[腐 敗 し た]の 國 〈corruptissimus>の 團 國 国 。 ※ こ こ は 、 絶 対 的 最 上 級 の

用 例 と 見 て 、 「き わ め て 」 と 訳 出 す る 方 が 自 然 か も し れ な い 。 「絶 対 的 比 較

級 ・ 絶 対 的 最 上 級 」 → 〈105>

〈472>Credendaestscriptura.[ScriptUraestcredenda.](Cθr.

Scαeひ,D,32,37,5)「 書 類 は 信 じ ら れ る べ き で あ る 。」〈scriptura>… 「書 類 」、

〈credenda>… 〈credo>[信 ず る]の 國 圏 〈credendus>[信 じ ら れ る べ き[で

あ る]]の 團[図 匡1。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈credo>は 与 格 を ひ く 自 動 詞 で あ る が 、

こ の よ う に 他 動 詞 と し て 対 格 を と る 用 法 も あ る 。こ の と き<scriptura>が 主

格 と し て た つ 、 ふ つ う の 受 動 相 の 構 文 に な る(cf.〈496>)。 一 方 で 、 ふ つ

う 自 動 詞 の 受 動 相 で は 、 主 格 で は な く て 、 与 格 が く る 。 「自 動 詞 の 受 動 相 」

→ 〈59>・ 「索 引 」、 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 「索 引 」。

〈472わfs>Creditorisestquiexceptionepe叩etuasu1⊃moveri

nonpotest.[Creditorestis,quin6npotestsubmoveriexcepti6n

eperpetua.]「 債 権 者 は 、 永 続 的 な 抗 弁 に 依 っ て 斥 け ら れ る こ と が 出 来 な

い 人 で あ る 。」 〈submoveri>… 〈submoveo>[し り ぞ け る]の 図 囲 困 、 〈pe

rpetua>… 〈perpetuus>[永 続 的]の 團 國 團 。

〈473>Creditornonvideturcessissecontrase.[Creditorn6n

videturcessissecontrase.]「 債 権 者 は 、 自 身 に 不 利 に 譲 渡 し た も の

と は 見 ら れ な い 。」 〈cessisse>… 〈cedo>[譲 渡 す る]の 囲 困 。 〈2086>

〈474>Creditorposteriorillprioriscreditorislocumsuccedit.

[Creditorposteriorsucceditinlocumcredit6rispri6ris.](Mαrcf.

D.20,4,12,9;C.J.8,18,1)「(い っ そ う)後 の 債 権 者 は 、(い っ そ う)前 の

債 権 者 の 地 位 を 引 き つ ぐ 。」〈succedit>… 〈succedo>[ひ き つ ぐ]の 囲 国 團 。

※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」。 〈321>・ 〈322>

〈474わfs>Creditorquipermittitremvenire,pigllusdimittit.

[Creditor,qulpermittitremvenlre,dlmittitplgnus.]「 物 が 売 ら れ

る こ と を 許 す 債 権 者 は 、 質 を 解 く 。」 〈permittit>… 〈permitto>[許 す]の 囲

国 團 、 〈venire>… 〈veneo>[売 ら れ る]の 囲 團 、 〈dimittit>… 〈dimitto>

[と く]の 囲 国 團 、 〈pignus>… 〈pignus>[質]の 團 圃 。 ※ 〈permittit>に

ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈rem>は 、 意 味 上 の 主 語 と

し て 、〈venire>に か か る 。母 音 に 長 音 符 が つ い て い な い ふ つ う の 表 示 で は 、

こ の 形 は 〈venio>[く る]の 方 の 現 在 不 定 法 と も う け と れ る 。 因]團 → 〈35>
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〈474オer>Creditorisestreipericulum。[Periculumreiestcredi

t6ris.]「 物 の 危 険 は 債 権 者 に 属 す る 。」 〈periculum>… 「危 険 」。 ※ 「属 格

の 訳 し か た 」 → 「索 引 」

〈475>Creditorumappellationenonhitantumaccipiunturqu

ipecuniamcrediderunt,sedomnesquibusex吼ualibetcausad

ebetur.[N6ntantumhl,qulcredideruntpecUniam,sedomnes,

quibusdebeturexcausaqualibet,accipiunturappellati6necredi

t6rum.](Gαf,D.50,1641)「 金 銭 を 貸 し た 者 だ け で は な く て 、[あ る 者 が]

な ん ら か の 原 因 に 基 づ い て[あ る 物 を]負 っ て い る[相 手 方]す べ て[も]、

債 権 者 と い う 名 称 の 中 に 受 け い れ ら れ る 。」 〈crediderunt>… 〈credo>[貸

す]の 匠1国 國 、 〈pecuniam>… 〈pecunia>[金 銭]の 團 圃 、 〈accipiuntur>

… 〈accipio>[う け い れ る]の 図 囲 国 國 、 〈appellatione>'° °〈aPPellatio>

[名]の 團 團 。 ※<nontantum～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈475わfs>Creditumetdebitumnonpossuntconcurrereinead

empersona.[Creditumetdebitumn6npossuntconcurrereinpe

rs6naeadem,]「 債 権 と 債 務 は 同 一 の 人 々 の 間 で は 競 合 す る こ と は 出 来 な

い 。」<creditum>… 「債 権 」、 〈concurrere>… 〈concurro>[競 合 す る]の 囲

匠]。

〈476>Crediturvirginisepraegnantemasserenti.[Crediturv

irgimasserentlsepraegnantem.]「 自 身 が 妊 娠 し て い る と 申 し た て る

処 女[の 主 張]は 、 信 じ ら れ る 。」 〈creditur>… 〈credo>[信 ず る]の 図 囲

国 團 、 〈Virgini>… 〈VirgO>[処 女]の 團 團 、 〈aSSerenti>… 〈aSSerO>[申

立 て る]の 囲 囹 〈asseren・ 〉の 圓 國 團(囮)、 〈P・a・gnant・m>… 〈P・a・gn

ans>[妊 娠 し て い る]の 團 國 因]。 ※ 現 在 分 詞 〈asserens>中 の 〈assero>と

い う 動 詞 に よ っ て ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈se>は 、

意 味 上 の 主 語 と し て 、 省 略 さ れ た 〈esse>[で あ る]に か か る 。 囲 困 → 〈35>、

「自 動 詞 の 受 動 相 」 → 〈59>・ 「索 引 」。 〈3822>

〈477>Crescentemalitiacresceredebetpoena.[Poenadebet

crescere,malitiacrescente.](2Co.Inst.479)「 悪 意 が 増 大 す れ ば す る

ほ ど 、 刑 罰 は 増 大 す る べ き で あ る 。」 〈crescere>… 〈cresco>[増 大 す る]

の 囲 匠]、 〈malitia>… 〈malitia>[悪 意]の 團 匿]、<crescente>… さ き の 〈c

resco>の 囲 囹 〈crescens>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞

(malitia)プ ラ ス 現 在 分 詞(crescente)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す れ ば 」

で あ る 。 圏 圏 → 〈22>

〈477わfs>Crescitcontumeliaexpersonaejus唖11icontllmelia

mfecit.[Contumeliacrescitexpers6naejus,qulfecitcontumeli

am.]「 侮 辱 は 、[侮 辱 を]行 な っ た 人 の 人 格 に 応 じ て 、 増 大 す る 。」 〈cont
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Umelia>… 「侮 辱 」、 〈CreSCit>… 〈CreSO>[士 曽 大 す る]の 囲 国 團 、 〈COntU

meliam>… 〈COntUmelia>の 團 因]。

〈478>Crimenlaesaemajestatisomniaaliacriminaexceditq

uoadpoenam.[Crimenmajestatislaesaeexceditcriminaaliao

mnia,qu6adPoenam・](Brac・fol.118b;3Co.Inst.210)「 反 逆 罪 は 、

刑 罰 に 関 す る 限 り で は 、他 の あ ら ゆ る 犯 罪 を 凌 駕 す る 。」〈majestatis>… 〈m

ajestas>[威 厳]の 團 圓 、 〈laesae>… 〈laedo>[傷 つ け る]の 囲 囹 〈laesu

s>の 團 國 圓 、<excedit>…<excedo>[こ え る]の 囲 国 團 。 ※<majestatis

laesae>は 、 直 訳 す る と 「傷 つ け ら れ た 威 厳 の 」 で あ る が 、 「威 厳 を 傷 つ け

る こ と の[犯 罪]=反 逆 罪 」 の 意 味 に と る 必 要 が あ る 。 各 近 代 語 の 場 合 で

も 、 邦 訳 の さ い こ の よ う な 言 い か え の テ ク ニ ッ ク が 利 用 さ れ て い る は ず で

あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「言 い か え の 訳 し か た 」 → 「索

引 」。

〈479>Crimenomniaexsenatavitiat.[Crimenvitiatomnian

ataexse.](Henryv.BankofSalina,5Hill(N.Y.)523,531)「 犯 罪

は 自 身 か ら 生 ま れ た[も の]す べ て を 無 効 な も の と す る 。」 〈vitiat>… 〈vit

iO>[無 効 に す る]の 囲 国 團 、 〈nata>… 圖 〈naSCOr>[生 ま れ る]の 園 囹 〈n

atUS>の 閣 圃 因]。

〈480>Crimentrahitpersonam.[Crimentrahitpers6nam.](P

eaplev.Adams,3,Deino(N,Y,)190,210,45Am.Dec.468)「 犯 罪 は 人 を

連 れ て い く 。」 〈trahit>… 〈traho>[ひ く]の 囲 国 團 。

〈481>Criminamorteextinguuntur(exstinguuntur).[Crlminae

xtinguuntur(exstinguuntur)morte.](σZp,D,48,44)「 犯 罪 は[犯 人 の]

死 亡 に 依 っ て 消 滅 す る 。」 〈extinguuntur(exstinguuntur)〉 … 〈extinguo(e

xstinguo)〉[消 す]の 図 囲 国 圏 、 〈morte>… 〈mors>[死]の 團 團 。 〈866>

〈482>Criminea1⊃unodisceomnes.[Disceomnesabcrlmine

Un6.](Verg.Aen.2,65)「 た だ 一 つ の 罪 過 か ら す べ て の[罪 過]を 学 べ 。」

〈disce>… 〈disco>[学 ぶ]の 囹 囲 口 團 、 〈crimine>… 〈crimen>[罪]の 團

圏 。

〈483>Cuibono(fuerit)?[Cui(fuerit)bon6?](Cic,ProSex,R

oscio,84;ProMilone,32;Philippica,2,35)「 誰 に 利 益 と(成 っ た)か?」

〈cui>… 〈quis>[誰 が ～ か?]の 團 囲 團 、 〈bono>… 〈bonus>[よ い]の 團 圃

團(囮)。 ※ こ れ は 、 与 格 が 二 つ な ら ぶ 、 と て も 珍 し い 用 例 で あ る 。 し か

も 、 格 言 風 で は な い に も か か わ ら ず 、 パ ン チ の き い た 言 い ま わ し と な っ て

い る 。 日 本 語 で も 、 「誰 に 利 益 に(な っ た)の か?」 と 訳 し て み れ ば 、 ラ テ

ン 語 の 与 格 の 感 じ が よ く 出 せ る 。 犯 罪 捜 査 や 公 判 廷 で の 審 理 の さ い 、 犯 行

か ら 直 接 的 ・間 接 的 に 利 益 を 手 に い れ る 者 が い な い か ど う か が 、 動 機 問 題
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の 一 環 と し て 検 討 さ れ る こ と が あ る(も っ と も 、〈cui>の 形 は 中 性 の と こ ろ

に も ち ゃ ん と あ る の で 、 「誰 に 」 の と こ ろ を 「な に に 」 と 読 み か え る こ と も

で き な い わ け で は な い)。 ロ ー マ の 弁 論 術 理 論 で は 、 ギ リ シ ア 由 来 の 弁 論 術

理 論 の 強 い 影 響 の も と に 、 こ の 問 題 を め ぐ る 議 論 の 攻 防 の 仕 方 に つ い て 、

ノ ウ ・ハ ウ が つ み あ げ ら れ て い る 。 と こ ろ で 、 さ き の く だ り の 〈cuibono>

の 文 法 的 解 説 に つ い て で あ る が 、 ま え の 「誰 に 」 は 、 「誰 の た め に 」 の こ と

で 、 「利 害 関 係 の 与 格 」 の 用 法 に 属 し 、 後 の 「利 益 に 」 は 「利 益 の た め に 」

の こ と で 、 「目 的 の 与 格 」 の 用 法 に 属 す る 。 与 格 と い う 格 に つ い て は 、 「～

に 与 え る 」 と い う 文 章 に お け る 「に 」 の 役 割 に ち な ん で 、 い わ ゆ る 「間 接

目 的 語 」 と し て の 「に 」の 格 と ひ と ま ず う け と っ て 頂 い て さ し っ か え な い 。

し か し 、一 ラ テ ン 語 の 格 の 用 法 で は つ ね に 生 ず る こ と な の で あ る が 一 日 本

語 の 文 法 感 覚 や 語 感 だ け で は 少 し つ い て い け な い よ う な 与 格 の 用 法 が あ る 。

一 つ は 「所 有 の 与 格 」 と い う 用 法 で あ る
。 後 代 に は 〈habeo>と い う 動 詞 は 、

近 代 欧 米 語 の 場 合 の よ う に 、 「も つ 」 と い う 意 味 も 帯 び る よ う に な っ た が 、

古 く は 、 「も つ 」 を 意 味 す る 動 詞 が な か っ た た め も あ っ て 、 「私 は 父 を も っ

て い る 。」 と い う 、 す っ き り と し た 表 現 に は な ら な か っ た 。 そ れ で 、 「私 に

は 父 が い る 。」 に お け る 「私 に 」 の と こ ろ を 「所 有 の 与 格 」 を 用 い て 表 現 し

て い た(こ の よ う な 現 象 は ギ リ シ ア 語 に も あ る)。 日 本 語 で も 、 「私 に は 妹

が い る 。」 と い う 表 現 は 、 い か に も 外 国 語 風 の 「私 は 妹 を も つ 。」 よ り も や

わ ら か い 感 じ に な っ て い る の で 、 こ の ラ テ ン 語 の 構 文 は 日 本 語 と し て も 、

そ れ な り に 自 然 な も の と 言 え る か も し れ な い 。 も う 一 つ 、 二 つ の 与 格 を 用

い て 、「そ れ は 私 の た め に 助 け の た め に あ る 一 私 に 助 け に な る 一 私 の 助 け に

な る 」 と い う 言 い ま わ し が 、 要 注 意 で あ る 。 〈Estauxiliomihi.〉 が そ れ で

あ る 。 〈auxilio>は 〈auxilium>[援 助]の 単 数 与 格 で 、 〈mihi>は 〈ego>「 私

(は)」 の 与 格 で あ る → 〈486>。 さ ら に 面 倒 な の は 、 「行 為 者 の 与 格 」 と 名 づ

け ら れ て い る 用 法 で 、 〈Pugnandumnobisest.〉 は 、 「(そ れ は)私 た ち の

た め に 戦 わ れ な け れ ば な ら な い 」で は な く 、 「私 た ち に よ っ て 戦 わ れ な け れ

ば な ら な い 。=私 た ち は 戦 わ な け れ ば な ら な い 。」が 正 し い 訳 し か た で あ る 。

〈pugno>[戦 う]と い う 自 動 詞 の 動 形 容 詞 〈pugnandus>と と も に 与 格 が く

る と 、 「前 置 詞 〈a(ab)〉 プ ラ ス 奪 格 」 と い う ふ つ う の 受 動 相(態)の パ タ ー

ン を 用 い る の で は な く て 、 奪 格 と は 肌 合 い の ち が う 与 格 だ け で 、 行 為 者 が

示 せ る の で あ る 。 他 動 詞 の 場 合 で も 同 様 で あ る 。 〈nobis>は 〈nos>[私 た ち

(は)]の 与 格 で あ る 。 い ず れ に し て も 、 与 格 と 奪 格 が 同 じ 形 を し て い る う

え に 、 用 法 に も 重 な り あ う と こ ろ も あ る の で(現 に 、 動 詞 が も と も と 与 格

を 支 配 す る と き に は 、 こ れ が 、 行 為 者 の 与 格 と 重 な っ て し ま う の で 、 後 者

は 〈aプ ラ ス 奪 格 〉の 通 常 型 に さ し か え ら れ る 、 二 つ の 格 を 識 別 し て 正 訳 に

た ど り つ く の は 容 易 な こ と で は な い 。 と き ど き 誤 訳 が 生 じ て し ま う の は そ
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の た め で あ る 。 ち な み に 、 独 語 に も 「所 有 の 三 格 」 と い う 用 法 が あ っ て 、

初 学 者 を 悩 ま せ る 点 も 、 こ の さ い な に か の 参 考 と な ろ う 。 「与 格(所 有 の 与

格 ・ 行 為 者 の 与 格 ・ 目 的 の 与 格)の 用 法 」 → 「索 引 」。 〈492>・<2066>・<3

626>

〈484>Cuiconcedituraliquid,intelliguntur(intelleguntur)co

llcessaomnia,sille噌uibusexplicarinollpotest.[Omnia,sine

quibusn6npotestexplicarl,intelliguntur(intelleguntur)concessa,

cuialiquidconceditur.](Veη.D,4349,4pr.;Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.12

5,2)「 あ る も の を 譲 与 さ れ る[人 に は]、 そ れ が 実 行 さ れ る 際 に 不 可 欠 で

あ る[も の]が す べ て 譲 与 さ れ た[も の と]理 解 さ れ る 。」 〈explicari>… 〈e

xplico>[実 行 す る]の 図 囲 困 、 〈concessa>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 匠1

囹 〈concessus>の 國 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、<conceditur>… さ き

の 〈concedo>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈sinequibusexplicarinon

potest>の く だ り を 直 訳 す る と 、 「そ れ ら な し に は そ れ が 実 行 さ れ る こ と が

で き な い と こ ろ の[す べ て の も の]」 と な る(〈potest>の と こ ろ に 、 〈potu

it>が 入 っ て く る と 、 完 了 形 と し て 、 「で あ っ た 」 と な る)。 文 頭 に 位 置 し て

い る 〈cui>も 、 こ こ の 〈sinequibus>(前 置 詞 つ き の 関 係 代 名 詞)も 、 関 係

代 名 詞 の 用 法 と し て は 、 む ず か し い 方 で あ る(し か も 、 〈cui>の 与 格 の 先 行

詞 は 省 略 さ れ て い る)。 「前 置 詞 つ き の 関 係 代 名 詞 」 → 〈96>。 主 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈omnia>は 、 〈intelliguntur(intelleguntur)〉 と 〈(es

se)concessa>の 双 方 に か か る 。 と こ ろ で 、 奪 格 支 配 の 前 置 詞 〈sine>を 組

み こ ん だ 〈sinequibusnon>に つ い て 言 え ば 、 こ れ と よ く 似 た 構 造 の 、 よ

く 知 ら れ た 〈sinequanon>と い う も の が あ る 。 〈quibus>の 方 は 、 先 行 詞

の 〈omnia>が 複 数 形(中 性)な の で 、 関 係 代 名 詞 〈qui>が 複 数 が ら み の 形 を

と り 、 一 方 、 〈qua>の 方 は 、 想 定 さ れ て い る 先 行 詞 「条 件 〈condicio>」 が

単 数 形(女 性)な の で 、 〈qua>の 形 を と っ て い る 。 言 う ま で も な く 、<qui

bus>も 〈qua>も 、 前 置 詞 に ひ か れ て 、 奪 格 に な っ て い る 。 〈sinequanon>

は ふ つ う 「必 須 条 件 」 と 訳 さ れ て い る が 、 そ の 直 訳 は 、 「そ れ な し に は ～ が

～[存 在 し]な い[条 件]」 の こ と で あ る 。 国 困 → 〈98>、 「目 的 と 手 段 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。 〈1510>・ 〈2878>・ 〈29

62>

〈485>Cuijurisdictiodataest,eaquoqueconcessaessevide

ntur,sinequibusjurisdictioexplicarinonpotuit.[Quoqueea,

sinequibusjUrisdicti6n6npotuitexplicarl,videnturesseconc

essa,cuijUrisdicti6estdata,](Jα ひ.D.24,2)「 裁 判 権 を 与 え ら れ た[人

に は]、 そ の 裁 判 権 を 行 使 す る 際 に 不 可 欠 で あ っ た も の も 譲 与 さ れ た も の と

見 ら れ る 。」 〈jurisdictio>… 「裁 判 権 」、 〈explicari>… 〈explico>[実 行 す
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る]の 図 囲 團 、 〈concessa>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 囲 囹 〈concessus>

(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)の 圏 田 国 、 〈data>… 〈do>[与 え る]の 囲 囹 〈da

tus>の 團 因 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

主 格 の 〈ea>は 、 〈videntur>と 〈esseconcessa>の 双 方 に か か る 。 〈cui>の

先 行 詞 は 隠 れ て い る が 、 こ れ も 与 格 で あ る(与 格 の よ う な 微 妙 な 格 形 が 省

略 さ れ て い る ケ ー ス は 、 あ ま り 見 ら れ な い)。 国 圏 → 〈98>、 「目 的 と 手 段 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と 「ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。

〈486>Cuijusestdonandi,eidemetvendendietconcedendi

jusest.[JUsetvendendietconcedendiesteidem,cuijUsdon

andiest.](σZ .ρ.D.50,17463)「 贈 与 す る 権 利 が 属 す る そ の 人 に は 、 売 却

す る 権 利 も 、 譲 与 す る 権 利 も 、 属 す る 。」 〈vendendi>… 〈vendo>[売 却 す

る]の 國 囮<vendendum>の 國(團)、 〈concedendi>… 〈concedo>[譲 与 す

る]の 國 囮 〈concedendum>の 圓(團)、 〈donandi>… 〈dono>[貝 曽 与 す る]

の 國 囮 〈donandum>の 圏(團)。 ※ 「私 に は 家 に 父 が い る 。」 の は 、 「私 は

家 に 父 を も っ て い る 。」 の と だ い た い 同 じ よ う な 意 味 の 文 章 で あ る が 、 「私

に(は)」 と い う と こ ろ が ラ テ ン 語 の 与 格(「 に 」 の 格)と も 似 て い る の が

面 白 い 。 〈Estmihidomipater.〉 が そ の ラ テ ン 語 訳 で あ る 。 〈mihi>は<eg

o>[私(は)]の 単 数 与 格 で 、 〈domi>は 珍 し い 地 格(位 格)で 、 「家 に 」 を

意 味 す る 。 そ れ か ら 、 〈pater>は 「父 」 を 意 味 す る 。 上 例 で は 、 〈eidem>

と 〈cui>が と も に 与 格 で 、所 有 の 主 体 を 表 し て い る 。 こ れ が 「所 有 の 与 格(～

に あ る ・ ～ の も の で あ る)」 と い う 独 特 の 用 法 で(→ 〈483>)、 こ こ に は 、

そ の も の ズ バ リ の 「所 有 の 属 格 」 と 比 べ る と 、 微 妙 な ニ ュ ア ン ス も 浮 ぴ あ

が っ て く る 。 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 「与 格(所 有 者 の 与 格 ・ 行 為 者 の 与

格 ・ 目 的 の 与 格)の 用 法 」 → 〈484>・ 「索 引 」。 〈et～et>は 相 関 語 で あ る 。

〈487>Cuilicet⊂1uodestp111s,1icetutiqllequodestmillus.

[Quodestminus,licetutique,cui,quodestplus,licet.](σZp,D.

5047,21;Lib.Sex.5,13,53;4Co.Rep.23a)「(い っ そ う)多 い[こ と が]

許 さ れ て い る[人 に は]、(い っ そ う)少 な い[こ と を]確 か に 許 さ れ て い

る 。」 ※ 関 係 代 名 詞 の 〈cui>に も 二 つ の 〈quod>に も 、 先 行 詞 が な い が 、 簡 潔

さ を た っ と ぶ 結 果 と し て 、 ラ テ ン 語 で は 、 こ の よ う な こ と は ご く ふ つ う の

現 象 と な っ て い る 。 そ れ か ら 、<plus>[い っ そ う 多 い]の と こ ろ に 、<ma

jus>[い っ そ う 大 き い]が か わ り に 入 っ て く る こ と も あ る 。 ま た 、 〈licet>

の と こ ろ に 、 〈debetlicere>[許 さ れ て い な け れ ば な ら な い]が 入 っ て く

る こ と も あ る 。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」。 〈488>・ 〈489>・ 〈1224>

〈488>Cuilicet唖110dmajusnondebet唖110dminusestnonli

cere。[N6ndebetn6nlicere,quodestminus,cuilicet,quodma

jus.](σZp.D.50,17,21;4Co.Rep.23a;Co.Litt.355b)「 い っ そ う 大 き
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[い][こ と を]許 さ れ て い る[人 が]、 い っ そ う 小 さ い[こ と を]許 さ れ な

い 、 と い う こ と は 在 っ て は な ら な い 。」 〈licere>… 非 人 称 動 詞 〈licet>[許 さ

れ て い る]の 囲 困 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈489>Cuimajusconceditur,etminusconcedividetur.[Et

minusvideturconcedi,cuimajusconceditur.](σZp.D,5047,21)

「い っ そ う 多 い[も の]を 譲 与 さ れ る[人 に は]、 い っ そ う 少 な い[も の]

も 譲 与 さ れ る も の と 見 ら れ る 。」 〈concedi>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 図

囲 圏 、 〈conceditur>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 主 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈minus>は 、 〈videtur>と 〈concedi>の 双 方 に か

か る 。 与 格 形 の 〈cui>の 先 行 詞 の 与 格 形 は 省 略 さ れ て い る 。 国 国 → 〈98>、

「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」。 〈487>一 〈489>・ 〈1224>

〈490>Cuipaterestpopulusnonllabetillepatrem。[Ille,cui

populusestpater,n6nhabetpatrem.](Co.Litt,123)「 国 民 を 父 と す

る あ の 人 は 、 父 を 持 た な い 。」 〈populus>… 「国 民 」、 〈pater>… 「父 」、 〈p

atrem>… さ き の 〈pater>の 團 因]。 ※ 〈cui>は 与 格 で あ る 。 〈habet>は 、 近 代

語 で も ふ つ う の 「も つ 」 の 意 味 を も つ 。 「与 格(所 有 の 与 格 ・行 為 者 の 与 格 ・

目 的 の 与 格)の 用 法 」 → 「索 引 」

〈491>Cuipluslicetquamparest,plusvultquamlicet.[C

uiplUs,quamestpar,licet,vultplUs,quamlicet.]「 相 応 な も の よ

り 以 上 に 許 さ れ て い る[人 は]、 許 さ れ て い る も の よ り 以 上 に 望 む 。」 〈par>

… 〈par>[等 し い]の 團 囲 国 。

〈492>Cuiprodest,isfacit.[ls,cuipr6dest,facit.](Sen.Med.

503)「 利 益 を 受 け る 人 が[あ る こ と を]な す 。」 〈prodest>… 〈prosum>[役

だ つ]の 囲 国 團 。 〈483>・ 〈2066>・ 〈3626>

〈493>Cuirectesolvitur,isnovarepotest.[Is,cuisolviturr

ecte,potestnovare.](Pα αZ.D,46,2,10)「 正 し く 弁 済 を 受 け る 人 は 、 更

改 す る こ と が 出 来 る 。」 〈novare>… 〈novo>[更 改 す る]の 囲 国 。

〈493わ ごs>Cuiususrelictusest,utipotest,fruinonpotest.

[CuiUsusestrelictus,potestUti,n6npotestfrui.]「 利 用[権]が

遺 さ れ て い る[人 は]、 利 用 す る こ と は 出 来 る が 、 し か し 、 果 実 を 収 穫 す る

こ と は 出 来 な い 。」 〈relictus>…<relinquo>[残 す]の 見 出 し 語 園 囹 、 〈fr

ui>… 圖 〈fruor>[果 実 を 収 取 す る]の 囲 困(図)。 ※ 〈estrelictus>の 形

は 、 受 動 相 完 了 の 形 で あ る 。 し か し 、 こ こ で は 、 〈relictus>は 、 た ん な る

形 容 詞 の 扱 い に し て い る 。

〈494>Cuicunqueali"ui噌uidconceditconcederevidetureti

dsinequoresipsaessenonpotest.[Aliquletid,sinequ6re

sipsan6npotestesse,videturconcedere,cuicunquealiquiconc
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editquid.](1Co.Rep.52;Broom,Max.479)「 あ る 人 か ら あ る も の を 譲

与 さ れ る[人 に は]、[誰 に]で も 、 あ る 人 が 、[そ の]物 自 体 が 存 在 す る 際

に 不 可 欠 で あ る も の さ え も 譲 与 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈concedere>… 〈c

oncedo>[譲 与 す る]の 囲 團 、 〈concedit>… さ き の 〈concedo>の 囲 国 圓 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈aliqui>は 、 〈videtur>と 〈conceder

e>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「目

的 と 手 段 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。

〈495>Cuicunquealiquidconceditur,concedituretiametid

sinequoresipsanonessepotuit.[Etiametid,sinequ6resi

psan6npotuitesse,conceditur,cuicunquealiquidconceditur.]

「あ る も の を 譲 与 さ れ る[人]に は 、[誰 に]で も 、[そ の]物 自 体 が 存 在 す

る 際 に 不 可 欠 で あ っ た も の さ え も 、 譲 与 さ れ る 。」 〈conceditur>… 〈conce

do>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 「目 的 と 手 段 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(目

的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。

〈496>Cuilibetinartesuaperitoestcredendum。[Estcrede

ndumcuilibetperlt6inartesua.](Co.Litt,125a;Shef.Mar.&Div.

206)「 そ の 技 術 に 於 い て 熟 練 し て い る 限 り 、 誰 で あ っ て も 、 そ の 人 を 信 頼

す る べ き で あ る 。」 〈credendum>… 〈credo>[信 ず る]の 國 囮 〈credendus>

[信 ず る べ き[で あ る]]の 團 園 国 、 〈perito>… 〈peritus>[熟 練 し た]の 團

囲 團 、 〈arte>… 〈ars>[技 術]の 團 圏 。 ※ 國[圖 → 〈1>。 自 動 詞 の 動 形 容 詞

の 訳 し か た → 〈574>・ 「索 引 」。 〈perito>と い う 形 容 詞 は 、 少 し ゆ る や か に

訳 し て あ る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 →<55>・ 「索 引 」。 〈cuilibet>の か わ り に 〈c

uique>が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。

〈497>Cuilibetlicetjuriproseintroductorenuntiare.[Licet

cuilibetrenUntiarejUriintr6duct6pr6se,]「 誰 に で も 、 自 身 の た め

に 導 き い れ ら れ た 権 利 を 放 棄 す る こ と が 許 さ れ る 。」 〈renuntiare>… 〈ren

untio>[放 棄 す る]の 囲 團(与 格 を 支 配 す る 動 詞 で あ る)、 〈introducto>

… 〈introduco>[導 入 す る]の 囲 囹 〈introductus>の 團 圃 團 。 〈499>・ 〈2

995>

〈498>Cui"uedefensiotribuenda.[Defensi6tribuendacuique,]

(Tacitus,Ann.13,20,3)「 各 人 に 防 御[の 機 会]が 付 与 さ れ る べ き[で あ

る]。 」 〈defensio>… 「防 御 」、 〈tribuenda>… 〈tribuo>[付 与 す る]の 國 囮

〈tribuendus>[付 与 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ

て い る 。 國 匪ヨ→ 〈1>

〈499>Cui"uelicethis噌uaeproseintroductasunt「enuntia「

e.[LicetcuiquerenUntiarehls,quaesuntintr6ductapr6se.](C.

J.2,3,29,1;1Voび.136,1)「 誰 に で も 、 自 身 の た め に 導 き い れ ら れ た も の を
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放 棄 す る こ と が 許 さ れ る 。」 〈renuntiare>… 〈renuntio>[放 棄 す る]の 囲 圏

(与 格 を 支 配 す る 動 詞 で あ る)、 〈introducta>… 〈introduco>[導 入 す る]

の 國 囹 〈introductus>(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)の 國 匝 国 。 〈497>・ 〈299

5>

〈499わ ∫s>Cujuscommoda,ejusincommoda.[Incommodaejus,

cUjuscommoda.]「 不 利 益 は 利 益 が[属 す る]人 に[属 す る]。 」 〈incom

moda>… 〈incommodum>[不 利 益]の 國 国 、〈commoda>… 〈comodus>[利

益]の[國 国 。 ※ 〈cujus～,ejus>→ 〈500>・ 「索 引 」。 「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負

担 ・責)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索

引 」。

〈500>Cujuscommodum,ejuspericulum.[Perlculumejus,cUj

uscommodum.](Pα ㍑Z.D.50,17,10)「 利 益 が[属 す る]人 に 、 危 険 が[属

す る]。 」 〈periculum>… 「危 険 」、 〈commodum>… 「利 益 」。 ※ 「～ の も の

で あ る 」 を 意 味 す る 属 格(関 係 代 名 詞 の も の と 人 称 代 名 詞 の も の)が 二 個

所 で 見 え て い る → 「索 引 」。 こ こ で は 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 こ う い っ た 〈e

jus～,cujus>・ 〈cujus～,ejus>系 の 、 一 種 の 相 関 語 構 文 を は ら ん だ 格

言 は 、 メ リ ハ リ が き い た 表 現 と な る の で 、 多 数 存 在 し て い る 。 「属 格 の 訳 し

か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

「属 格 の 用 法 」 を マ ス タ ー す る の に は 、 近 代 欧 米 語 の 文 法 知 識 で 十 分 に ま

に あ う が 、 そ れ で も 、 法 格 言 ク ラ ス に な る と 、 難 解 な 属 格 が 数 タ イ プ 登 場

し て く る 。 こ こ で は 、 〈cujus～,ejus>、 も し く は 、 副 文 と 主 文 の 位 置 を

逆 転 さ せ て 、 〈ejus～,cujus>を 用 い た 構 文 に つ い て 解 説 し て お こ う 。 後

出 〈513>の 〈Cujusregio,ejusreligio.〉 は 、 独 語 で 〈WesGebiet,desR

eligion.〉 と き れ い に 訳 せ る の で あ る が 、 他 の 近 代 欧 米 語 で は 、 独 語 の 場 合

ほ ど は ラ テ ン 語 へ の 対 応 が う ま く で き な い よ う に 思 わ れ る 。 さ て 、 さ き の

格 言 の 場 合 、ラ テ ン 語 で も 独 語 で も 〈be>動 詞 が 省 略 さ れ て い る の で あ る が 、

こ の よ う な 述 語 的 な 属 格 を 日 本 語 に う ま く 訳 出 す る に は 、 ま ず 、 「～ の も の

で あ る 」 と し て お き 、 そ の あ と 、 「～ に 属 す る 」 と か い う よ う に 比 較 的 軽 く

訳 す か 、 あ る い は 、 「～ の 特 徴 ・ し る し ・役 割 ・ 義 務 ・ つ と め で あ る 」 と い

う よ う に 、 ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で 言 葉 を 補 っ て 、 い わ ば 重 く 訳 す か 、 の

ど ち ら か に 進 ん で い け ば よ い 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §555、3注 を 参 照 。 現 代 で

も よ く 知 ら れ た 〈suigeneris>は 、再 帰 的 な ニ ュ ア ン ス の 所 有 代 名 詞 〈suus>

[そ れ 自 身 の](よ く 知 ら れ た 〈suumcuique>中 の 〈suum>は そ の 一 変 化 で

あ る)の 単 数 中 性 属 格 と 、 〈genus>[種 類]の 単 数 属 格 が 組 み あ わ さ っ て 、

「そ れ 自 身 の 種 類 に 属 す る 一 独 特 の(種 類)の ・独 自(の 種 類)の 」 を 意 味

す る が 、 こ の ニ ュ ア ン ス は 、 そ れ を 英 訳 し た 形 の 〈ofitsownkind>か ら
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う か が い し れ る は ず で あ る 。 そ れ で 、 上 例 に も ど る と 、 〈cujus>も 〈ejus>

も 、 名 詞 〈commodum>・ 〈periculum>に 直 接 に は か か っ て い か ず 、 「[あ る

こ と か ら え ら れ る]危 険 は 、[そ の こ と か ら え ら れ る]利 益 が そ の 人 の も の

で あ る と こ ろ の そ の 人 の も の で あ る 。」 と い う よ う に 〈est>と い う 〈be>動 詞

を 介 し て つ な が っ て い る だ け で あ る 。 し か も 、 〈est>が 省 略 さ れ て い る 。 つ

い で に 同 タ イ プ の 例 を あ げ て お こ う 。〈ejusdemgeneris>は 、「同 じ 部 類 の 」・

「同 類 の 」 の 意 味 で あ っ て 、 〈ejusdem>は 〈idem>[同 じ:あ の 「ア イ デ ン

テ ィ テ ィ ー 」 の 「ア イ デ 」 の 部 分 に 対 応 す る]の 単 数 中 性 属 格 で あ る 。 そ

れ か ら 、 〈nulliusmomenti>[な い 効 力 の=無 効 の]は 、 〈nullummome

ntum>が 単 数 属 格 に 展 開 し た 形 で あ り 、 中 性 形 の 〈nullum>の 見 出 し 語 で あ

る 〈nullus>は 、 「な ん ら の ～ も ～ な い 」 を 、 〈momentum>は 「効 力 」 を 意

味 す る 。 ラ テ ン 語 の 属 格 に は さ ま ざ ま な 文 法 上 の 約 束 ご と が ま つ わ り つ い

て お り(こ の 点 で 近 代 欧 米 語 の 所 有 格 や 二 格 や 、 〈of>・ 〈von>な ど の 前 置

詞 を 用 い た 表 現 と つ な が る と こ ろ が あ る)、 と て も 「の 」 だ け で は か た つ か

な い 。 た と え ば 、 〈indesperationeomniumsalutis>は 、 二 つ の 属 格 を

も つ フ レ ー ズ で 、 直 訳 す る と 、 「救 助 の 、 す べ て の 人 の 絶 望 に お い て 」 と な

る が 、「全 員 が 救 助 を 絶 望 し て 」と す る の が ふ つ う の 訳 で あ る 。見 出 し 語 は 、

そ れ ぞ れ 、 〈in>[に お い て]、 〈desperatio>[絶 望]、 〈omnis>[す べ て の]、

〈salus>[救 助]で あ る 。 〈omnium>は 複 数 男 性 属 格 が 名 詞 化 し た も の で 、

ひ と ま ず 「全 員 の 」 と 訳 せ る が 、 こ の と こ ろ は 、 「～ を 」 と い う よ う に 目 的

語 的 に で は な く て 、 主 語 的 に 「す べ て の[人]が 」 と い う よ う に 表 現 し て

み な け れ ば 、 日 本 語 に は な ら な い 。 他 方 で 、 〈salutis>は 、 単 数 属 格 で 、 ひ

と ま ず 「救 助 の 」 と 訳 せ る が 、 こ こ で は 、 主 語 的 に で は な く て 目 的 語 的 に 、

「救 助 を 」 と し な け れ ば な ら な い 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索

引 」、 〈ejus～,cujus>→ 〈500>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・危 険 ・負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ

ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈501>Cujuseffectusomnibusprodest,ejusetpartesadomn

espertinent.[Etpartesejus,cUjuseffectuspr6destomnibus,

pertinentadomnes,]「 あ る こ と の 効 果 が す べ て の[人]に 利 益 に 成 る

場 合 に 、 そ の こ と の 部 分 も す べ て の[人]に 関 係 す る 。」 〈partes>… 〈pars>

[部 分]の 國 国 、 〈prodest>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲[ヨ 團 、 〈pertinent>

・〈pertineo>[関 係 す る]の 囲 国 圏 。 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈68>'〈84>'

〈500>・ 「索 引 」、 「全 体 と 部 分 」 → 「索 引 」。

〈502>Clljllsestcommodum,ejllsdebetesseincommodum.[I

ncommodumdebetesseejus,cUjuscommodumest.](Pα ㍑Z.D.50,1

7,10)「 利 益 が 属 す る 人 に 、 不 利 益 が 属 す る べ き で あ る 。」 〈incommodum>
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… 「不 利 益 」
、 〈commodum>… 「利 益 」。 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈68>・ 〈84>・

〈500>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」

→ 「索 引 」、 「 ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈503>Cujusestcommodum,ejusestonus.[Onusestejus,c

Ujuscommodumest.](σZp.D.5047,10;3Mass.53)「 利 益 が 属 す る 人

に 、 負 担 が 属 す る 。」 〈onus>… 「負 担 」、 〈commodum>… 「利 益 」 ※ 〈ejus

～
,cujus>→ 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ

ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈503翫s>Cujusestconderelegem,ejusestabrogare.[Abroga

reestejus,cUjusconderelegemest.]「 法 律(法)を 制 定 す る こ と が

出 来 る 人 は 、[そ れ を]全 面 的 に 廃 止 す る こ と が 出 来 る 。」 〈abrogare>… 〈a

brogo>[全 面 的 に 廃 止 す る]の 囲 圏 、 〈condere>…<condo>[制 定 す る]

の 囲 匠]。 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「 ロ ー マ 法

の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」

〈504>Cujusestdare,ejusestdisponere.[Disp6nereestejus,

cUjusdareest.](Wing,Max.53;Broom,Max.459)「 与 え る 権 限 を 持

つ 人 は 、 処 分 す る 権 限 を 持 つ 。」 〈disponere>… 〈dispono>[処 分 す る]の 囲

匠]。 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈500>・ 「索 引 」。 〈68>・ 〈84>

〈505>Cujusestdivisio,alteriusestelectio.[Dlvlsi6estcUj

us,electi6estalterlus.](Co.Titt.166b)「 分 割[す る 地 位]は あ る 人

に 属 し 、 選 択[す る 地 位]は 他 の 人 に 属 す る 。」 〈divisio>… 「分 割 」、 〈ele

ctio>… 「選 択 」。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「属 格 の 訳 し か

た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「一 人 と 他 人 」 → 「索 引 」。

〈506>Clljllsestdominium,ejllsestpericulum.[Perlculume

stejus,cUjusdominiumest.](Pα αZ』.50,ヱ7,10;Trayner,Max.114)

「所 有 権 が 属 す る 人 に 、 危 険 が 属 す る 。」 〈periculum>… 「危 険 」。 ※ 〈ejus

～
,cujus>→ 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ

ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈507>Cujusestinstituere,ejusestabrogare.[Abrogareest

ejus,cUjusinstituereest.](Broom,Max.593,Note,878;Sydney,Ma

x.878,Note)「[制 度 を]制 定 す る 権 限 を 持 つ 人 に 、[そ れ を]全 面 的 に 廃

止 す る 権 限 が 属 す る 。」 〈abrogare>… 〈abrogo>[全 面 的 に 廃 止 す る]の 囲

困 、 〈instituere>… 〈instituo>[制 定 す る]の 國 匠]。 ※ 〈cujus～,ejus>

→ 〈68>・ 〈84>・<500>・ 「索 引 」

〈508>Cujusestsolum,ejusestusqueadcoelum.[Estejus,
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cUjussolumest,usqueadcoelum.](Veη.D.43,24,2,4;Co.Litt.42)

「 土 地 を 所 有 す る 人 は 、 天 空 ま で 所 有 す る 。」 〈coelum(caelum)〉 一・〈coelu

m(caelum)〉 の 團 因]。 ※ 〈ejus～,cujus>→<68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」。

〈675>

〈509>Cujusjurisestprincipale,ejusdemjuriseritaccessor

ium.[Access6riumeritjUrisejusdem,cUjusjUrisprmcipaleest.]

(Gαf.D.33,8,2;2Co.lnst.493)「 主 た る[も の]に つ い て 権 利 を 持 つ そ

の 人 が 、 従 た る[も の]に つ い て 権 利 を 持 つ で あ ろ う 。」 〈accessorium>

… 〈accessorius>[従 た る]の 團 圃 国(囮) 、 〈princiPale>'"〈PrinciPal

is>[主 な]の 團 口]国(囮)。 ※ 「～ の も の で あ る 」 を 意 味 す る 属 格 の 用

法 → 〈84>。 〈ejusdem～,cujus>の 構 文 は 、 〈ejus～,cujus>の そ れ と よ

く 似 た も の で あ る 。 → 〈68>・<84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「主 と 従 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(主)と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈510>Cujusparticipavitlucrum,partipetetdamnum.[Lucru

mcUjusparticipavit,participetetdamnum.](σZp.D.17,2,55)「 あ

る 人 の 利 益 に 係 わ り あ っ た[人 が]、[そ の あ る 人 の]損 失 に も 係 わ る よ う 。」

<participavit>… 〈participo>[か か わ る]の 匠1国 團 、 〈participet>… さ き

の 〈participo>の 圏 囲 国 團 。 ※ 代 用 形 と し て の 〈quis>→ 「索 引 」、 「利 益(禾 「」

得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「 ロ ー マ 法 の バ

ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈511>Cujuspererroremdatirepetitioest,ejllscollsultoda

tidonatioest.[Donati6datlc6nsult6estejus,cUjusrepetlti6

datipererr6remest.](Pα ㍑Z.D.50,17,53)「 錯 誤 に 依 っ て 与 え ら れ た[も

の]の 返 還 請 求[権]が 属 す る 人 に 、 意 図 し て 与 え ら れ た[も の]の 贈 与

が 属 す る 。」 〈donatio>… 「贈 与 」、 〈repetitio>… 「返 還 請 求 」。 ※ 〈ejus

～cujus>→ 〈68>・ 〈84>・<500>・ 「索 引 」
。

〈512>Cujuspericulum,ejuscommodum.[Commodusejus,cUj

uspericulum.]「 危 険 を[負 担 す る]人 に 、 利 益 が[属 す る]。 」 〈commo

dum>… 「利 益 」、 〈periculum>… 「危 険 」。 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈500>・

「索 引 」、 〈68>・ 〈84>。 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・

責)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈513>Cujusregio,ejusreligio.[Religi6ejus,cUjusregi6.]「 支

配 権 を[持 つ]人 に 、 宗 教 が[属 す る]。 」 〈religio>… 「宗 教 」、 〈regio>…

「支 配 権 」。 ※ 〈ejus～
,cujus>→ 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」。

〈514>Cujllsvisllominisesterrare,nullius,nisiinsipielltis,

inerroreperseverare.[ErrareesthominiscUjusvls,perseverar

einerr6renUllius,nisiinsipientis.](Cic.Phil.12,2,5)「 誤 ま る こ と
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は す べ て の 人 の す る こ と で あ る が 、[し か し 、]誤 ま り を し つ づ け る こ と は 、

愚 か な[人]以 外 の 誰 も し な い こ と[で あ る]。 」 〈perseverare>… 〈persev

ero>[堅 持 す る]の 囲 圏 、<insipientis>… 〈insipiens>[愚 か な]の 團 囲

[國(囮)。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈514翫s>Culpaabestsiomniafactasunt吼uaediligentissimu

s⊂1uis唖11eobservaturusfuisset.[Culpaabest,slomnia,quaequ

isquedlligentissimusfuissetobservatUrus,suntfacta,]「 過 失 は 、

極 め て 注 意 ぶ か い 各 人 が 注 意 し よ う と し て い た す べ て の こ と が 生 じ て し ま

っ た 場 合 に は 、 存 在 し な い 。」 〈abest>… 〈absum>[か け る]の 囲 国 團 、 〈d

iligentissimus>… 〈diligens>[注 意 深 い]の 見 出 し 語 國 、 〈observaturus>

… 〈observo>[注 意 す る]の 見 出 し 語 困 囹
。 ※ 「未 来 分 詞 」 → 「索 引 」

〈515>culpacaret,quiscit,sedprohi1⊃erenonpotest.[QuI

scit,sedn6npotestprohibere,caretculpa.](Pα ㍑Z.D.50,17,50)「 知

っ て は い る が 、 し か し 、 禁 止 す る こ と が 出 来 な い[人]は 、 過 失 か ら 免 れ

る 。」 〈SCit>… 〈SCiO>[矢 口 っ て い る]の 囲 国 團 、 〈Caret>… 〈CareO>[欠 け

る]の 國 国 團 。 〈2349>

〈515わfs>Culpadoloproximadolumrepraesentat。[Culpaprox

imadol6repraesentatdolum.]「 悪 意 に 極 め て 近 い 過 失 は 悪 意 に 代 わ る 。」

〈repraesentat>… 〈repraesento>[代 表 す る]の 囲 国 團 。

〈516>Culpaestimmisceresereiadsenonpertinenti.[Im

mlsceresereln6npertinentladseestculpa,](PoπLp.D.50,ヱ7,36)

「自 身 に 関 係 の な い 事 柄 に 係 わ り あ う こ と は 、 過 失 で あ る 。」 〈immiscere>

… 〈immisceo>[混 ぜ る]の 囲 国
、 〈pertinenti>… 〈pertineo>[関 係 す る]

の 囲 囹 〈pertinens>の 團 國 團 。 ※ 不 定 法 が 主 語 に な っ て い る → 〈171>。

〈517>Culpalatadoloae唖uiperatur.[Culpalataaequiperatur

dol6.](σZp.D.11,6,1,1:D.36,4,5,15;CεZ.D.16,3,32)「 重 過 失 は 故 意

と 同 視 さ れ る 。」 〈lata>… 〈latus>[重 い]の 團 國 国 、 〈aequiperatur>… 〈a

equipero>[同 視 す る]の 図 囲 国 團 。 〈1760>

〈518>Culpaquampoenatemporeprior,emendari吼uampecc

areposteriusest.[Culpaprior,quampoena,tempore,emendarI

estposterius,quampeccare.]「 罪 過 は 、 時 間 の 点 で は 刑 罰 よ り も い っ

そ う 先[で あ り]、 矯 正 さ れ る こ と は 、 犯 行 を 行 な う こ と よ り も い っ そ う 後

で あ る 。」 〈emendari>… 〈emendo>[正 す]の 図 囲 困 、 〈peccare>… 〈pecc

o>[犯 す]の 囲 圏 。 ※ 「先 と 後 」 → 「索 引 」、 「罪 過 と 刑 罰 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(罪 過)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈519>Culpasuadamnumsentiens,nonintellegiturdamnum

pati.[Sentiensdamnumculpasuan6nintellegiturpatidamnu

B-167



m.]「 自 身 の 過 失 に 依 っ て 損 害 を 受 け る[人 は]、 損 害 を 蒙 る も の と は 理 解

さ れ な い 。」 〈sentiens>… 〈sentio>[感 ず る]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)、 〈p

ati>… 圖<patior>[こ う む る]の 囲 困(図)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

主 語 の 〈sentiens>は 、 〈intellegitur>と 〈pati>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈9

8>

〈520>C111patelletsllumalltorem(auctorem).[Culpatenetaut6

rem(auct6rem)suum.](Erskine,Inst.b.4,1,§14)「 過 失 は 、 そ の 原 因 を

生 じ さ せ た 人 を 拘 束 す る 。」 〈autorem(auctorem)〉 … 〈autor(auctor)〉

[本 人]の 團 園]。

〈521>Culpaepoenaparesto。Poenaadmensuramdelictista

tuelldaest.[Poenaest6parculpae.Poenaeststatuendaadme

nsUramdelictl.](Branch,Princ.)「 刑 罰 は 罪 過 に 相 応 し た も の で あ れ 。

刑 罰 は 犯 罪 の 度 合 に 合 わ せ て 定 め ら れ る べ き で あ る 。」<par>… 〈par>「 相

応 す る 」 の 團 國 国 、 〈statuenda>… 〈statuo>[定 め る]の 國 囮 〈statuend

us>[定 め ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈mensuram>'"〈mensura>

[度 合]の 團 因]。 ※ 國 匪ヨ→ 〈1>、 「罪 過 と 刑 罰 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(罪

過)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈522>Culpampoenapremitcomes.[poenacomespremitculp

am.](Hor.Carm.4,5,24)「 刑 罰 は 関 係 者 と し て 罪 過 を 追 う 。」 〈comes>…

「仲 間 」、 〈premit>… 〈premo>[圧 迫 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈comes>は 、 主 語

の 〈poena>と 同 格 の 関 係 に た つ 。 「罪 過 と 刑 罰 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(罪

過)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈523>Cumactiofueritmerecriminalis,instituipoteritabini

tiocriminalitervelciviliter.[Poteritinstituiabiniti6criminal

itervelclvlliter,cumacti6fueritcrlminalismere,](Brac.102)「 訴

訟 が 単 に 刑 事 的 で あ っ た と き に は 、 そ れ は 最 初 か ら 刑 事 的 に あ る い は 民 事

的 に 設 定 さ れ る こ と が 出 来 る で あ ろ う 。」 〈institui>… 〈instituo>[設 定 す

る]の 図 囲 国 、 〈initio>… 〈initium>[は じ ま り]の 團 圏 。 ※ 「民 事 的 と

継 時 的 」 → 「索 引 」

〈524>Cumads1111ttestimoniarerllm,唖11idopusestvebis?

[Quidestopusverbls,cumtestim6niarerumadsunt?](2Bulst.

53)「 事 物 の 証 明 が 現 存 す る と き に は 、 ど の よ う な 言 葉 が 必 要 で あ る か?」

〈opus>… 「仕 事 」、 〈verbis>… 〈verbum>[言 葉]の 國 圏(〈opus>は 奪 格

形 を ひ く)、 〈testimonia>… 〈testimonium>[証 言]の 國 国 、 〈adsunt>…

〈adsum>[そ こ に あ る]の 囲 国 圏 。

〈525>Cumaliquisrenuntiaveritsocietati,solvitursocietas.

[Societassolvitur,cumaliquisrenUntiaveritsocietati.](Tray.L
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at.Max.118)「 あ る 人 が 組 合 の 解 消 を 通 告 す る こ と に な る と き に は 、 組 合

は 解 消 さ れ る 。」 〈societas>… 「組 合 」、 〈renuntiaverit>… 〈renuntio>[解

消 を 通 告 す る]の 困 園 国 團 、<S・Cietati>…<S・CietaS>[組 合]の 團 團 。

※ 〈renuntiaverit>の 形 は 、 接 続 法 完 了 に も 直 説 法 未 来 完 了 に も あ る 。

〈526>Cumconfitentespontemitiusestagendum。[Estagend

ummltiuscumc6nfitentesponte.](4Co.Inst.66;Bart,Max.68)「 自

発 的 に 自 白 す る[人]に は 、 比 較 的 温 和 な 扱 い が な さ れ る べ き で あ る 。」 〈a

gendum>… 〈ago>[扱 う]の 國 囮<agendus>[扱 わ れ る べ き[で あ る]]

の 團 圃 国 、 〈mitius>… 〈mite>[お だ や か に]の 園 、 〈confitente>… 圖 〈co

nfiteor>[自 白 す る]の 囲 囹 〈confitens>の 團 囲 圏(囮)。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈527>Cllmde111crodllorllm⊂1uaeratllr,meliorestcallsaposs

identis.[Causapossidentisestmelior,cumquaeraturdelucr6

du6rum.](σZp.D.50,17426,2)「 二 人 の[人 物]の 利 益 に 関 し て 問 題 と

な っ て い る と き に は 、 占 有 し て い る[人]の 状 況 は い っ そ う 良 い 。」 〈poss

identis>… 〈possideo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 團 囲 圓(囮)、

〈quaeratur>… 〈quaero>[調 べ る]の 國 図 國 国 團 。

〈528>Cumduointersepugnantiareperiunturintestamento,

ultimumratumest.[Ultimumestratum,cumpUgnantiainter

seduoreperiunturintestament6.](Co.Litt.112b;Broom,Max.39

3;Shep.Touch.451)「 二 つ の 、 相 互 に 矛 盾 す る[こ と]が 遺 言 の 中 に 発

見 さ れ る と き に は 、[順 序 の 上 で]最 後 の[も の]が 有 効 で あ る 。」 〈ratu

m>… 〈ratus>[有 効 な]の 團 園 国 、 〈pugnantia>… 〈pugn・ 〉[戦 う]の 囲

囹 〈pugnans>の 國 圃 国(囮)、 〈reperiuntur>… 〈reperio>[発 見 す る]

の 図 囲 国 圏 。

〈528わfs>Cllmfundusf1111doservit,venditoqlloquefundoser

vitutessequuntur.[ServitUtessequuntur,fund6vendit6quoque,

cumfundusservitfund6.]「 役 権 は 、 土 地 が 土 地 に 承 役 地 と し て 役 だ っ

て い る と き に は 、 土 地 が 売 却 さ れ て も 、 継 続 す る 。」 〈servitutes>… 〈servi

tus>[役 権]の 國 国 、 〈fundo>… 〈fundus>[土 地]の 團 團 、 〈vendito>…

〈vendo>[売 る]囲 囹 〈venditus>の 團 囲 圏 、 〈servit>… 〈servo>[役 だ つ]

の 囲 国 團 、 〈fundo>… さ き の 〈fundus>の 團 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見

え る 。 「名 詞(fundo)プ ラ ス 完 了 分 詞(vendito)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～

す る と き に 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈22>

〈529>Cllmincorporedissentitur,apparetnullamesseaccep

tionem.[Apparetaccepti6nemessenUllam,cumdissentiturinc

orpore.](σZp.D.18,1,9pr.;12Allen(Mass.)744)「 対 象 の 点 で 一 致 が 見

ら れ な い と き に 、 な ん ら の 承 諾 も な い こ と は 明 ら か で あ る 。」 〈apparet>…
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〈apPare・ 〉[明 ら か に な る]の 囲 国 團 、 〈accepti・nem>… 〈accepti・ 〉[承

諾]の 團 因]、 〈dissentitur>… 〈dissentio>[意 見 が 一 致 し な い]の 図 國 国

團 、 〈corpore>… 〈corpus>[物]の 團 團 。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

対 格 形 の 〈acceptionem>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。 園]国

→ 〈135>

〈530>Cumilltestamentoambiguescriptumest,benigneillt

erpretaridebet.[Debetinterpretarlbenlgne,cumestscrlptumi

ntestament6ambigue.](Mαrcε.D.34,5,24;Broom,Max.380,567)

「遺 言 の 中 に あ い ま い な か た ち で 書 か れ た と き に は 、緩 や か に 解 釈 が な さ れ

る べ き で あ る 。」〈interpretari>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 囲 困(図)、

〈scriptum>… 〈scribo>[書 く]の 園 囹 〈scriptus>の 團 匝]国(受 動 相 完 了

の 構 成 要 素)。 ※ 〈interpretor>は デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 な の で 、 本 来 な

ら 「彼(人)は 」 と か の 主 語 が 隠 れ て い る は ず で あ る が 、 日 本 語 の 語 感 で

は 、 結 局 の と こ ろ 、 「解 釈 が な さ れ る 」 と い う よ う に 非 人 称 的 な 言 い ま わ し

に な っ て く る 。 〈ambigue>の あ と に 、 〈autperperam>[あ る い は 誤 っ て]

が 入 り 、 そ し て 、 〈interpretaridebet>の あ と に 、 〈secundumidquod

credibileestcogitatumcredendumest.〉[信 ず る こ と が で き る と 考 え

ら れ た こ と に し た が っ て 、 信 じ ら れ る べ き で あ る]が 入 る 命 題 も あ る(〈c

redibile>は 〈credibilis>[信 用 に 価 す る]の 團 口]国 で 、 〈cogitatum>は 、 〈c

ogito>[考 え る]の 囲 囹 〈cogitatus>の 團 田 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)

で 、 〈credendum>は 〈credo>[信 ず る]の 國 圏 〈credendus>[信 じ ら れ る

べ き[で あ る]]の 團 圃 国 で あ る)。 〈3549>

〈531>Cuminverbisnullaambiguitasest,nondebetadmitti

voluntatisquaestio。[Quaesti6voluntatisn6ndebetadmitti,cu

mambiguitasnUllaestinverbls.](Pα ㍑Z,(1Vθr.)D,32,25,1;CεZ.D.3

3,10,7,2)「 文 言 の 中 に な ん ら の あ い ま い さ も 存 在 し な い と き に は 、 意 思

の 探 求 は 認 め ら れ る べ き で は な い 。」 〈quaestio>… 「探 求 」、 〈admitti>… 〈a

dmitto>[認 め る]の 図 囲 團 。 ※ 「文 言 と 意 思 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文

言)と ホ ン ネ(意 思)」 → 「索 引 」。

〈532>Cumlegitimaelluptiaefactaes1111t,patremliberise⊂1u

untur.[Llberlsequunturpatrem,cumnUptiaelegitimaesuntfa

ctae.]「 適 法 な 婚 姻 が な さ れ た と き に は 、 子 は 父 に 従 う 。」 〈liberi>… 「子 」

(複 数 形)、 〈nuptiae>… 「婚 姻 」(複 数 形)。 ※ 「親(父 ・ 家 長)と 子(家

子)」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(親)と ホ ン ネ(子)」 → 「索 引 」

〈532翫s>Cumlexinpraeteritllm⊂1uidilldulget,infuturumv

etat。[VetatinfutUrum,cumlexindulgetquidinpraeteritum.]

「法 律(法)は 、 過 去 に 対 し て な ん ら か の こ と を 容 認 す る と き に は 、 将 来 に
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向 っ て 禁 止 す る 。」 〈vetat>… 〈veto>[禁 止 す る]の 囲 国 團 、 〈indulget>…

〈indulgeo>[耐 え る]の 囲 国 團 、 〈praeteritum>… 〈praeteritum>[過 去]

の 團 因]。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「過 去 と 未 来 」 → 「索 引 」。

〈533>Cumlicetfugere,nequaerelitem.[Nequaerelitem,c

umlicetfugere.]「 回 避 す る こ と が 許 さ れ て い る と き に 、訴 訟 を あ え て 求

め な い よ う 。」 〈quaere>… 〈quaero>[求 め る]の 圃 國 口 團 、 〈fugere>… 〈f

ugio>[逃 げ る]の 國 圏 。

〈534>Cumnonstatpereumadquempertinet,quominusco

nditioimpleatuちhaberidebetperinde,acsiimpletafuisset.

[Debethaberiperinde,acsifuissetimpleta,cumn6nstatpere

um,adquempertinet,qu6minusconditi6impleatur,](σZ .ρ,D.50,ヱ

746ヱ;J㍑Z.D,354,24;Lib.Sex,5,13,66)「 条 件 が 満 た さ れ な い こ と が 利

害 関 係 を 持 つ 人 の 責 に 帰 せ ら れ る と き に は 、 条 件 が 満 た さ れ て い た か の よ

う に 扱 わ れ る べ き で あ る 。」 〈impleta>… 〈impleo>[満 た す]の 囲 囹 〈impl

etus>の 團 國 国 、 〈stat>… 〈sto>[～ し だ い で あ る]の 囲 国 團 、 〈pertinet>

… 〈pertineo>[か か わ る]の 國 国 團 、 〈quominus>… 「～ の こ と を 」(『 新

ラ テ ン 文 法 』 §686)、 〈impleatur>… さ き の<impleo>の 國 図 囲 国 團 。 ※ 〈p

ereum>の 〈eum>と 、 〈adquem>の 〈quem>は 、 先 行 詞 と 関 係 代 名 詞 の 関

係 に な る 。

〈535>Cumpardelictllmestduorum,semperoneraturpetito

retmeliorhabetllrpossessoriscausa.[Petltoroneratursempe

retcausapossess6rishabeturmelior,cumdelictumdu6rumest

par.](σZp.D.50,17,154;Broom,Max.720)「 二 人 の 不 法 行 為 が 同 等 で

あ る と き に は 、 請 求 者 は 常 に 負 担 を 負 い 、 そ し て 、 占 有 者 の 状 況 は い っ そ

う 良 い も の[で あ る]と 扱 わ れ る 。」〈oneratur>… 〈onero>[負 担 を か け る]

の 図 囲 国 團 、 〈par>…<par>[等 し い]の 團 匝 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 主 語 の 〈causa>は 、 〈habetur>と 隠 れ て い る 〈esse(melior)〉 に か

か る 。 国 囲 → 〈98>

〈536>Cumprincipaliscausanonconsistit,neeaquaese吼uu

llturlocllmllabellt.[Neea,quaesequuntur,habentlocum,cum

causaprlncipalisn6nc6nsistit.](Pα αZ.D.50,17,ヱ29,ヱ;D.50,ヱ7,17

8;Broom,Max.496)「 主 た る 状 況 が 存 立 し な い と き に は 、 そ れ に 続 く も

の[は]生 じ な い 。」 〈ne>… 「な い 」、 〈locum>… 〈locus>[場 所]の 團 因]、

〈principalis>… 〈principalis>[主 た る]の 團 國 国 、 〈consistit>'"〈consi

sto>[存 立 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(主)と

ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。 〈537>・ 〈538>

〈537>Cumquidprohibetuちprollibenturomniaquaesequunt
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urexillo。[Omnia,quaesequunturexill6,prohibentur,cumq

uidprohibetur.](Lib,Sex.5,13,39)「 あ る こ と が 禁 じ ら れ る と き に は 、

あ の[こ と]か ら 続 い て 生 ず る[も の]す べ て が 禁 じ ら れ る 。」 ※ 「代 用 型

と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(主)と ホ

ン ネ(従)」 → 「索 引 」。 〈536>・ 〈538>

〈538>Cumquidunaviaprohibetllraliclli,adidalianonde

betadmitti.[Aliaadidn6ndebetadmittl,cumquidprohibetur

alicuiviaUna.](Lib.Sex.5,17,84)「 あ る こ と が 一 つ の 方 法 に 於 い て あ

る 人 に 禁 じ ら れ る と き に は 、 そ れ に[到 達 す る]た め の 他 の[方 法]は 認

め ら れ る べ き で は な い 。」 〈admitti>… 〈admitto>[認 め る]の 図 囲 国 、 〈v

ia>… 〈via>[方 法]の 團 圏 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「目

的 と 手 段 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」、

「一 方 と 他 方 」 → 「索 引 」。 〈536>・ 〈537>

〈539>Cumquisinjussucceditalterius,justamignorantiae

causamcenseturhabere.[CenseturhaberecausamjUstamign6

rantiae,cumquissucceditinjUsalterlus.](Gαf,D.50,17,42;Lib.

Sex.5,13,14)「 あ る 人 が 他 の 人 の 権 利 を 承 継 す る と き に は 、 そ の 人 が 不 知

に つ い て の 正 当 な 事 由 を 持 つ も の と 考 え ら れ る 。」 〈ignorantiae>… 〈ignor

antia>[不 知]の 團 圏 、 〈succedit>… 〈succedo>[承 継 す る]の 囲 国 團 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quis>は 、 〈censetur>と 〈habere>

の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈539わfs>Cumquisjusignoransindebitampecuniamsolvit,c

essatrepetitio.[Repetiti6cessat,cumquisign6ransjUssolvit

pecUniamindebitam.]「 あ る 人 が 、 法 に つ い て 不 知 の ま ま 、 負 っ て い な

い 金 銭 を 弁 済 し た と き に は 、返 還 請 求 は 止 む 。」〈repetitio>… 「返 還 請 求 」、

<CeSSat>… 〈CeSSO>[休 む]の 囲 国 團 、〈ignOranS>… 〈ignOrO>[知 ら な い]

の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈pecuniam>… 〈pecunia>[金 銭]の 團 因]、 〈indebitam>

… 〈indebitus>[負 わ れ て い な い]の 團 國 因] 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」

→ 「索 引 」、 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 〈351翫s>・ 「索 引 」。

〈540>Cumquispossitalienare,poteritetconsentirealiella

tioni。[Poteritetc6nsentlrealienati6nl,cumquispossitalienar

e.](σZp.D.50,17,165)「 あ る 人 が 譲 渡 出 来 る よ う な と き に は 、 彼 は[他

人 に よ る]譲 渡 に 同 意 す る こ と も 出 来 る で あ ろ う 。」 〈alienationi>… 〈alie

natio>[譲 渡]の 團 團 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈541>Cllmrellsmoramfacit,etfidejllssortenetur.[Etfidej

ussortenetur,cumreusfacitmoram.](Pα αZ.D.22,1,244)「 主 債 務

者 が 遅 滞 を な す と き に は 、保 証 人 も 拘 束 さ れ る 。」〈fidejussor>… 「保 証 人 」、
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〈reus>… 「主 債 務 者 」、 〈moram>… 〈mora>[遅 滞]の 團 因]。

〈542>Cllmservonullaactioest.[Acti6nUllaestcumserv6.]

(Gαf.D.5047,107)「 奴 隷 を 相 手 方 と し て は 、な ん ら の 訴 権 も 存 在 し な い 。」

〈SerV・ 〉… 〈SerVUS>[奴 隷]の 團 圏 。

〈542翫s>Cumsolvenditempusobligationiaditur,nisieopra

eteritopetinonpotest.[N6npotestpetl,nisie6praeterit6,cu

mtempussolvendladiturobligati6nl,]「 弁 済 の 時 期 が 債 務 関 係 に 付 け

ら れ て い る と き に は 、 そ れ が 経 過 し て い な い 限 り 、 請 求 が な さ れ る こ と は

出 来 な い 。」 〈praeterito>… 〈praetereo>[す ぎ る]の 囲 囹 〈praeteritus>

の 團 園 圏 、〈solvendi>… 〈solvo>[弁 済 す る]の 國 囮 〈solvendum>の 圏(團)、

〈aditur>… 〈adeo>[く る]の 図 囲 国 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「代

名 詞(eo)プ ラ ス 完 了 分 詞(praeterito)」 形 で 、 そ の 意 味 は 「～ の と き に 」

で あ る 。 囮 團 → 〈22>、 國 囮 → 〈153>・<1540>。

〈543>Cumsuntpartiumjuraobscura,reofavendumestpoti

usquamactori.[Estfavendumre6potiusquamactori,cumjUr

apartiumsuntobscUra.](Gαf,D.50,17,125;Lib.Sex,5,13,11)「 当

事 者 た ち の 権 利 が 不 明 瞭 で あ る と き に は 、 原 告 よ り も む し ろ 被 告 を 有 利 に

扱 う べ き で あ る 。」 〈favendum>… 〈faveo>[有 利 に 扱 う]の 國 囮 〈favendu

s>[有 利 に 扱 う べ き[で あ る]]の 團 園 国 、 〈partium>… 〈pars>[当 事 者]

の 圏 圓 、 〈obscura>… 〈obscurus>[不 明 瞭 な]の 圏 田 国 。 ※ 〈faveo>は 与

格 を 支 配 す る 自 動 詞 な の で 、 國 圏 の 構 文 に な っ て も 、 〈reo>が 与 格 の 形 で

そ の ま ま 残 る → 〈59>。 日 本 語 で 「被 告 に 有 利 に 取 扱 を す る 」 と で も す れ ば 、

与 格 の 「に 」 の ニ ュ ア ン ス は 訳 に 反 映 で き る 。 〈potius～quam>は 比 較

の 構 文 で あ る 。 〈Indubio・dubiis>論 → 「索 引 」、 「原 告 と 被 告 」 → 「索 引 」、

「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈1>・ 「索 引 」。 〈1221>

〈543わfs>Cumvivisillatadefenditur.[Vlsillatadefenditurc

umvi.]「 加 え ら れ た 暴 力 は 、 暴 力 に 依 っ て 防 衛 さ れ る 。」 〈illata>… 〈infe

ro>[お く]の 囲 囹 〈illatus>の 團 國 国 、〈defenditur>… 〈defendo>[防 ぐ]

の 図 囲 国 團 。

〈544>Cllmvitiapros1111t,peccatquirectefacit.[Qulfacitr

ecte,peccat,cumvitiapr6sunt.](Syr.)「 欠 陥 が[人 に]利 益 と な る

と き に は 、正 し く な す[人]が 不 法 を 行 な う 。」 〈peccat>… 〈pecco>[犯 す]

の 囲 国 團 、 〈vitia>… 〈vitium>[欠 点]の 國 国 、 〈prosunt>… 〈prosum>[役

だ っ]の 囲 国 國 。

〈545>Cllratorreidatur.[CUratordaturrel,](C.J.5,34,16)「 保

佐 人 は 物 の た め に 与 え ら れ る 。」 〈curator>… 「保 佐 人 」。 〈3615>

〈546>Curatoremllabenticuratornondatur.[CUratorn6nda
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turhabenticUrat6rem.](C.J.5,34,10)「 保 佐 人 は 、 保 佐 人 を 持 っ て い

る 人 に は 与 え ら れ な い 。」 〈curator>… 「保 佐 人 」、 〈habenti>… 〈habeo>[も

つ]の 囲 囹 〈habens>の 團 囲 團(匿 囮)、 〈curatorem>… さ き の 〈curator>

の 團 囲 。

〈547>Curiacancellariaeofficinajustitiae.[CUriacancellari

aeofficlnajUstitiae.](2Co,Inst.552)「 衡 平 法 の 法 廷 は 、 正 義 の 工 房

[で あ る 。]」 〈curia>… 「法 廷 」、 〈cancellariae>… 〈cancellaria>[大 法 官

府](衡 平 法)の 團[国 、 〈officina>… 「工 場 」。

〈548>Curiaparliamentisuispropriislegibussubsistit.[CUr

iaparliamentisubsistitlegibuspropriissuis.](Broom,Max.48;4

Co.lnst.50)「 国 会 は そ れ 特 有 の も ろ も ろ の 法 律(法)に 依 っ て 存 立 し て

い る 。」 〈curia>… 「会 議 」、 〈parliamenti>… 〈parliamentum>[国 会]の 團

國 、 〈subsistit>…<subsisto>[と ど ま る]の 囲 国 團 。

〈549>Curiosaetcaptiosainterpretatioinlegereprobatur.

[Interpretati6cUri6saetcapti6sareprobaturinlege.](1Bulst.6)

「手 の こ ん だ 、 ま た 誰 弁 的 な 解 釈 は 、 法 律(法)に 於 い て は 斥 け ら れ る 。」 〈i

nterpretatio>… 「解 釈 」、 〈curiosa>… 〈curiosus>[好 奇 心 に 富 ん だ]の 團

國 国 、 〈captiosa>… 〈captiosus>[誰 弁 的 な]の 圓 國 国 、 〈reprobatur>

… 〈reprobo>[排 斥 す る]の 図 囲 国 團
。

〈550>Cllrrittempusatemporescientiaeetpotentiae.[Temp

uscurritatemporescientiaeetpotentiae.](Dam.Reg.Can,58)「 時

(時 効)は 、[人 が]知 り そ し て[知 る]能 力 を 持 つ に 到 っ た 時 点 か ら 、 進

行 す る 。」 〈CUrrit>… 〈CUrrO>[進 む]の 囲[ヨ 團 、 〈SCientiae>… 〈SCientia>

[知 る こ と]の 團[國 、 〈potentiae>… 〈potentia>[能 力]の 團[國 。 〈551>・

〈1133>

〈551>Currittempuscontradesidesetsuijuriscontemptore

s.[Tempuscurritcontradesidesetcontempt6resjUrissui.](σZ

p.D.15,1,21pr.;Brac.Fol.101)「 時(時 効)は 、 怠 慢 な[人]お よ び 自

身 の 権 利 を 軽 く 見 る 人 に 不 利 な か た ち で 、 進 行 す る 。」 〈currit>… 〈curro>

[進 む]の 囲 国 團 、 〈desides>… 〈deses>[怠 慢 な]の 圏 囲 圃(囲)、 〈c

ontemptores>… 〈contemptor>[軽 蔑 す る 人]の 國[劉 。 〈550>・ 〈1133>

〈552>Cursuscuriaeestlexcuriae.[CursuscUriaeestlexc

Uriae.](3Bulst.53;Broom,Max.133)「 法 廷 の 手 続 過 程 は 法 廷 の 法 律

(法)で あ る 。」 〈cursus>… 「手 続 」、 〈curiae>… 〈curia>[法 廷]の 團 圓 。

〈553>Custosstatumlleredisincustodiaexsistelltis(existent

is)meliorem,nondeterioremfacerepotest.[CUst6spotestfac

erestatumheredisexsistentis(existentis)incUst6diameli6rem,
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n6ndeteri6rem.](7Co.Rep.7)「 後 見 人 は 、 後 見 に 服 す る こ と に な っ た

相 続 人 の 地 位 を い っ そ う 良 い も の と す る こ と は 出 来 る が 、 い っ そ う 悪 い も

の と す る こ と は 、 出 来 な い 。」 〈custos>… 「後 見 人 」、 〈exsistentis(existe

ntis)〉 … 〈exsisto(existo)〉[出 て く る]の 囲 囹 〈exsistens(existens)〉 の 團

囲 圓 、 〈custodia>… 〈custodia>[後 見]の 團 圏 。 ※ 「言 葉 の 切 り わ け 」

→ 「索 引 」、 「良 く と 悪 く 」 → 「索 引 」。
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